
        
            
                
            
        

    





































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　この物語は、





『とある事情でしばらく離れ離れになっていたものの、ゆえあって再び一つ屋根の下で暮らすようになったふたりの兄妹が、特に波乱もない平和な日常をのんべんだらりと送っていく様子を、これといった起承転結もなくつづっていくだけの単調な物語』





　の、はずだった。

　痛恨の極みながら、当初の目的を外れて久しい。

　僕こと姫小路ひめのこうじ秋あき人との周りには、姫小路秋あき子こがいて、那な須す原はらアナスタシアがいて、猿渡さわたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみがいて、二に階かい堂どう嵐あらしがいて。

　鷹たかノの宮みやありさが登場するだけでは飽き足らず、十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かが状況を引っかき回し、鷹ノ宮御み幸ゆきが火に油を注いで回る。

　カオス。

　僕が置かれている状況は、そのひとことに尽きる。

　不本意。まったくもって慚ざん愧きに堪たえない。

　かつて僕は公約違反を詫わびた。





『かくなる上はここまでの流れに逆らうことなく、むしろ波は瀾らん万ばん丈じようで騒々しい日々の記録を、積極的に書き留めていこうと思う』





　などと殊勝なことを言いもした。

　受け身の極地、まさしく甘え。

　その結果、僕個人だけでなく、僕たちの生徒会まで鼎かなえの軽けい重ちようを問われるハメになっているんだろう。生徒会メンバーのリリアナ祭における失態の数々は、見通しの暗さがドミノ倒しに事態を悪化させ、泣きっ面に蜂を地でいくような展開を招いてしまった。





　もとより語かたり部べに責任はない。

　だけど僕には意思がある。物語をあるべき姿に戻したいという、固い意志が。





　さあ。

　そろそろ決着をつけようじゃないか。

　思いがけなかった現い在まにある種の引導を渡そう。そこがすべての終わりとなり、また始まりとなるはずだから。





十月一日（リリアナ祭⑥）









　状況をおさらいする。

　我らが聖リリアナ学園の文化祭、その名もまんま『リリアナ祭』の開催にまつわっては、ひどく様々なことが起きた。





　まずは開催までの長い道のり。

　銀ぎん兵べ衛えの企画からなる、料理と経済のコラボイベント。

　那な須す原はらさんの発案からなる、漫才コンビ『アナとあっきー』のお笑い公演。

　秋あき子こが言い出した、僕こと新しん藤どう光こう一いち郎ろうのサイン会。

　それぞれの準備に僕らが追われることになった理由──文化祭実行委員長。

　十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳か。

　腰の低い、おとなしい、見た目も地味な彼女はしかし、僕ら生徒会にとっては台風そのもので。

　特に僕、姫小路ひめのこうじ秋あき人とにとって災厄となった。

　朝帰り事件なんかは今思い出しても背筋が寒くなる──ので、細かく思い出すのはやめておくとして。すべての総決算はリリアナ祭の出来次第、という流れになったのだ。

　生徒会の面々が主催する企画の数々でリリアナ祭を盛り上げ、面目躍如する──あわよくばＭＶＰたる『ジュエル・オブ・リリアナ』を獲得し、一発逆転を狙う。

　不可能ではないはずだった。

　むしろ十分に見込みはあった。

　僕はともかく、銀兵衛も那須原さんも秋子も、そして言うまでもなく生徒会長の二に階かい堂どう嵐あらしも、チート級にパラメーターの高い人材ばかりだ。最大限に力を発揮すれば、いや普段の七割の力でさえ、一定以上の成功を収めるのは難しくないことだった。





　結果は無残なものだった。

　銀兵衛のコラボイベントは大コケ。

　僕と那須原さんの漫才コンビも不発。

　新藤光一郎のサイン会に至っては、僕が睡眠薬らしきものを盛られたおかげで開催すらされない始末。





　いつもの僕らじゃなかった、と言われればそうなんだろう。

　一連の原因が僕にあることも否定できない。

　いろんなツケがここにきて一気に表面化した──ああ、まったくその通り。

　結局は僕なのだ。姫小路ひめのこうじ秋あき人とが選択を間違え続けてきたからこそ、今の状況がある。僕に睡眠薬を盛った犯人のせいなんかじゃない。僕が、この僕が、いろいろやらかしてきたことの負の集大成、それが禍まが々まがしく花開いてしまっただけのこと。





　責任は取らなきゃね。

　一応、これでも男なんで。





　……あ、ちなみに睡眠薬を盛った犯人の目星はついてます。

　でもそこは今、大して重要じゃないんで。すべてが片付いた後に気が向いたらその話をするってことで。






　　　　※







「憑つき物ものが落ちた、って顔してやがんな」





　その日の夜。

　つまり、リリアナ祭一日目が終わった後。

　僕は生徒会長・二に階かい堂どう嵐あらしにお願いして、少しばかり話をする時間をもらった。





「意気消沈してるわけでもねえ。すっかり諦めて観念してるわけでもねえ。かといって汚名の返上に燃えてるってわけでもねえ。どうした姫小路秋人？　お前さん、どんな心境の変化があった？」

「なんでもお見通しですね会長は」

　舌を巻かされる。

　さすがはリリアナ学園の支配者。僕が口を開く前からこの調子だ。

「ええそうです、心境の変化がありました。なんせピンチですからね色々と。事なかれ主義の僕でも重い腰を上げるしかないってもんです」

「結構じゃねえか」





　会長さんはニヤリと笑い、自販機で買ったペットボトルに口を付ける。

　場所は夜の公園。

　僕たちの学生寮にほど近い、近隣住民の憩いの場。

　今回ばかりはふたりきり、誰にも聞かれる心配のない環境で話がしたかった。会長は『憑つき物ものが落ちた』と言ったけど、本当にそうなるためにはきっかけが必要なんだ。ある種の儀式イニシエーシヨンってやつが。

　通過儀礼、って言ってもいいかな。

　ある場所から別の場所へ足を移すための。

　言い換えるなら、子供から大人になるための。あるいは蛹さなぎから蝶ちようになるための──って、これはちょっと格好つけすぎか。





「で？　お前さんどんなデカい花火を打ち上げるつもりなんでえ？」

「といいますと？」

「とぼけるねえ。これでもあたしゃ人を見る目はあるつもりだ。状況から考えて、お前さんが黙ってリリアナ祭が終わるのを待ってるわけがねえ。こんな場所まであたしを連れてきた意味もねえ」

「花火、ってほどのもんじゃないですが──」





　僕は話して聞かせる。

　計画とも呼べないただの所信表明を。

　だって、別に根回しも何も必要としない。やるかやらないかを選ぶまでが僕の仕事、やると決まったならあとはやるだけ。空気を吸うのと変わらない。





「……ははあ。それはそれは」





　会長さんは目を丸くした。

　ついでに飲みかけのペットボトルを落としかけた。あやうくひとくちしか飲んでないお茶が台無しになるところだった。

「お前さん本気かいそいつは？」

「ええ。本気ですね」

「十分すぎるほどデカい花火だぜ。場合によっちゃ核弾頭にもなりうる」

「ええ。そうでしょうね」

「しかもそいつはお前さんに向かって飛んでくる。自爆になりかねん諸もろ刃はの剣つるぎだ。むしろあたしが見たところ失敗の可能性の方が高い。お前さんがやろうとしてることはずいぶんと欲張りな話だからな」

「おっしゃる通りです。でもやると決めたので」

「お前さん強こわいヤツだなあ」





　会長さんは呆あきれた。

　好意的な表情が半分、残りの半分は好意的とは逆の感情で。





「戦時中の大日本帝国を連想させるぜ。無謀の極みなんだが、それでも光る何かがある。自殺的な特攻を礼賛するつもりは毛頭ねえが……お前さんの場合、きっちり死地に活路を開きそうな気配があるんだよなあ」

「博ばく打ちだという自覚あります。でも残念ながら、リスクを負わずにリターンを得ることができる段階じゃなくなったので」

「まァそりゃそうかもだが」

「勝っても負けてもやるしかない、と思ってますよ。責任の取り方は人それぞれだと思いますが、僕はこのやり方で。なんせ欲張りなもんですから」

「いちおう言っとくけどよ、生徒会の行く末に責任を感じてんのなら、そいつは要らぬ心配ってもんだぜ？」





　生徒会の行く末──

　十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かさんを長に担ぐ文化祭実行委員の中で、生徒会メンバー刷新の動きがあること。彼らは一種のクーデターを起こし、二に階かい堂どう嵐あらしひきいる生徒会の転覆を狙っているのだとか。





「どこまで本気かも怪しい動きだ。放っときゃそれで済む話ってもんよ」

「そうかもですね。でも万一ってことがあります」

「リリアナ祭で生徒会が大コケすれば、反対派の連中は活気づく。そうならないためにも生徒会の出し物で盛り上げる必要があった──かといって、その程度の失敗で足元をすくわれるほど地盤は緩くねえんだぜ、あたしの生徒会は」

「もちろん承知の上です」

「よしんば体制がひっくり返ったとして、あたしの任期もそう長くねえ。実績は積み上げてるし、勇退ってことで格好はつくってもんよ。おまけにあたしは理事会と理事長を味方につけてるからな。最終的にはどうとでもなるさな」

「そうでしょうか本当に」

「？　どういう意味でえ？」

「盤石に見える時こそ落とし穴があるってことです。落とし穴を掘る側の連中だって、そうとは気づかれないように悪巧みをするわけだし。その論でいけば、何もないように見える平原にこそ地雷が埋まってる、ってことになりませんか？」

「ふむ……」





　会長さんはくちびるを尖とがらせる。

　癪しやくに障るが言い分は認める、って顔だ。もとより僕なんかよりずっと強したたかな人だし、理を説いて通らないはずもない。





「わかった。どうせ何を言っても聞きゃしねえんだろう。好きにやってみな、責任はあたしが取る」

「ありがとうございます。でも責任は自分で取りますよ。これは僕の仕事ですからね」

「ちぇっ。可愛かわいげのねえ」

「すいません」

「いいってもんよ、お前さんがそういうヤツだってことは百も承知だ。だが本当にマズい時は遠慮なく頼れよ？　何でもできるわけじゃねえが、大抵のことなら力を貸せる」

「はい。お言葉に甘えて」

「やれやれ。ある意味、杞き憂ゆうに終わったねェ」

「何がです？」

「そりゃお前さん、こんな夜中にこんな場所に連れ出されたんだ。こっちもそれなりに身構えてはいたわけよ。弱音を吐いて肩を落としてるようなら、ケツ引っぱたいて励ますつもりであれこれ考えてたんだが……そいつが徒労に終わったって話さ」

「すいません」

「謝るこっちゃねえ。お前さんが自分の進むべき道を見失ってねえなら、それでいい」





　あっはっはと笑い、肩をばしばし叩たたいてくる会長さん。

　思えば昔からこうだった。

[image: ]


　昔──といっても半年ていどの付き合いしかないけど。そんな短い間でも、彼女は常に僕を支えてくれた。十じゆう乗じよう寺じさんとの朝帰りの件なんかはその最たるもの。会長さんが一計を案じてくれなければどうなっていたことか。





　二に階かい堂どう嵐あらし。

　肉食剣豪キャラで通してるけど、中身は間違いなく素敵な女性だ。むしろ普段の姿はカムフラージュな気がしてならない。

　危険で要注意な猛獣だけど、いつだって優しい。

　僕らの生徒会長はそういう人なんだ。





「ねえ会長さん」

「なんでぇ」

「あなたの愛人になってもいいかな、って気になってきました」

「おっ？　ついにお前さんもあたしの魅力に気づいた、って寸法かい？　だったらさっそく今夜あたりどうよ？」

「お誘いありがとうございます。でも明日が終わってからでいいですかね？　なんというか、本番前に本番をやっちゃったら気が散っちゃうというか、決意が鈍にぶっちゃう気がするので」

「ふむ、まあそれも一理あらァな。じゃあリリアナ祭が終わった後で、しっぽりといこうじゃねえか。組んずほぐれつ夜のレッスンをよ」

「はい。よろしくお願いします」

「……なあお前さん、あたしゃ冗談で言ってるわけじゃねえんだぜ？」

「僕もそのつもりですが？」

「ははあ。これはこれは……」





　僕の言葉に、会長さんは目を丸くした。

　そしてこう言ったのだ──「変われば変わるもんだ男ってやつぁ。こいつは明日、本当にでかい花火を上げちまうかもしれねえな」と。





　あ、ちなみに愛人の話は本気です。

　それだけの価値がある相手だと思ってるので。






　　　　※







　会長さんとの話を終えて学生寮に戻った僕は、台所仕事に精を出しているありさに声を掛けた。

「あっ、秋あき人とにいさま！」

「やあ。ちょっと時間いいかな？」





　鷹たかノの宮みやありさ。

　僕がお世話になっていた鷹ノ宮家の息女。飛び級で大学の単位を取っている、優秀な頭脳の持ち主。もちろん将来の超有望な、小さくて大きな僕らの寮母さん。





「どうしたんですかにいさま？　あらたまって話がしたいって」

「最近はゆっくり話すヒマもなかったからさ。久々にありさとこういう時間を作りたくて。仕事の邪魔してたらごめん」

「いえそんな！　邪魔になんてならないです絶対！」





　照明の明かりをしぼったダイニングルーム。

　カフェインレスのコーヒーを淹いれてもらって、僕たちふたりはテーブルで向かい合っている。

　銀ぎん兵べ衛えと那な須す原はらさんは昼間の一件──主催したイベントの失敗──に意気消沈して、早々に自室へ引きこもったとのこと。大失態を犯したのは僕も同じ、彼女たちには『ゆっくり休んで』と声を掛けたい。

　秋あき子こも珍しく空気を読んで姿を見せていない。

　姫小路ひめのこうじ秋あき人とと鷹たかノの宮みやありさ、ふたりきりだ。





「最近どう？」

「最近ですか？　今日はリリアナ祭に行けたので、とても楽しかったです。いろんな屋台でいろんなものを食べて、それ以外の出し物もたくさん観みることができました。御み幸ゆきねえさまも一緒だったし、素敵な一日だったと思います」

「そっか。ならよかった」

「でもここしばらくの話でいうと、ありさはちょっと退屈でした」

「僕ら生徒会がリリアナ祭の準備で忙しかったから？」

「はい。にいさまも、ねえさまたちも、夜帰ってくるのが遅くて、朝出かけるのが早くて、お食事も一緒に取れないこともありました。ありさはリリアナの生徒ではないので、仲間はずれになってしまいました」

「だよなごめん。リリアナ祭が終わったらどこか遊びに行こうな」

「はいっ、ぜひお願いしたいです！」





　ぱあっ、と花開くように笑うありさ。

　朝帰りの件を持ち出さないあたりは、さすがに人間ができている。平身低頭の気持ちで感謝感謝だ。





「思えば、ありさには世話になりっ放しだな」

「それがありさの仕事ですから。仕事じゃなくても、にいさまのお世話はたくさんしたいですから」

「会長さんがありさを連れてきた時は、さすがに驚いたもんだよ。何かとああいうサプライズをやりがちだからさ、二に階かい堂どう嵐あらしって人は」

「ありさにとって、会長ねえさまは恩人です。会長ねえさまのおかげで、ありさはにいさまと一緒にいられるし、他のみなさんとも出会うことができました。あの人がいてくれなければ、ありさの人生はとてもつまらないものになっていたと思います」

「そっか。じゃあいつかお礼をしないとね」

「はいっ、ありさは会長ねえさまに恩義があります。なので、会長ねえさまにいつかお礼をしますと言いました」

「そしたら何て？」

「ええと『大人になったら身体で払ってくれやあっはっは』と言われました」

「踏み倒していいよその恩義」





　やはりというか何というか、ありさにも魔の手が迫っていたようだ。

　もしも会長さんが強引に恩義を返せと迫ってくることがあれば、不肖ながら僕が身代わりになるとしよう。





「ありさ。今の暮らしは楽しい？」

「はいっ、とても！」

「即答かあ。まぶしいねえ、その真まっ直すぐさ」

「ありさにはそのくらいしか取り柄がないので、にいさまにほめてもらえるのはとても嬉うれしいです。自分の取り柄を、これからもしっかりのばしていきたいです」

「何言ってんの。ありさにはすごいところがたくさんあるだろ？　料理も掃除も完璧だし、頭もいいし」

「いいえ、まだまだぜんぜんです。もっともっとがんばらないとです」

「そうかなあ。同年代の女の子でありさ以上って、まずお目に掛かれないと思うけど」

「そこです。まさにそこだと思うのです」

「というと？」

「なぜならありさのライバルは、とても手て強ごわい人ばかりだからです。銀ぎん兵べ衛えねえさま、アナスタシアねえさま、秋あき子こねえさま──考えるだけでもめまいがしてきます。だからありさは、もっともっとがんばらないとなんです」





　なるほど。

　まったくもっておっしゃる通り。

　銀兵衛も那な須す原はらさんも秋子も、世界レベルの逸材だもんな。まだ幼いありさからすると、三人とも雲上人に見えているのかもしれない。と同時に、そのリストから会長さんが抜けているあたり、ありさなりのバランス感覚なんだろう。確かにあの人だけちょっと毛色が違うから。





　そしてもうひとつ、ありさが賢いことの証明。

　彼女は自分を本当によく理解している──幼い自分が、まだ戦いの土俵にさえ上がってないということ。申し訳ないけどそれがまったくの事実だということ。





「ねえありさ」

「なんですかにいさま？」

「御み幸ゆきさんから──君の姉さんから口を酸っぱくして言われてるんだ。ありさのことをくれぐれもよろしく、って」

「あ、聞き流してください御幸ねえさまの言ってることは。ねえさまは姉ばかなので、ありさをひいきしすぎるきらい
 があります。ねえさまのことは大好きですけど、言うことは話半分ぐらいに聞いておくのがいいと思います」

「……ありさは大人だなあ」

「えへへ、ありがとうございます……と言いたいところですが、にいさまはありさのことを大人の女としては見てくれてないと思います」

「うん。ごめんな。だから僕はありさの気持ちには応えないよ。御幸さんから口を酸っぱくして言われても、鷹たかノの宮みや家への恩が身にしみていても、僕は僕の気持ちに正直になる。それが僕にとっても、他の誰にとっても、いちばん誠実な道だと思うから」

「そう──です、か」





　ありさは笑う。

　悲しげにうつむいて、眉をハの字に下げて。

　落としている肩をわずかに震わせている様は、ひどく庇ひ護ご欲をそそられて、今すぐ抱きしめてあげたくなって、実際その欲求に抗あらがうのは大層むつかしいのだけど。今はやらない。僕だってたまには空気を読む。





「……ありがとうございます、にいさま」

　ややあってありさは顔を上げる。

「言いにくいことをはっきり言ってくれて。ありさ、ちょっとすっきりしました」

「そう言ってくれるのはありさの優しさだと思う。ありがとな」

「とんでもないです。本当のことを言うと、にいさまの気持ちはわかっていたので、そんなにショックはないです。いえ、もちろんショックなのですけど、なんというか、絶望的という感じじゃないです」

「うん、ぜひそうあってほしい。僕が言うのもなんだけど、絶望なんてありさには似合わないよ。ありさほど将来が希望に満ちてる子はそうそういないんだから」

「ありがとうです。にいさまからそういう風に見られていることが、そのままありさにとっての希望です」

　えへへ、とはにかむありさ。

　その表情を見て僕は確信する。

「ねえありさ」

「はい」

「ありさは良い子で純粋で、僕なんかにはない心の清潔さを持ってるけど──それ以上にありさは賢い子でもある。賢いってのは勉強ができるできないじゃなくて、状況がよく見えてる、ってことだと思うんだ」

　手にしたコーヒーカップをひとくち。

　それから僕は指摘する。

「ありさはいま僕にフラれた。でも将来にわたって可能性がゼロだ──なんて思ってないんだろ？」

「はいっ」





　にっこり、清すが々すがしく。

　ありさは堂々と頷うなずく。





「ありさはまだ十二歳で、身体の成長も早くないから、にいさまにとって恋愛の対象じゃないことはわかっています。それと、人生はまだまだ先が長くて、ありさはまだたったの十二歳
 だということもわかっています」

　ありさもコーヒーカップに口をつける。

　すっかり冷めた、それでも香ばしい匂いがダイニングルームを満たす。

　足元に忍び寄る十月の涼気。

　冬が近い。時間が流れるのはこんなにも早い。

「もし仮に、にいさまが誰かと正式にお付き合いしたり、結婚したとしても、大した問題ではないと思います。なぜならありさのスタートラインは、他のねえさまたちより不利な場所に引かれているからで、それがわかった上でにいさまのことが好きだからです。ちょっとやそっとじゃへこたれません。それに──」

「それに？」

「ありさが他のねえさまたちと肩を並べるまで、たったの四年か五年しかないです。そこからが本当の勝負です。しかもありさは知ってます。普通は男の人って、若い女の人が好きなんです。つまり、そう遠くないうちにありさが有利になる時が来ます。だから焦る必要は少しもないのです」

　お見事。

　僕は心底から感心する。

　ここまでずばりと言ってのける十二歳が他にいるだろうか？

　いいやいないね。賭けてもいい。

「……やれやれ。これは気をつけないとだな。近い将来、僕は本当にありさにオトされてしまうかもしれない」

「はいっ、きっとそうなりますから。覚悟していてくださいね、にいさま？」

「いやはや」

　僕は笑って首を振る。
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　なんとも真まっ直すぐな宣戦布告だ。

　愛らしいだけではない芯の強さ、隠しもせずそれを出してくる大胆さ。鷹たかノの宮みや家の秘蔵っ子は伊だ達てじゃない。女の子が大人になるのはびっくりするほど早いと聞くし、僕もうかうかしてられないな。

　むしろ、ありさに愛想を尽かされないようがんばらなくちゃ。

　それが健けな気げな彼女に報いる、最低限の義務だと思うから。





「それにしてもにいさま」

　ありさが声のトーンを変える。

　探るような、不安がるような、そんな雰囲気。

「何かあったのですか？　リリアナ祭の一日目がとても大変だったことは聞いてますが、それにしても今のにいさまは、いつもとぜんぜん違うと思います」

「ずいぶん変わったように見える？」

「はい、とても。いつものにいさまは、なんというか、もっと柔らかいというか、奥ゆかしいというか、何かを決めるのに時間をかけるタイプというか──」

「つまり優柔不断でのらりくらりとかわすヤツ、ってこと？」

「いえそんな！　そういうことではなくて！」

「いやいいんだよ。自覚はあるから」

　あわてて否定するありさを、僕は笑って制する。

「変わったといえば変わったし、何も変わってないといえば変わってない。どうあっても僕は僕にしかなれないんだ。人間は急には変われないんだよ。裏に引っ込んでいた顔が表に出てきただけで、僕は昔からこういうヤツだったさ」

「ありさはくわしいことはわからないですが……今のにいさまはそれだけピンチだ、ってことでしょうか。今まで出してなかった顔を、にいさまが出すしかないほどの」

「そうね。まあそうなんだと思うよ」

　どちらかといえば閾いき値ちを超えた、って感じだろうか。

　表面張力ぎりぎりで保っていたコップの水が、ついに限界を超えてこぼれちゃった的な。

「……にいさま。気をつけてくださいね」

　心配げな様子で、ありさは僕の顔をのぞき込んでくる。

「そういう時のにいさまがとても強いことを、ありさは知っています。でもその強さは諸もろ刃はの剣つるぎだと思うのです」

「うん知ってる。なるべく気をつけるよ」





　百も承知、というやつだ。

　鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわを相手に、練りに練った計画で大立ち回りを演じ、兄妹ふたりの自由な暮らしを勝ち取った時が、まさにそれだった。

　お互いに無傷じゃいられない闘争。

　傷つくのも傷つけるのも僕は願い下げで、でも生きてるからにはそうも言ってられない時が来る。思えば半年以上、そんなシチュエーションを免れてきた。僕が置かれている環境から考えれば上出来だ。そろそろツケを払ってもいい頃合いだろう。





「ピンチになれば変わる。逆に言えば、ピンチにならないと変われない情けないヤツなんだけど。できるだけのことはしてみるつもり」

「……ありさに言えることがひとつだけあります」

「なに？」

「どんなことがあっても、ありさはにいさまの味方だ、ということです」

「最高の激励だ。その言葉を胸に、明日はひとつがんばってみるよ」





　さらに逆を言えば。

　こうして段取りを整えないと踏ん切りがつかないヤツ、ってことでもある。

　まあでもいいよね？

　さすがにここまで来たら僕も後には退ひけないさ。

　窮きゆう鼠そ猫を噛かむ、って言葉の意味を、たっぷり見せつけてやろうじゃないか。





十月二日（リリアナ祭⑦）









　翌日、二日目のリリアナ祭も晴天。

　僕は銀ぎん兵べ衛えにデートを申し込んだ。






　　　　※







「青せい天てんの霹へき靂れきとはこのことさ」

　午前十時。

　前日の熱気を引き継いで、今日のリリアナ祭も好調なスタートを切っている。

「秋あき人と、まさか君からデートに誘ってくれるとはね。正直、僕の気分はどん底だったんだが、今この時点に至っては一発逆転の有頂天さ。その一点だけを取っても、君に一生の恩義を感じるだけの価値がある」

「大げさだなあ」

「大げさなもんか。ちょっと立ち直る自信がないくらいに凹へこんでいたんだよ僕は。絶望の暗闇に一条の光が差すことが、いかなる感動をもたらすか……僕は今、自分のさして大きくもない胸を開いて、自分の気持ちを直じかに君に見てもらいたいくらいさ。きっとそこには『ありがとう』の文字が浮かんでいるはずだから」

「大げさだなあ」





　大げさなのは割といつものことだが、それにしても感激屋になっている銀兵衛だった。

　でも喜んでもらえるのはありがたい。昨日やらかした失敗を引きずって、まったく気分が乗らない、という可能性だってあったわけだし。





「秋人。まずはどこに出かける？」

「とりあえずぶらりと歩いてみよう。別に目的を決めなくたって、学園のどこかで常に催しが開かれてるんだから」

「承知した。では可能なかぎり、あらゆる催しを制覇してみるとしようじゃないか。学園の隅々まで歩き回り、リリアナ祭マスターになってみるのも一興だ」

「……んー、いや。どちらかというと、いくつかのイベントに絞ってじっくり楽しむ方が、僕としてはありがたいかな」

「ふむ？　その理由は？」

「このあと那な須す原はらさんともデートの予定を入れたんだ。ある程度は新鮮な気持ちでリリアナ祭を楽しむためにも、すべての催しを制覇するコースは避けたい」

「…………
 」





　銀ぎん兵べ衛えは目をぱちくりさせる。

　絵に描いたようなきょとん顔。





「勝手を言ってるのはわかってるよ。気を悪くしたらごめん」

「ああいや」

　銀兵衛は首を振って、

「別に気は悪くしていない。謝る必要はないよ」

「本当に？」

「本当だとも。確かに君が勝手を言ってるのは事実だ。人をデートに誘っておいて何たる言い様だ、とも思う。しかしこれが不思議と嫌な気分にならないんだよ」

　ふむ、とあごに手を当てる銀兵衛。

　自分の気持ちを整理しているような仕草だ。

「そう本当に不思議とね。ここまでぬけぬけと言われると、癪しやくに障るが痛快でもあるのさ。ぐだぐだと妙な言い訳をされたり、変に隠そうとしてあたふたされるよりはよっぽどマシなんだよ。秋あき人と、君だって逆の立場だったら同じ気持ちになるんじゃないか？」

「まあ……ね。そうかもね確かに」

「そもそも僕だって、とんとん拍子にハッピーエンドが転がり込んでくるなんて思っちゃいないのさ。むしろ道が険しく、ライバルが手て強ごわいことも重々に承知している。少なくとも僕の得意とするビジネスの分野では、目的を達成するために真まっ直すぐな道を進めることの方が希まれだ。今こうしてデートをしている、その事実に重きを置く方が前向きというもの──秋人だってそう思うだろう？」

「ん……まあ」

　銀兵衛の思わぬ反応。

　思わず答えに詰まる。

「なんか妙な気分だなあ」

「何がだい？」

「正直なところ、何発か蹴りを入れられるぐらいの覚悟はしてたんだよ。それがこんな風に何事もなく済んじゃったからさ。処刑台に立たされたのに生きて帰ってきた、みたいな感じというか」

「大げさだね秋あき人とは」

「いや、そんなに大げさでもないと思うんだけど。むしろすごくあり得る未来だったと思うんだけど」

「実際のところ、『痛快』よりも『癪しやくに障る』の方が勝っていれば、そうしていただろうね。だけど現実はそうならなかったんだから仕方ない。甘やかしていると言われればそれまでだが、自分の素直な気持ちにうそをついても意味はないだろう？」

「銀ぎん兵べ衛え」

「なにかな？」

「君、変わったなあ」

「そりゃそうさ。この半年間、いろいろあったもの。昨日だって人生で三本の指に入るくらいの絶望を経験したばかりで、だけど僕はまだ生き恥をさらしてここに立っている。何も変わらなければうそというものだよ」

「そっか。それもそうか」

「むしろ秋人、君の方こそどういう心境の変化だい？　それこそ昨日の君とは別人みたいに見えるのだけど」

「ああ、それはね──」





　僕は昨晩、ありさに話したのと同じ内容を聞かせる。

　銀兵衛は「なるほど」と納得の様子。





「理解した。僕は割と根に持つ方だから、君との間にかつてあったあれこれを忘れてはいない。だけど同時に、僕は意気に感じる心も持ち合わせているつもりだ。秋人が自分で考え、決めた道であるならば、なんらの否やも言うまい」

「そう言ってもらえると助かります」

「なあに、そこで先ほどの話に戻るわけさ。癪に障るが痛快でもある。妙な言い訳をされたり、変に隠そうとされるよりはよっぽどマシ──秋人がすっぱりきっぱり言ってくれたから、僕もそれに釣られてしまったのだろうさ。つまり、いま僕たちが感じている思わぬ爽快感は、秋人自身の功績によるものなんだよ」

「そうかなあ？　さすがにそこまで言われると甘やかされすぎな気がするけど……」

「ふふ。いいじゃないか、いかにもらしく
 て。前提が多くて要らぬ段取りを踏む、僕らはいつもそうだよ。友達になる時だって、僕らは一体どれほど遠回りしたことか──こうなったらあくまでも僕たちらしく、周りが呆あきれるぐらい前提と段取りを重ねていく関係になろうじゃないか」





　爽やかに微笑ほほえみ、銀ぎん兵べ衛えは言うのだった。

　なんだろう？

　こういうのもバタフライエフェクトのうちに入るのかな？

　いったん決断して、いざ思い切りの良さを振り回してみると、想像以上に良い影響が出ている気がしてならない。

　単なるラッキー？

　あるいはこういう時にこそ落とし穴がある？

　……いいや。

　そういう深読みをこそ、僕はやめようとしてるんだ。

　小こ癪しやくに策を弄して立ち回らざるを得なかった、これまでの僕。何事も八方美人に、波なみ風かぜ立てることなく生きていこうと四苦八苦してきた半生。それが行き詰まり、実際に躓つまずき、追い詰められたからこその現状じゃないか。





「難しい顔をしてるね秋あき人と」

　からかうような目つきで、銀兵衛が僕の顔をのぞき込んでくる。

「手に取るようにわかるよ、君が考えていることは。もっと胸を張りたまえ。窮きゆう鼠そ猫を噛かむと簡単に言うが、実際に猫に噛みつけるだけの鼠ねずみがどれだけいると思う？」

「褒ほめられたもんじゃないよ。しょせんは苦し紛れなんだから」

「たとえ苦し紛れであっても、行動を起こした者には相応の称賛があってしかるべきだ。しかもこの僕を愉快な気分にさせるという結果まで出している。謙遜も度を超えると嫌いや味みになると覚えておくべきだね」

　そこまで言われてはこちらが引っ込むしかない。

　そして改めて実感する──僕って本当、ものすごく人には恵まれてるんだな。

　銀兵衛、ありさ、会長さん。

　誰もが僕を甘やかしてくれる。支え、励まし、背中を押してくれる。

　たぶん、僕がどんな決断を下そうとも、彼女たちは僕を応援してくれるんだろう。こんな心強いことは他にない。返す返すも自分の立場に感謝しなくちゃ。

「前置きが長くなってしまったね。さあ行こう秋あき人と、残された時間はさほど多くない。限りある時間を目いっぱい楽しもうじゃないか」






　　　　※







　リリアナ学園を銀ぎん兵べ衛えとふたりで歩く。

　今日も文化祭は人出でにぎわっている。一般にも完全開放された、名門校の学園祭だ。近隣住民だけでなく、遠方からもお客さんは訪れる。





　品の良いご老人の夫婦。

　赤ちゃんを抱っこした家族連れ。

　男子高校生のグループ、女子高校生のグループ。

　どこかの放送局のスタッフと思おぼしきカメラマンたち。





　多少のことは無礼講、あちこちでナンパしたりされたりもご愛あい敬きよう。多少のトラブルは、文化祭実行委員や各方面から派遣されたボランティア、あるいは生徒会のメンバーが解決に当たることとなる。

　ちなみに本日、生徒会メンバーであり雇われ文化祭実行委員でもある僕は、特別に許可をもらって休暇を得ている。会長さんには感謝平伏、十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かさんが泣きついてきたとしても断固として逃げ切るつもりだ。

　いつもならここまで強硬手段は採らない僕だけど、窮きゆう鼠そとなった以上はやむを得ない。

　全方面を丸く収めることが叶かなわないなら。

　堂々と優先順位をつけ、誠意をもってエゴイストになるまでだ。





「それにしても盛況だ」

　廊下を歩きながら銀兵衛が感心する。

「京都にいたころの学園祭だって、そう捨てたものではなかったはずなのに。リリアナ祭に比べれば、一枚も二枚も落ちると言わざるを得ないね」

「だよねえ。普通に大学の学園祭レベルだもんなあ」

「とにもかくにも、飲食店の数と質が半端ない。実行委員と生徒たちのやる気もさることながら、理事会や卒業生たちからの無償の支援が大きいからね。食材も調理器具もふんだんに使える上に、先輩方が残したレシピのアーカイブもある。おかげで美う味まい、早い、安いの三拍子そろった各種フードが学園中にあふれかえるという寸法さ」

「レベルが高すぎて、本職の人たちから苦情が来るらしいからね」

「いつの世も弱肉強食だよ。まあリリアナ祭は年に二日しかないのだから、他の業者を駆く逐ちくすることはあるまいがね……どれ、さっそく何か食べてみるとしようか。秋あき人とは何を食べてみたい？」

「僕はタイ料理の屋台が気になるな」

「僕はハンガリー料理の屋台が気になっている」

「えー？　やっぱここは定番のガパオとかカオマンガイじゃない？」

「定番を否定するつもりはさらさらないが、冒険心こそが人生を豊かにするスパイスじゃないかな。事実、ハンガリー料理と聞いて思いつくメニューを、僕は何ひとつ知らないのだからね。この機会を逃したらもしかすると一生縁がない食事、そういうものに触れてこその文化祭でもある」

「うーん一理あるけど。デートの善よし悪あしはごはんの善し悪しに直結してると思うんだよね。タイ料理が美お味いしいことを僕は経験から知っている。その経験を生かして確実に当たりを引く──そういう手順は、銀ぎん兵べ衛えの得意分野であるビジネスにおいて重要視されることなんじゃ？」

「その点は認めるとも。だがリスクを冒さずしては何も得られない、あるいは前に進めない、というのも人生における大原則だ。まして今日はリリアナ祭という特別な日、チャレンジにはうってつけの舞台だと思わないかい？」

「正解が用意されているのにあえて別の道をゆくのは、リスクマネジメントの点でどうかと思うよ。何かを得るための冒険というよりは単なる無謀、へそ曲がりでひねくれ者の行為でしかないだろ？」

「それでも僕はハンガリー料理を押す」

「何と言われようと僕はタイ料理だ」

「がんこなやつだなあ秋人は！」

「銀兵衛にがんこさで勝てるやつを僕は他に知らないんだけど？」

「むぬぬ」

「ぐぬぬ」





　にらみ合う僕と銀兵衛。

　代わり映えのない、何年も前から学習しない意地の張り合い。

　ぷっ、と。

　どちらからともなく噴き出した。

　代わり映えがない？　いいや、僕たちは変わりつつある。

　変わるに足るだけのことが、僕たちにはたくさん起きた。

　むしろ時間をかけすぎたんだよ、ここにたどりつくまで。

　それでも時間が失われたとは思わない。道ってやつは基本的に曲がりくねっているもの。一直線の道は効率こそいいけど、最短距離を行く道はきっと味気なくて退屈なんだ。料理のうま味に塩と油は欠かせないけど、塩と油だけじゃ美お味いしくもなんともない──それと同じことじゃないかな。





「秋あき人と。提案がある」

「奇遇だね銀ぎん兵べ衛え。僕も提案があるんだ」

「タイ料理とハンガリー料理、どちらも食べればいいじゃないか」

「お互いに半分こすれば、どちらの味も楽しめて効率がいいよね」

「うむ。実に合理的だ」

「じゃ、そうしようか」

「そうしよう」

「そうしよう」





　そういうことになった。

　こんな単純な結論を出すまでに一体どれほど遠回りするのやら、我ながら呆あきれてしまうけど。急がば回れっていうしね。器用なやり方ではないだろうけど、決して間違ってはいないわけで。

　だったら僕らはこれでいい。

　格好良く、美しく、華麗に距離を縮める必要なんてないんだ。

　笑いたくば笑うがいい。恥はさんざんかいてきた。今さら少しばかり不格好なザマを晒さらしたところで痛くも痒かゆくもないさ。

　負け惜しみじゃないよ？　いやホントに。

　僕らはようやくたどり着いた『これ』でいいんだ──どちらがお金を出すかでまた揉もめながら、しみじみそう思うのだった。





　あ、ちなみにハンガリー料理は美味しかったです。もちろんタイ料理もね。






　　　　※







　決断する、ってすごいことだと思う。

　そこへたどり着くまではひどく気が重くて、義務も責務も放り出したくなるけど。いざ手が届いてみれば、強く強く背中を押す力になってくれる。

　普段はできないことだっていくらでもできてしまう。ゲームでよくあるよね、無敵になってどこまでも突き進めるアイテムが。あれと同じなんだ、決断ってやつは。





「話がある」

　特に場所は選ばなかった。

　変に選んでいたらそれこそタイミングを逸するので。

「銀ぎん兵べ衛え。君がしてくれた僕への告白について」

「えっ」

　寝耳に水、という顔だった。

　中庭にずらりと並んだ屋台通り。

　食後のデザートを何にしようか物色していた親友は、思わずといった様子で立ち止まり、こちらを見上げてきた。

「いやいや。いやいやそれは」

　その話題を出されるとは予想してなかったんだろう。

　完全に不意を突かれた、隙だらけの慌あわてた顔で、銀兵衛はしどろもどろになっている。

「秋あき人と。それはないよ、それは」

「ないって何が？」

「だって僕は言ったじゃないか、告白の返事は必要ないと。僕としてもなし崩しに近い形の行動だったし、秋人に僕を受け入れる準備がないことはわかっていた。あれは告白ではなく、いわば独白だった。あくまでも自己満足でしかない、自分の気持ちに整理をつけるための儀式でしかなかったんだ。だから聞き流してくれて構わなかったし、ましてこんな場面でその話を蒸し返されても──」

「うんごめん。それはわかってる」

　制して僕は続ける、

「だけど聞いてくれ銀兵衛。告白ってやつはものすごくエネルギーの強い主張なんだ。たとえ独白のつもりであっても、否いや応おうなく相手を巻き込んでしまう。つまり僕はもう当事者なんだよ」

「う……む。確かにそうなんだが」

「僕は君の主張を聞いた。今度は僕の主張も聞いてほしい。君の勇気と誠意への答えを、きちんと言葉にしておきたいんだ」

　ため息。

　かすかに振られる首。

「否やはないね。予想外の展開で、心の準備もへったくれもないが、覚悟を決めるしかなさそうだ。尻尾を巻いて逃げ出す手もあるが、それではこれまでの僕と何も変わらない。了解した、君の申し出を受けよう。答えを聞かせてくれ」





　銀ぎん兵べ衛えらしい長ちよう広こう舌ぜつ。

　潔くはないかもしれないけどしっかり踏みとどまって。彼女は頷うなずいた。

　僕は変わりつつあり、親友もまた変わりつつある。

　正しいのか間違っているのかはわからないけど、立ち止まるよりは前に進む方が意味を持つと信じよう。少なくとも何かが変わることは確かなんだから。





「銀兵衛。僕は君のことが好きだ」

「────
 っ」





　息を呑のむ音。

　様々な感情に彩られる顔。立ちのぼる歓喜、すぐに取って代わる疑心、不安、それらを抑えて平静を保とうとする自制。





「……それは友人として、ということかな？」

　落ち着いた声で銀兵衛は問う。

　僕は首を横に振る。

「いや。ひとりの女性として」

「っ!?
 　ほ、本当かいそれは!?
 　だとしたらこれ以上の奇き貨かはない──僕は喜んでいいのか、ああもちろん喜んでいいとも、跳とび上がっていやっほいと叫びたい──いや、いやしかし待ちたまえ、世の中そう甘くはないことを僕は知ってるんだ。ぬか喜びだけは絶対にしないぞ。何かしら落とし穴があるに決まってる──」

「銀兵衛を女の子として好きなんだよ」

「あう」

「確かに君自身が気にしているとおり、身体の成長は遅いかもしれないけどね。でも当たり前だけど、魅力ってそんなところだけで測るものじゃないだろ？　銀ぎん兵べ衛えはかわいい。空回りしがちなところも、古くさいしゃべり方も、気むずかしいところも、そのくせ猫好きなところも。料理が上う手まいことも、頭が良いところも、頭が良いくせに遠回りばかりするところも──もちろん君にはイラッとさせられることもあるし、腹が立つこともよくあるけど、そんなところもぜんぶ含めて、君のことが好きだ」

「あう……あぐ……」

「もっと言えば、君の猿渡さわたり家は堂々たる大商家。家柄も経済力も申し分ない。打算的な意味でも完璧に近いスペックだ。万が一にも僕の生活が立ちゆかなくなった時は、遠慮なく援助を申し込むことができる」

「そ、そこも女の魅力のうちに入るのかい!?
 」

「当然だろ？　全部だよ全部。何もかも一切合切をひっくるめて僕は君のことを見てるんだ。魅力って人間力そのものとイコールだし、その中に財力が入らないなんて理屈はあり得ない。お金のことは関係なく君のことが好きだよ、なんて平気な顔でうそぶく男の言うことを、君は信用できるのか？」





　僕の逆告白を受け、顔を真っ赤にしてしどろもどろになっていた銀兵衛。

　彼女の表情は今、呆あつ気けに取られているのと呆あきれているので半々、といったところか。





「……昔から知ってるつもりではいたが」

　ややあって銀兵衛は言う。

「秋あき人と。君は本当に極端な男だね」

「自覚はあります」

「だがそういうところを嫌いになれないのも事実だ」

「ありがとう。全部ひっくるめて僕のことが好きだ、と言ってくれるんだな銀兵衛は」

「そうやってすぐ調子に乗っておどけるところは好きになれないけどね」

　ジト目の銀兵衛。

　それから彼女はひとつ吐息して、

「続きを聞く。まだ終わりじゃないんだろう？」

「うん」

「毒を食らわば皿までだ。言ってくれたまえ」

　大仰に肩をすくめて銀兵衛は言う。

　僕は粛然として続ける。

「銀ぎん兵べ衛えのことを女性として好きなのは事実だけど」

「だけど？」

「君は一番じゃない」





　はっきりと告げる。

　言いたくはない、だけどいつかは言わなきゃいけないこと。

　認めたくもない、だけどいつかは認めなきゃいけないこと。

　僕は言う。

　僕と、僕の大切な親友の未来のために。





「隠さずに言うよ。ごまかせないから直球でいく。変に気を遣えば余計に傷つくだろうから手加減もしない──銀兵衛、僕は君のことが好きだけど、一番じゃない」

「……まいったな」

　ぽり。

　人差し指でほっぺたを掻かく。

「覚悟はしていたけど、これは中々のものだね。きついなんてもんじゃない」

「うん。わかる」

「泣きそうだよ」

「僕が君だったらもう泣いてる」

「一発殴らせてくれたまえ」

「カモン」





　ずどん。

　土手っ腹に衝撃。

　食べたばかりのタイ料理とハンガリー料理を吐き出さなかったのは奇跡だろう。細身な親友の、しかし腰の入った一撃は、僕の内臓に悲鳴をあげさせるのに十分だった。





「痛いかい？」

「……痛い。マジ痛い。泣きそう」

「僕の今の気持ち、少しはわかってくれたかい？」

「涙がにじむくらいわかります」

「ありがとう秋あき人と」

　床に膝をついて腹を押さえている僕。

　そんな僕と同じ高さに目線を合わせて、銀ぎん兵べ衛えは言う。

「思いのほかすっきりした。一発殴っただけなのに、特効薬みたいに効くものだね」

「……いわゆる天てん誅ちゆうってやつかな、これは？」

「いいや私し怨えんを晴らしただけだよ。こんなのはただの暴力だ。僕が自分の感情を抑えきれず、感情の赴くままに暴走した結果が、君の苦しみを招いたにすぎない。つまりは駄だ々だ、個人的なわがままなんだよ。そんな僕のわがままを真まっ直すぐに受け止めてくれたことに感謝する」





　ぺこり。

　銀兵衛が頭を下げる。

　それからおもむろに。

　彼女は自らの拳で、自らの顔を殴りつけた。





「……えええ～？」

　と、これは僕。

　いやだって、相当にイイ音がしたからね。『ばきっ』ていうか『ぼきっ』ていうか。

　本当に手加減のない一撃だった。

　僕が土手っ腹に食らった一撃と同じくらいに。





「お詫わび、のつもりだよ」

　みるみるうちに赤く腫れてくる右の頬ほおをさすりながら、銀兵衛はしかめ面をする。

「秋人。君の振る舞いについては、法的にはもちろん、道義的にすら何ら落ち度がない。僕が君に告白し、君が告白に応えただけのこと。それに暴力をもって応じるのは、いかに感情が未熟な僕であっても恥ずべきことだ。これにておあいこ、とさせてくれれば重ちよう畳じようなのだが、どうだろうか？」

「……いやいや。おあいこも何も。僕は君に罪を問うてるわけでもなんでもないんだけど？」

「それでもけじめはある。あるいは、こういう真ま似ねでもしなければ僕の気が済まない。僕にもプライドがあるのだよ。それは君にフラれたから傷つくものじゃない。僕自身が、僕の道にもとる時に損なわれるものだ」

「だから自分を殴った？」

「うむ」

「馬鹿だなあ」

「お互い様だよ」





　銀ぎん兵べ衛えは笑った。

　僕も笑った。

　小学校の頃を思い出す。

　銀兵衛と出会い、諍いさかい、殴り合いの末に親友となったこと。

　まるで成長してないな。

　少年と少年の間柄から、半人前の男と女の間柄になっても。僕らふたりはどうにもこういう関係であるらしい。





「さあ、行こうか秋あき人と」

「行くってどこへ？」

「決まっている。デートの続きだよ。時間は有限で、まして今の君は何かと忙しい立場のはずだ。こんなところでうだうだしている暇はない。せっかくのチャンスを目いっぱいに楽しまないと」

「……銀兵衛」

「なんだい」

「君、タフになったなあ」

「でなければ秋人と付き合ってられないよ。そもそも前提からして間違っている。僕はまだ負けちゃいない。今でこそ君の一番ではないかもしれないが、人生はまだ先が長いんだ。将来はどう立場が入れ替わったところで不思議はないだろう？」





　そう言って彼女は立ち上がり、僕に手を差し出した。

　遠慮なく手を借りて僕も立ち上がる。

　まるで成長してない、と言ったばかりだけど。どうやら語弊があったようだ。

　僕も銀兵衛も明らかに変わった。

　きっとこの先も変わり続けるだろう。

　確かに銀兵衛の言う通り、将来がどうなるかはわからないけど。今はこの瞬間を楽しもうじゃないか。好き放題にやらかしてる僕だけど、年に一度のリリアナ祭を満喫する権利ぐらいは与えられてるはずだから。

[image: ]







　　　　※







　……ちなみに、だけど。

　これらの顛てん末まつは、リリアナ祭の真っ最中、真っ昼間の学園の廊下で終始した出来事なので。何十人もの生徒たちや来客たちに目撃されていた事件だった、ということを追記しておきます。

　つまり、生徒会メンバーふたりの痴話げんかに近い何かは、瞬く間に学園中の最新トピックとして広まったわけで──





　うん。

　別に問題はありませんよ？

　むしろ広まってくれた方がいい。

　僕が今日やりたいことを考えれば、その方が何かと都合が良くなるはずだから。





十月二日（リリアナ祭⑧）









　銀ぎん兵べ衛えとのデートを終えた僕は次に、那な須す原はらさんとデートした。






　　　　※







「青せい天てんの霹へき靂れきね」

　午後０時。

　昼食時を迎えて、リリアナ祭はいよいよ盛況。

「僕が那須原さんをデートに誘ったことが？」

「いいえ。あっきーがぎんぎんに答えを出したことが、よ」





　いつもどおり、あまり表情の変わらない顔で那須原さんは言った。

　学園の中央グラウンドに設置されたフリー飲食スペース。

　僕と那須原さんはふたり向かい合って、屋台で買ったブリトーをかじっている。





「優柔不断が服を着て歩いてる男、だと思っていたのだけど」

　マテ茶のカップに口を付けて那須原さん。

「やる時はやるのね。見直したわ」

「そりゃどうも」

「ただし時と場所は選ばないのね」

「いちおう選んでるつもりなんだけどね。僕なりの基準でだけど」

「女性を押し倒す際も、きっと時と場所を選ばないのでしょうね」

「時と場所を選ばなかったら犯罪でしょ、実際それは」

「事実、レイプみたいなものだとわたくし思うわ」

「いや、さすがに飛躍しすぎなんじゃないの？　その解釈」

「ぎんぎんの不意を突いて、自分の意思を押し通したのでしょう？」

「うん」

「レイプね」

「いやだから」

「察するに余りあるわ、ぎんぎんの気持ちは。さぞかしつらかったでしょうに、気丈に振る舞っていたようね。女性の人権を踏みにじる行為に、わたくしは断固として立ち向かうわ。具体的には被害者の会を設立して、性犯罪被害を受けた人たちの心と身体をケアする活動を始めるわ」

「告白の返事をしただけなのに、刑事事件でもやらかした的な扱いになってるね……」

「その後であっきーの○○○○
 を切り落とすわ」

「ちょ、まさかの宮刑ですか!?
 　女性の人権も大事だけど、男の尊厳についても少しは考えて！」





　いつもどおり、代わり映えのない会話のキャッチボール。

　だけど僕らは知っている。もはや『いつもどおり』はあり得ないってこと。

　僕と銀ぎん兵べ衛えの一件を那な須す原はらさんは知っている。デートに誘った意味を彼女は正しく理解しているだろう。





「場所を変えていいかしら」

　ブリトーを食べ終えて那須原さんは立ち上がる。

「こう見えてわたくし、目立つのは好まない性格をしてるの。ぎんぎんの時みたいに注目を浴びるのはまっぴらごめんよ。慎つつましさを旨とするわたくしらしく、注目を浴びづらい場所で話がしたいわ」

「那須原さんが慎ましい人かどうかはコメントを差し控えるとして、要望については了解だよ。お勧めの行き先はある？」

「もちろんあるわ」

「目立ちたくないってことは、誰もいない場所ってことだよね？　今日のリリアナ学園で、そんな場所ってあるのかな」

「誰もいない場所じゃないわ。むしろたくさん人がいるわね」

「人がたくさんいたら目立ちそうなものだけど」

「発想の転換よ、あっきー。しかもこれから向かう先では、リリアナ祭を楽しむことまでできるわ。もちろん本来の目的であるデートにも最適ね」

「ほほう、そんな場所が……」





　ちょっとしたトンチだな。

　果たして那須原さんは、僕をどこへ連れていこうというのだろう？






　　　　※







「どーもーこんにちはー！」

「どもども、こんちはー！」

「はい、そういうわけで始まりました『チキチキ！　第一回しろうと自慢！　大喜利大会ｉｎリリアナ祭～』なんですけども」

「『学園祭』とかけまして『大喜利』～と解きます。その心は……どちらも漢字が三文字の単語でーす」

「ってもう始めるんかい！　僕ら司会者や司会者！　参加者じゃないから！」

「あ、すいませーん。座布団二枚ください」

「自分で答えて自分で要求するのかよ!?
 　しかもキミの答え、別に大して面白くもなかったし！」





　行き先は学園の大ホールだった。

　舞台の上では、この日のためにゲストで呼ばれた中堅どころの漫才コンビ（学園の卒業生らしい）が、声を張り上げて場を盛り上げている。

　立ち見も出ている客席からは、大歓声と割れんばかりの拍手。

「どうかしらあっきー」

　二階席の片隅で、立ち見客のひとりとなっている那な須す原はらさんが、胸を張って聞いてくる。

「この場所なら目立たずに話ができるでしょう？」

　なるほど確かに。

　人はたくさんいるけれど、みなさん舞台に視線を向けている。隣の客が何を話しているかなんて気にしちゃいない。加えて好都合なことに、ホール内の照明は落とされ、舞台上にのみスポットライトを当てる演出がされていて、客同士の顔は見えづらい状況になっている。映画館を想像してもらうとわかりやすいだろうか。





「いや～。それにしてもいいですねっ、リリアナ祭！　実は僕らふたり、ここの卒業生でして」

「懐かしいねえ」

「いやほんとにね。僕らの頃は、ここまで大がかりな学園祭じゃなかったんですよねー。それが最近じゃ地域の皆様だけじゃなく、遠くは県外からもお客さんが来るっていう話じゃないですか。いやー、生徒のみなさんの頑張りはホントすごいね！　僕ら素敵な後輩を持てて幸せ者です！　この国の未来はみなさんに掛かってる！　いやホントすごい！　最高！　エリート集団！　将来有望！」

「……えー、『おべんちゃら』とかけまして『太鼓持ち』と解きます」

「ってまたやるの!?
 」

「その心は……ずばり、うちの相方でしょう」

「まんまじゃんそれ！　いまいち大喜利にもなってないよ！　僕をディスってるだけだよ！」





「わたくしがこの場所を選んだ理由──」

　前説を聞きながら、淡々と那な須す原はらさんは言う。

「あっきーは当然ながら理解している、と解釈していいのかしら」

「目立ちたくない、って以外にも別の理由がある、ってことだよね？」

「その『別の理由』とやらにも見当がついているのかしら」

「那須原さんの好きなお笑いの舞台だからじゃない？」

「その通りよ。ふふ、さすがはわたくしが見込んだ男ね。見事な一発解答だわ」

「いや、さすがにわかるでしょそれは……」

　二ヶ月前の夏休み。

　僕らふたりは初めてのステージに立った。

　那須原さんがなぜか執着していた、僕との漫才コンビ結成。

　あの時は悪くない出来だった。我ながらお客さんのウケも取れていたと思う。即席のコンビにしては上々だったろう。

　まあ昨日のステージではさんざんな出来映えになっちゃったけど……それでも僕の人生設計に、お笑いをやるルートはまったく想定してなかったわけで。良い経験になったことは否定できないんだよな。

「わたくしたちの関係を変えるきっかけとなったのはお笑いだったわ。であるからには、この場所こそはふたりの新しい門出にふさわしいと思ったのよ」

「ふさわしいってところには同意するけど、門出って何なの門出って」

「だって新しい関係が始まるのでしょう？」

　いつも通りだ。

　普段とまるで変わらず、出会った時から今日この日まで彼女がいつもそうあるように。

　那須原さんはあくまでもフラットな表情で、真面目に舞台を見ながら、声のトーンを変えないまま語る。

「あっきーがぎんぎんに対して取った行動を鑑かんがみれば、次にわたくしの身にどんな事件が起きるのかは容易に想像がつくわ。結果が良いものであれ悪いものであれ、遅くとも一時間後にはわたくしたちの関係は変わるはずよ」

「……そうだね。そういう意味では確かに門出って言葉はふさわしいかもね」

「ええそうでしょう。ふさわしいのよ」

「那な須す原はらさんはそれでいいの？」

「どういう意味かしら」

「ふたりの関係が変わるって話だけど、それはふたりで決めたことじゃない。僕が自分の都合でそうするって決めたんだ。君はそれでいいの？」

「いいわ」

　頷うなずいて、

「あっきーが決断したことだもの、わたくしは支持するわ。そもそも同意うんぬんの話をするのであれば、わたくしはあなたの同意を得て告白をしたわけではないもの。その点を考慮すればお互い様ではないかしら」

「まあ……そうだね。理屈は通ってる」

「でしょう？」

「正直意外だ」

「どうして？」

「こういう流れになったら、のらりくらりとはぐらかされる可能性もあるかな、って思ってた。ボケてみたり、ふざけてみたりとか」

「失礼ね。二百年に一度ぐらいはわたくしも真面目になるわ」

「……君はこの先いったい何年生きるつもりなの？」

「ざっと二百年ね」

「つまり今回は一生に一度の真面目なのか……」

「わたくしのぐだぐだな告白に対して、あっきーは真面目に向き合ってくれたわ」

　変わらず、あくまで淡々と。

　那須原さんは続ける。

「ならばわたくしも真面目に応じるのが筋でしょう。だから口にして頂戴、あなたの答えを。この期に及んでじたばたしないわ」

「……了解」





　ひとつ吐息する。

　舞台の上では大喜利が始まっている。あらかじめ回答者に立候補していた生徒たちが、あれこれ出されるお題に頭を悩ませている。出てきた珍回答、名回答に、会場のお客さんたちは失笑したり爆笑したり。司会者ふたりの進行も、さすがプロだけあってそつがなく、今のところイベントは成功しつつあるようだ。

　……ようだ、と他人事みたいに表現するのには理由がある。頭に入ってこないのだ、舞台で行われているすべてのことが。

　緊張。今さらながら。

　手のひらに滲にじむ汗。まっすぐ舞台を見つめている那な須す原はらさんの横顔。

　もうひとつ吐息してから告げる。





「那須原さん。僕は君のことが好きだ」

「…………
 」





　薄暗い照明の下、彼女の表情は変わらない。

　コメントもない。会場がひときわどっと沸く。司会者のかましたボケが受けを取ったみたいだけど、何を言ったのか耳に入ってこない。僕の鼓膜は、告白した相手の言葉をひとつも聞き漏らすまいとして、ひたすら集中している。こんな芸当ができるなんて、僕も捨てたもんじゃないなと我ながら思う。





「だけど──」

　ややあって、那須原さんが口を開く。

「わたくしは一番ではないのでしょう？」





　今度は僕が黙る番だった。

　図星を突かれたからでも、先を越されたからでもない。

　こちらを向いた彼女の顔が、ぎょっとするほど爽やかだったから。





「わかっているわ、そんなこと」

　ふたたび前を向いた那須原さんは、もういつもの無表情に戻っている。

「あなたはわたくしのことを憎からず思っている。だけど一番好きな相手じゃないし、恋人にしようとも思っていない──そういう解釈で間違いないかしら？」

「あ、うん。そうです」

「わたくしのことを魅力的だとは思っているのよね？」

「うん。それはもちろん」

「でしょうね。だって事実としてわたくしは魅力的だもの」

「……言い切るねえ」

「わたくしは馬鹿ではないし、過度に称賛されるキャラにありがちな度を超えた謙虚さも持ち合わせていないのよ。見た目にも自信があるし、お金持ちだし、あらゆる所作から品の良さがにじみ出てもいるわ。おまけに勉強もスポーツも万能とくれば、これで魅力がない方がどうかしてるでしょう。あえて弱点を挙げるなら、高たか嶺ねの花はなすぎて男性を萎縮させてしまうところかしらね」

「ほんとに言い切るなあ！」

　思わず突っ込んでしまう。

　まったく呆あきれた人だ。それと同時にまったく那な須す原はらさんらしい。

　実にブレない。ブレたとしても、それすら自分らしさに変えてしまう。こんなの惚ほれるに決まってるじゃないか。

「あっきーはわたくしに色々してくれたわ」

　那須原さんはなおも続ける。

「初めて会った時、絡みづらいわたくしの無駄話の相手をずっとしてくれた。家事全般がまったくダメなことを知った時も手を貸してくれたわね。漫才コンビの結成にも付き合ってくれたし、それ以外にもあれこれと。それらの親切が、ただの親切心からくるものでないことを、わたくしはあなたの態度や言葉の端々から正確にくみ取ることができたわ」

「僕が君のことを好きだってこと？」

「ええその通り。確信を持つには十分だったのよ」

「確信を持っているにしては、ハッキリ行動に出るまで時間が掛かったように見えるけど」

「精一杯だったのよ、わたくしにとっては」

　クールな那須原さんの口元に、わずかな苦笑。

「仕方ないのではなくて？　だって恋などしたことないのだから。初めてのことを何でもかんでも上う手まくできるわけがない。わたくしは魅力的だけれど完璧な人間ではないのよ」

「うん。それはその通りだ」

「それにいちおう言わせてもらうけれど。あなたの対応だって褒ほめられたものじゃなかったと思うわ」

「すいません」

「いいわ。いちおう言っておいただけだから。……さてここからが本題なのだけど」

「本題？」

「わたくしは完璧でもないし、しょっちゅうぐだぐだにもなるけれど。それでも一度これと決めた相手を簡単に諦めるほど物わかりは良くないの」

　ぐっ、と。

　那な須す原はらさんのキレイな形をした眉に、この時ばかりは力が込められる。

「一番じゃないからといって、はいそうですかと引き下がらない。一番になるために最高の努力をする。最適な戦略を練り、粛々と戦術を実行する。たとえ結果が出なくてもやれるだけのことはやる。あなたから何をどう言われようと、わたくしは自分の恋をあきらめない」

　眉の形だけじゃない。

　それは実にキレイな横顔だった。

　戦う女の子の顔。雨に降られても風に吹かれても、何なら千切られても燃やされてもしたたかに生き残り、思いのほか可か憐れんな花を咲かせる雑草のような。

　彼女に雑草という言葉を使うのもずいぶん失礼な話だけど。そう思ってしまったのだから仕方ない。

　ただでさえ魅力的な那須原さんの、たぶん最も輝いてる瞬間。

「まあつまり、ひとことで言うなら」

　いつものフラットな顔に戻って、

「わたくしのターゲットがあなたであることには変わりない、ということよ。新しい関係が始まるのかと思いきや、そうでもなかったわね。拍子抜けだわ」

「まあ……そうかもね。僕もこんなすんなり話が進むとは思わなかった」

「といっても、わたくしはあくまでも平静を装っているだけ。あるていど心の準備ができていたとはいえ、計り知れないほどのショックを受けているのは事実ね」

「あ、やっぱそうなんだ……」

「正直今でも泣きそうよ」

「うぐ。申し訳ない」

「人前でめそめそ泣くのが趣味じゃないだけ。自分の部屋に戻ったら思う存分に涙を流すとするわ。我ながら男にとって都合のいい女だと思うけど」

「君のそういうとこ、好きだよほんとに」

「ありがとう」

　そう言って顔をこちらに向け、那須原さんは身を乗り出した。

　瞬間、会場がどっと沸く。

　司会者のふたりがまたウケを取ったらしい。

　オーディエンスの乗りもいいのだろうか、今日は『当たり』のようだ。会場と壇上の一体感、ある種の共犯関係によって成立する笑いがある。目の前で行われている大喜利大会はまさにそれなんだろう、たぶんだけど。

　たぶん、と他人事みたいに表現したのは理由がある。すでに申し述べている通り、僕は舞台に目を向けていても内容は頭に入ってきていない。大喜利の見学はあくまでもオマケ、本題は別なところにあるのだから当然だ。





　加えて今は理由がもうひとつ。

　那な須す原はらさんにキスされていたから。





「……とはいえ、都合のいいだけじゃ済まないのがわたくしなのだけど」

　時間にしてせいぜい一秒か二秒。

　ほんのり湿った人肌のぬくもりを残して、彼女は離れていく。

「悪いわね。盗ませてもらったわあなたの唇」

[image: ]


「……女子に言われるのは不本意だ」

　脊せき髄ずい反はん射しやで僕は答える、

「どっちかというと男のものだと思うんだけどな、そのセリフは」

「わたくしがキスしなければ、あなたからキスしてくれたの？」

「いやしませんけど」

「だったらわたくしからするしかないわ」

「いやそういう話ではないと思うんだけど」

「そういう話をまさにしていたのよ。ねだらず勝ち取る。与えられるのではなく自ら手を伸ばす。わたくしの諦めないは、そういうことよ」





　どっ、と再び会場が沸く。

　もちろん認識しているだけで聞こえちゃいない。むしろこの状況でも大喜利の展開に目が向いているのに我ながらおどろく。事態が極端に想像を超えてしまうと、人間ってやつはかえって冷静になるらしい。今の僕がまさにそうだ。

　まあ事態が一段落したところでパニックがやってくるんだけどな、このパターンって。





「宣戦布告とでも受け取って頂戴」

　腕を組み、那な須す原はらさんはふんぞり返る。舞台の方に身体を向けながら。

「まあ単純に、欲求の赴くまま身体が動いた、とも言うけれど」

「……そんな流れでキスされるのは困るんですが」

「同意を求めていたら何も前に進まないわ。これまでのわたくしたちがその生きた証明だと思わないかしら」

　ぐうの音も出ないとはこのことだ。

　だからといってこんな不意打ちが許されるとは思わないけど。

「自業自得よ」

　那須原さんは悪びれない、

「思い返してもみて頂戴。あっきーがこれまで幾度となく繰り返してきた不意打ちの数々を。あなたがふとした瞬間、いきなり積極的に開き直って周囲を混乱させてきたこと──一度や二度じゃないでしょう？」

　これまたぐうの音も出ない。

　なるほどなー。身から出た錆さびかー。それじゃ何も言えねーなー。

「とはいえ抗議は受け付けるわ」

　なおも続ける那な須す原はらさん、

「決して不自然な状況とは思わないけれど、同意を得ずに行為に及んだことについて何も後ろめたさがないとは言わないわ。言いたいことがあれば言って頂戴」

「いや。何もないっす」

「では、今の出来事を生徒会のメンバーその他もろもろに言いふらすわ」

「いやそれはやめて」

「ならば目には目を、歯には歯を、ということで、あっきーにはわたくしに合意なき上でキスをする権利を認めるわ」

「いや、それはそれでどうなのよ」

「一番じゃないにせよ、わたくしのことが好きなのでしょう？」

「いやまあそうだけど」

「わたくしが魅力的な女であることも認めるわよね？」

「いやまあそうだけど。確かにそうなんだけど」

「仕返しにエッチなことをしてくれてもいいのよ？」

「いやいやそれは。さすがにそれは」

「具体的にはセックスしてもいいとさえ思っているわ」

「ちょ、それ具体的すぎ！　こんな場所で堂々と言うことじゃないよ！　ここは大喜利の会場で、僕らはひそひそ話をしてる態ていなんだから！」

「仕方ないわね。では今この場でわたくしのおっぱいを揉もむ、という線で妥協しましょうか」

「妥協って言葉の使い方間違ってない!?
 　むしろ破は廉れん恥ちの度合いが増してるよ！　あとおっぱいっていう言い方やめて！　なんかおっさんぽいから！」

「なるほど、『おっぱい』だから『おっさん』という返しなのね。なかなかシャレが効いていいと思うわ。ふふ、さすがはわたくしの配はい偶ぐう者しやね」

「大してシャレも効いてない上に、僕は上う手まいこと言ったつもりもないよ！　それといつの間にかいろいろ飛び越えて深い関係になるのやめて！」





　那須原さん、なんだかいつもの調子が戻ってきたみたいだ。

　一方の僕も、なにやら舌がよく回ってる気がする。

　一方的にキスされて混乱してるはずなのに？

　あるいは混乱しているからこそ、必死こいて舌を回しているのか？

　いいや。

　那須原さんが那須原さんらしくなったからだ
 。

　だから僕も僕らしさを取り戻すことができた
 。

　そういうことなんだよなあ。こうやって振り回されてる方が自然だし、なんだか据すわりがいいんだよな。僕が彼女を振り回すのってしっくりこないというか、キャラじゃないというか。

　結局のところアレか。

　ボケ担当はあくまでもボケに徹し、ツッコミ担当はツッコミに徹する。

　適材適所を貫くべきなのは、何も漫才コンビに限らない、ってことか。





「言いたいことは言ったわ」

　再び舞台に目を向けて、那な須す原はらさん。

「やりたいこともやったし、やるべきこともやった。見事なハッピーエンドね。映画でたとえるなら後はもうエンドロールが流れるのを待つばかりよ」

「え、そうなの？　むしろ始まったばかりだと思うんだけど？」

「まあエッチなことにたとえるなら、確かにまだ始まったばかりね。わたくしたちキスしかしていないもの」

「なぜエッチなことにたとえた」

「いずれにせよこの場は一段落よ」

　那須原さんがあごをしゃくる。

　大喜利大会の優勝者が決まり、これにて一部完結、という流れのようだ。会場に一段と高い拍手の音が鳴り響いている。僕もこの期に及んでようやく、目の前の光景が頭に入ってくるようになった。

　ああそうだ。

　大喜利大会の会場だったな、ここって。

　つまりはお笑いのステージ。

　プロも壇上に立っている真剣勝負の場。





「じゃあ行こうか」

「え？」





　那須原さんの手を取る。

　彼女はめずらしくきょとん顔。

「行くってどこへ？」

「もちろん壇上へ」

「壇上に行ってどうするの」

「お笑いのゲリラライブをやる」

「えええ？」

　那な須す原はらさんの目がまん丸だ。

　前言は撤回しよう。彼女を振り回すのも、やっぱ割と好き。

「ど、どういうことなの？」

「そのまんまの意味だよ」

　まだ拍手が鳴なり止やまない中、僕は早足に進み、早口で語る。

「僕たちふたりの漫才コンビ『アナとあっきー』がステージに立って、一席ぶちあげる」

「そんなことができるの？」

「できる。というかやる」

「無む茶ちやよ」

「それが無茶でもない。実はこの大喜利大会の後は、ちょっとしたエキシビションステージに入るシナリオになってるんだ。あくまでもサプライズでね」

「エキシビション……？」

「僕は臨時の文化祭実行委員の立場だから、こっそりそのシナリオを知っている。知ってるからといって何をどうこうするつもりもなかったんだけど、気が変わった。僕らふたりで大会をジャックしよう」

　鳴り止まない拍手。

　止もうとしてもまたどこかで始まる拍手。

　壇上のプロふたりがそつなく応え、大喜利の素人回答者たちもそれに倣ならい、止みかけた拍手はまた万雷のそれに取って代わる。

　その中を僕たちはゆく。

　スポットライトにあぶり出される輝かしい舞台へ。その資格が有るか無いかは関係ない、僕はこの場で行くと決めて、僕の相方を連れて行くと決めた。

　打ち合わせもない。それこそ台本もない。本物の一発勝負。

「それともやっぱりやめとく？　僕らは昨日、自分たちのステージで大コケしてる立場だ。ここのお客さんもそのことを知ってる人は多いと思う。最初からマイナスの目で見られる可能性は高い。名めい誉よ挽ばん回かいのチャンスではあるけど、さらに取り返しのつかない大爆死になることもありうる。やめるなら、今この場で止まるけど」

「やるわ」

　簡潔な返事。

「お笑いに関して今さら失うものはないわ。そういうことなら指をくわえてチャンスを逃す手はない。やりましょうわたくしたちのネタを。本当に本当のぶっつけ本番だけれど」

「よしやろう。大丈夫、上う手まくはいかなくても賑にぎやかしにはなる。今日はお祭りなんだ、ノリとテンションさえ保っていれば形になるよ。大喜利のみなさんが前座を盛り上げてくれたことだし
 」

「……まさかとは思うけど」

「うん？」

「そこまで計算していたというの？　今のこの状況を」

「いいや、それこそまさかだよ。僕は今ある状況を、最大限に有効活用しようとしてるだけだ。そもそもここへ連れてきたのは那な須す原はらさんでしょ？　あらかじめ仕込んでおくなんてできっこないよ」

「…………
 」

　那須原さん、ジト目だ。

　呆あきれてるような感心してるような──いや、呆れてるなやっぱりこれは。

「ねえあっきー」

「ん？」

「あなたって、土壇場ではいつも引っかき回す側に立つのね」

「ちょっと自覚はあります」

「行きましょうか」

「うん行こう」





　ふたたび僕らは歩き出す。

　お客さんたちが僕らの動きに気づいて、不思議そうな目で見てくる。

　司会者のお笑いコンビもこっちに気づいた。シナリオを聞かされているであろう彼らは、意味ありげな視線。アイコンタクト。プロじゃなくても意味はくみ取れる。上手くやれよ。はいがんばります。





　さあ舞台は整った。

　アナとあっきーのリベンジライブ、全力で務めさせていただきましょう。

　好きな人とふたり、手を携たずさえて。





十月二日（リリアナ祭⑨）









　那な須す原はらさんとのデートを終えた僕は次に、十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かさんに時間を取ってもらった。






　　　　※







「はうわ～。なんというありがたき幸せ……」





　十乗寺さんはうっとり顔で言う。

「秋あき人と神しんさんとこうしてリリアナ祭を見て回れるなんて、夢のようなデートです。女として生まれた喜びを今、わたしはしっかりと噛かみしめています」

「いや。デートじゃないですよ、これ」

「えええええ
 っ!?
 　そうなんですか!?
 」

「はいそうです。今日は文化祭実行委員長の十乗寺君佳さんにご相談があって、こうして時間を取ってもらいました。デートじゃありません」

「でもでも、こうして若いふたりが学園祭をいっしょに見て回ってるわけで、世間的にはこれをデートと呼ばずに何と呼ぶのか……」

「もちろん『仕事』です。十乗寺さんは文化祭実行委員長で、僕は臨時の雇われ実行委員。こうしてリリアナ祭を見て回るのは『巡回』であって、あくまでも公務の一部にすぎません。そもそも、文化祭実行委員長がこんな忙しい時間帯にデートなんてしてたら話にならないでしょう？　それじゃ鼎かなえの軽けい重ちようを問われる。あなたを支持してくれている実行委員たちに迷惑が掛かります」

「うう……そう言われると反論できない……」

「そもそも僕はあなたから告白されて、あまつさえプロポーズまでされて、なおかつ即座にお断りしてますから。それでデートになるっておかしいでしょ？」

「あああっ!?
 　なるべく意識しないように努めていたトラウマが！　容よう赦しやなく暴き出されるこの仕打ち！」





　学園をぐるりと囲んでいる木立の一角。

　リリアナ祭の熱気を冷ますべくひと息入れている生徒たちの姿が、そこかしこで見られる中で。十じゆう乗じよう寺じさんは頭を抱えて身もだえする。

　そんな姿はもちろん目立つ。

　目立つけど、この程度の目立ちは歓迎だ。話し合いを邪魔されない範囲であれば、むしろ衆しゆう人じん環かん視しは推奨される。僕がやろうとしていることのためには、なんなら積極的に。





「さらに付け加えるなら」

　僕は指摘を続ける、

「僕とあなたは何かの間違いで一夜を共にしましたが、だからといってそのことに責任を取ったりはしません。具体的に言うと、あなたと恋人として付き合ったり結婚したりはしません。そういうのって時代に合わないですし」

「はぐぁっ!?
 　重ねて発動する容よう赦しやない仕打ち！　それはもちろん、古風なしきたりに育てられてるワタシとはいえ、この程度で責任を取ってくれとは言いませんが！　それにしても！　これは！　荒っぽい扱いだと思います！　ぎゃふん！」





　十乗寺さんはしょげた。

　さすがに言いすぎたと思ったので、「とはいえ嫌いじゃないですけどね、十乗寺さんのこと」とフォローしておいた。「本当ですか!?
 」彼女はすぐに機嫌を直す。

　しょげてもトータルではへこたれない。

　実際問題、そういうところは嫌いじゃないんだけど、ここは言わないでおく。話がややこしくなるので。むしろうじうじめそめそ愁しゆう嘆たん場ばを演じるタイプなら、扱い方は楽なんだよね。即座に切り捨てて終わりだから。





「それじゃさっそく本題に入りますが」

「……なんだか展開が早くないですか？　もう少しこう、ウィットに富んだ会話を楽しんだりとか、そういう余裕があっても……せっかく忙しい合間を縫って仕事を抜け出してるわけですし……」

「あ、すいません。ぶっちゃけそういう余裕はないんで。いつもの二倍速ぐらいで話を進めさせてもらいます」

「本当にひどいぶっちゃけをされてる!?
 」

「正直なところ、他に優先すべき事柄がたくさんあるので。十乗寺さんは二の次です」

「そしてさらにひどいぶっちゃけをされた!?
 」

「ちなみに昨日、十乗寺さんがぶっ倒れて保健室に運ばれた件ですが、今日こうして現場復帰してるのでよかったと思います。ただの過労からくる貧血か何かだったんですね。それと昨日のリリアナ祭一日目で生徒会の評判がガタ落ちした件については、特に同情をいただかなくても結構です。銀ぎん兵べ衛えの企画も那な須す原はらさんの企画も評判倒れだったし、ウチの秋あき子こが世話人になっていた新しん藤どう光こう一いち郎ろうのサイン会は開催すら頓とん挫ざした。少なからず僕も関わっていた企画なので忸じく怩じたるものはありますが、この期に及んでは覆ふく水すい盆ぼんに返らず、臥が薪しん嘗しよう胆たんの念で後日の捲けん土ど重ちよう来らいを期すつもりです」

「長ちよう広こう舌ぜつで一気にまとめられた!?
 　どれもこれもじっくり時間をかけて話そうと思ってたトピックスだったのに！　二倍速どころか十倍速ですよこれ！」





　いいリアクションで悲鳴をあげる十じゆう乗じよう寺じさんだった。

　なんていうか、アレだね。

　この会話、まるで那須原さんと漫才をやってるみたいな感覚だ。ボケとツッコミの立場は入れ替わってるけど、十乗寺さんの反応が僕にしっくりきてて、それこそ長年のコンビを組んでるみたいな。

　こういうところなんだ、この人を嫌いになれないのって。器用そうには見えないのに、思いのほかそつなくついてくるんだよなあ。生徒会と双璧をなす組織、文化祭実行委員の長を務めているだけはある。





　あ、ちなみに先ほどの『アナとアッキーの飛び入り漫才公演』は、大成功のうちに幕を下ろしました。プロも交じってあらかじめ場を温めてくれていたのが功を奏したね。むしろ昨日の公演の大コケは、今日のための伏線だったんじゃないか、って説がまことしやかに流れていたくらいだ。





「ええと、じゃあワタシの方から話題を振ります！」

　態勢を立て直して十乗寺さんが言う。

「リリアナ祭二日目の秋あき人と神しんさんですが、昨日とは打って変わって大車輪の活躍をしているように見受けられます。実行委員会の内部ではもちろんのこと、学園中のウワサの種になりつつありますよ？」

「そうですか。それはよかった」

「今日は学園のあちこちで大がかりなイベントが催されていますから、その中で注目を集めるのは至難の業わざなんですが。秋人神さんはそれに成功しています。猿渡さわたり銀兵衛春はる臣おみさんとの一幕といい、那須原アナスタシアさんとの飛び入り漫才公演といい……結果としてリリアナ祭を盛り上げるのに一役も二役も買ってくれています。文化祭実行委員長のワタシとしては万々歳の流れですが……一体どうしたんですか？　こう言っては失礼ですが、昨日の秋あき人と神しんさんとはまるで別人です」

「ピンチになると人は変わるでしょ？　僕は今めちゃくちゃピンチなんです」

「それにしてもここまで極端に？　僭せん越えつながらワタシ心配になるというか……かなり捨て身の行動にも見受けられまして」

「実際に捨て身ですけどね。そうじゃないと問題が解決しないと思うので」

「問題の解決、ですか。一体どんな問題を解決しようと？」

「もったいぶらずにショートカットしますけど。狙ってるんですよ僕、『ジュエル・オブ・リリアナ』を」

「えええっ!?
 　リリアナ祭のＭＶＰに毎年贈られ、生徒と来場客の投票によって決定する、リリアナ祭における最高の名誉と呼ばれるあの『ジュエル・オブ・リリアナ』を!?
 」





　十じゆう乗じよう寺じさんは大げさに驚くのだった。

　いやはや。漫才の相手だけじゃなく解説キャラにまでなってくれるとは。この人やっぱりそつがないよなあ。いや、そつがないというよりは、無意識のうちに相手に合わせてしまえるタイプなのか？　いずれにせよ有能には違いなく、学園のある意味ナンバー２である文化祭実行委員長に担ぎ出されるだけはある。





「さらにショートカットしていきますけど」

　僕は続ける、

「あなたが承知しているかどうかは知りませんが、生徒たちの一部に生徒会転覆を狙う一派があります。その一派が次期生徒会長として担ぎ出そうとしているのは十乗寺さん、あなたです。ウチの二に階かい堂どう嵐あらしは大して気にも留めていませんが、生徒会メンバーの失態がクーデターのきっかけになるのはできれば避けたい。そこで短たん絡らく的ながらもっとも効果的な挽ばん回かい策が、生徒会のメンバーでジュエル・オブ・リリアナを獲とってしまうことでして」

「確かにそうなれば生徒会の評判はうなぎ上りですけど……え、というかワタシが？　次期生徒会長に？　担ぎ出される？　えええ？」

「その話は今おいといて。十乗寺さんにお願いしたいことが」





　僕は自分の計画を話して聞かせる。

　誰にも話してない企たくらみごとだ。話すのは今が初めて。





「……そ、そんなことを考えてるんですか？」

　僕の計画を聞き終えて。

　十じゆう乗じよう寺じさんは案の定、目が点になっている。

「ええ、それはもう。秋あき人と神しんさんのお願いとあらば、ワタシにできることならなんでもさせてもらいますし、実際ワタシの権限でなんとかなりそうです。リリアナ祭もさぞかし盛り上がると思いますが……いえ、でも、ええええ
 !?
 　そうなんですか!?
 　秋人神さんが!?
 　本当に!?
 　いやはやもう何が何だか……突拍子もない話すぎてついていけないというか……えええ!?
 」

　ちょっと驚きすぎかなとは思うけど。

　僕も逆の立場だったらこのくらい驚くかもしれないな。

　実際、わりと無む茶ちやをすることになるはずだし。自分を切り売りするというか、自腹を切るというか……あ、そういえば十乗寺さんって、切腹パフォーマンスが得意だったっけ。自爆ネゴシエーションは得意そうだし、あとでそのへんのコツも聞いてみようか。

「あの、秋人神さん」

「なんでしょう」

「本当にやるんですか、いま言ったこと？」

「やりますよ。十乗寺さんの力を借りられなかったとしてもやります。ベストの形にはならないかもだけど、もう決めたことですし」

「いえ、もちろんお力添えはします。ワタシの名にかけて。ですが秋人神さんのダメージが大きいんじゃないかと」

「この期に及んで保身を気にしてる余裕はないですよ。何より僕は、このやり方がベストだと考えています。いろいろなことを一気に解決してしまうのはこの手しかない。もしかすると『一気に解決』っていうのは欲張りすぎかもしれないですけど……でも僕って欲張りな男なんで」





　無茶は百も承知。

　野球でいえば、デッドボールを狙いつつ空振り三振を奪うような、そんな曲芸じみた狙いかもしれないけど。たぶんもっとも効率的で、なおかつ唯一の道なんだなこれが。

　だったらやるしかないよね？

　紆う余よ曲きよく折せつを経て、僕は前に進むと決めたんだから。





「じゃ、ぼちぼち休憩時間はお終しまいにして」

　あえて突き放すような言い方をして、僕は十じゆう乗じよう寺じさんを促す。

「行きましょうか。この先まだまだ仕事がありますからね、お互いに」

「そう──ですね。実行委員のみなさんにばかり仕事を任せてちゃ、申し訳ないですもんね」

「ちなみにいちおう確認ですけど。十乗寺さんって、生徒会の失脚を狙うクーデター派に荷担してたりします？」

「とんでもない！　文化祭実行委員長だけでもあっぷあっぷなのに、生徒会長の大役なんて……この学園の生徒会長の重責が、よそ様の生徒会長とは訳が違うことを、ワタシ知ってるつもりですし。むしろそんな企てがあるなら断固として阻止します。むしろ積極的に排除したいくらいです」

「ですね、十乗寺さんはそういうタイプだと思います。でもあなたは担がれやすいタイプでもありますから。いつの間にかミイラ取りがミイラにならないようにご注意を。もし万が一、あなたが生徒会の利益と相あい容いれない行動を取るようなら──」

「取るようなら……？」

「僕はあなたの敵に回ります」

「……ふわぁ」

　十乗寺さんはぽわわんとした表情をする。

「秋あき人と神しんさん……かっこいい……」

「なぜそうなる」

「だって今の秋人神さん、真面目に殺気を放っていましたもの。言葉は短くて単純だけど、本気の度合いが伝わってきて……正直ワタシ、きゅんと来ました。性的に」

　そういうのは間に合ってます。

　と思ったけど言わないでおいた。言ったら言ったでややこしくなりそうだし。

　ていうか十乗寺さん、薄々気づいてはいたけどそういうキャラか……わりとドＭなんだよなこの人……。





「というわけで行きますよ十乗寺さん。あなたと話してると調子が狂います」

「あっ、待ってください秋人神さん！　ちょっと確認したいことが！　歩きながらでいいので！」

「なんです？」

「プロポーズは断られたし、全力でお付き合いも拒否されましたけど。あなた様へのアプローチはまだ続けていいのでしょうか？　といいますのも、ちょっと断られただけで諦めてしまうのは女が廃すたると思っていまして、十じゆう乗じよう寺じ家の子女としてそんな体ていたらくは許されないと同時に、お知り合いになってからの期間は短いものの、ワタシが秋あき人と神しんさんを好きな気持ちは本物ですので！」

「いいですよ」

「いいんですか!?
 　本当に!?
 」

「いいですよ本当に」

「ご迷惑じゃありませんか!?
 」

「いえ迷惑ですが」

「ぎゃふん!?
 　またしても容よう赦しやない仕打ち！　えっ、でもよろしいんですか!?
 　ご迷惑なのにアプローチを続けても!?
 」

「だって十乗寺さん、僕が嫌だといってもどうせ続けるでしょ？　アプローチ」

「ふえっ!?
 　ワタシの性格、正確に見抜かれてる!?
 」

「なので好きにしてください。どうぞご心配なく、あなたのアプローチが生理的に無理になってきたら法的な手段に訴えますので」

「これまた鬼のようにひどい仕打ち！　でもそんな秋人神さんも素敵……」
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　あ、わかった。

　この人ってアレだ。サド養成マシーンだ。

　どちらかというと受け身のクセが強い僕をしても、こうして嗜し虐ぎやく的っぽいセリフが口をついてしまうほどの……これまたとんでもなくアクの強い人材が現れたなあ。僕の周りってそんなのばっかなのか。

　うん、そんなのばっかだ。

　いいねとても。開き直ってみれば、こんなに恵まれた環境も他にない。

　とはいえ気を引き締めていかないとな。

　気をつけないと、本当にのっぴきのならない関係になってしまいそうだから。





「……まあいいか、別にそれも。そろそろ他人じゃなくなってきてる人だし」

「えっ？　何か言いましたか秋あき人と神しんさん？」

「いいえ何も。さあ行きますよ、ぐずぐずしてると置いていきますからね。物理的にもそれ以外の意味でも」

「大丈夫です、ぐずぐずしませんから！　ワタシこう見えていろいろ鍛えてるので、割と足は速いですから！　置いていかれてもすぐ追いつきますから！」






　　　　※







　来る者拒まず。

　ご覧の通り、それが僕の選んだスタンスだけど。

　十じゆう乗じよう寺じさんはそんなスタンスにもめげず、ひたすら追いかけてくるんだろうな、と覚悟しつつ受け入れた次第です。





十月二日（リリアナ祭⑩）









　リリアナ祭は最終盤。

　夕刻。日が傾き始め、秋の空にうっすら黄金が掛かり始める頃合い。

　僕の準備は整った。

　それはすなわち根回しを済ませ、用意が終わり、腹を切る覚悟ができたことを意味する。






　　　　※







　宴会には中締めという概念があるけど、リリアナ祭では閉会式がそれにあたる。

　一般客がまだ校内にいる間に、お偉いさんのごあいさつやら祝辞の読み上げ、実行委員長の総括などといった、お堅い儀礼を終わらせてしまうのだ。

　ちなみに閉会式のあとは、生徒たちだけで催される二次会──すなわち後夜祭が最後に控えている。

　それがいわゆる『打ち上げ』の場になり、無礼講のどんちゃん騒ぎになるため、まあ面倒なことは先に済ませてしまおうという魂胆なわけだ。根がお祭り好きなウチの学校らしいプログラムと言える。





「今年も祭りが終わるねェ」

　会長さん──二に階かい堂どう嵐あらしがしみじみ言う。

「あたしにとっちゃ最後のリリアナ祭だ。生徒会長としての雑務の間にあれこれ楽しませてもらったが、今年もまずまず盛り上がったんじゃねえかな？　事前の段階であれこれケチのついたリリアナ祭になっちまったが、まあ結果としちゃ十分だろう」

「わたくしは満足よ」

　副会長──那な須す原はらアナスタシアも小さく頷うなずく。

「失態を見せはしたけれど、最終的には帳尻を合わせた格好ね。飛び入りのお笑いライブは大成功だったし、何よりあっきーとの関係を一歩前に進ませることができたのが収穫だわ。贅ぜい沢たくを言えばもう少し成果が欲しいところだけれど……それは近い将来の楽しみに取っておきましょう」

「僕も納得だよ」

　会計──猿渡さわたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみもふたりに倣ならう。

「正直なところ、昨日の時点ではどうなることかと思ったけど。どうにかこうにか格好はついた形かな。那な須す原はらくんと同じく、僕も散々に失態を見せてしまったが……これまた那須原くんと同じく、秋あき人とと新しいステージに立つことができた。むしろ望外の結果とさえ言えるだろうね」

「わたしは不満しかありません」

　書記──姫小路ひめのこうじ秋あき子こが、フグみたいにほっぺたを膨らませる。

「というかおかしくないですか？　生徒会のメンバーの中で、わたしだけ東とう奔ほん西せい走そうして仕事に追われて──あげくその隙を突いて那須原さんと銀兵衛さんはお兄ちゃんとデートしている始末……聞くところによれば、十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かさんですらお兄ちゃんとふたりきりの時間を設けていたとか……一方その頃わたしは！　お兄ちゃんと血の繋つながった妹であるはずの姫小路秋子は！　ただひとり蚊帳の外！　それも蚊帳の外に追いやられていることすら気づかないという、モブキャラにも劣る扱いを受けるなど！　あってはならないことすぎて怒りを通り越し、悟りの境地で『あ、わたしそういうターンなんだ』と納得せざるを得ない始末……！　一体これはどういうことなのか、納得のいく説明をお願いします！　場合によっては裁判も辞さない覚悟ですよ!?
 」
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「うん。ごめん」

　書記代理副補佐──僕こと姫小路ひめのこうじ秋あき人とは、素直に頭を下げる。

「秋あき子こには損な役回りばかりさせてしまったと思ってる。お詫わびと言っちゃなんだけど、後夜祭は僕とお前のふたりだけで過ごすつもりでいるから。それで納得してもらえると助かるかな」

「ですよね！　信じてました！」

　一転して菩ぼ薩さつの顔になる秋子。

「まさかこのままわたしをスルーしたままリリアナ祭が終わるとは夢にも思っていませんとも！　むしろ終わりよければすべてよし、主役は遅れてやってくる、ということで、ある意味ポジション的には美お味いしいかもしれません！　後夜祭でイチャコラデート、楽しみにしていますよ！」

「ふたりだけで過ごすとは言ったが、イチャコラデートするとは言ってないぞ？」

　一応突っ込んでおくが、強く言うつもりはない。

　秋子ひとりだけが割を食っているのは事実。報いるところがなければ蚊帳の外にも程がある。こういう場面で何かしら茶々を入れてきがちな那な須す原はらさんと銀ぎん兵べ衛えも、さすがに異論はないようだ。





「しかしまあなんだ」

　会長さんが総括するみたいに言う。

「とりあえずは無難に済みそうかねェ？　お前さんたちのおかげでリリアナ祭は場外乱闘的に盛り上がった──つまりは生徒会の面目も保てたわけで。あたしとしちゃあ十分な結果だよ。なんせ十じゆう乗じよう寺じのヤロウが絡むとあたしゃ調子が狂っちまうし。満足だよ本当に、うん。生徒会に反旗を翻ひるがえそうなんて企たくらんでる連中も、あたしらがこれだけ目立って支持を得てりゃ、妙な考えを引っ込めるってもんだろうぜ」





　果たしてそうだろうか？

　いったん燻くすぶった火は多少のことじゃ消えないようにできている。わずかに残った熾おきが風に煽あおられ枯れ草と巡り会い、思わぬ大火に化けるものだ。

　必要なのは完全なる鎮火。

　厄介な野心の火に完膚無きまでの冷や水を浴びせ、二度とボヤ騒ぎが起きないよう対処しなければならない。





「場合によっては、だけど」

　那な須す原はらさんがクールに鼻息を荒くしながら言う。

「今年の『ジュエル・オブ・リリアナ』は、あっきーの元に転がり込んでくるかもしれないわね。昨日と今日、二日間にわたるわたくしとぎんぎんとの絡み……それに加えて十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かさんともデートしていたようだし。公的な出し物を何もしていないにもかかわらず、ゲリラ的な注目を浴びることに成功したわ。間違いなく、今回のリリアナ祭でいちばん目立っていたのはあっきーだもの。票を入れる生徒は少なからずいるはずよ」

「僕の場合は完全に悪目立ちだけどね」

　銀ぎん兵べ衛えが肩をすくめる。

「なにせ僕が披露したのは、ほぼ百パーセント痴話げんかだったから。あんなものを公衆の面前で繰り広げたとあっては、昔の僕なら一週間は立ち直れないところだったけど……今の僕はそうじゃない。『あんなもの』があったからこそ、むしろ秋あき人とと新しい道を踏み出せたのだと胸を張れる。もし仮に『ジュエル・オブ・リリアナ』を秋人が獲とるなら、その栄誉にわずかながらも貢献できたことを、僕は堂々と誇ろうじゃないか」

「ちなみにわたくし、相手がぎんぎんであっても負けるつもりはないわ」

「秋人の争奪戦のことかい？　もちろん望むところさ。ライバルが多いことは初めから分かっているし、正々堂々とあらゆる手段を尽くして闘争に挑むとも。なにせ繰り返し主張している通り、僕は秋人を好きになってからの時間が君よりも長いんだ。秋人のこともよりたくさん知っているし、そのアドバンテージを生かしたアプローチは他の誰よりも効果的であると信じているのさ」

「あら。自信満々ね」

「そりゃそうだとも。たったの数時間前の出来事だが、僕と秋人は深い絆きずなを確かめ合うことができた。僕には秋人しかいないし、秋人にとってもきっと僕しかいない、と確信できる出来事だったね」

「ふうん、それはよかったわ。ぎんぎんがこれまで苦労してきたのはわたくしも知っているし、あっきーとの関係が進展したのはとてもいいことよ。心から祝福するわ」

「……僕が気になるのは、那須原くんのその余裕だね。何があったんだい？　秋人との飛び入り漫才公演を終える前の君とは、まるで別人みたいな変わりようじゃないか」

「さあ？　それはご想像にお任せするわ」

「ふん。いやに思わせぶりじゃないか。よほどのことがあったと見える」

「それは勘ぐりというものよ。わたくしはぎんぎんのことも大好きだし、いつでもねんごろになりたいし、なんなら肉体関係を持ってすらいいと考えているわ。あっきーを奪い合いながらも、ぎんぎんのことをいつも気に掛けていたいの。もしもふたりそろってあっきーにフラれたら、いっしょに慰め合いましょうね？　場合によっては身体と身体で」

「いや、僕にはそういう趣味がないので……」

「ふふ、そういけずなことを言うものではないわ。いっそ予行演習として、ぎんぎんの方から先に契りを結んでもいいかもしれないわね。どうかしら今度の週末あたり、那な須す原はら家の別荘でお泊まり会など。きっと素敵な夜になるわよ。うふふ」

「ちょっ!?
 　怪しげな笑みを浮かべてこちらに手を伸ばさないでくれたまえ！」

「……あのー。やっぱり妹のわたし、何だか蚊帳の外じゃありませんか？　秋あき子こを、姫小路ひめのこうじ秋子をどうかお忘れなく……お兄ちゃんのことがいちばん好きで、お兄ちゃんといちばん関係が長いのはわたしなので……」





　などなど。

　関係性こそだいぶ変わったとはいえ、生徒会の面々は割といつも通りなのだった。

　まだ今はだけど
 。





「えー、本日はお日柄もよく……」





　十じゆう乗じよう寺じさんのあいさつが始まった。

　このあいさつをもって、閉会式は幕を下ろすのが通常の流れ。ここから先、一般の来場者にはお帰りいただき、生徒たちだけの後夜祭が始まる──のだけど、その前に。

「じゃ、僕。そろそろ行ってきます」

　え？　と。

　椅子から立ち上がった僕を、生徒会のみんなが見上げる。

　行くってどこへ？

　声を聞かずともわかるその問いかけにこう答える。

「ちょっと野や暮ぼ用ようを済ませに」

　僕ら生徒会メンバーは、閉会式の会場の前列、教師や来賓の並んでいる場所に近い位置に座っている。壇上に近い位置だから、立ち上がれば当然目立つ。

　会場の不審げな眼まな差ざしを背中に浴びながら壇上に向かう。

　壇上には演説中の十乗寺さん。

　視線が合う。

『……本当にやるんですか？』

　最終確認を問いかけてくる目配せに、迷いなく頷うなずく。

　壇上にのぼる。

　不審な視線がざわつきに変わる。『……誰？』『何してんだ？』『姫小路ひめのこうじだ』『生徒会の』そんな囁ささやきも聞こえてくる。





「えーと、そういうわけで」

　十じゆう乗じよう寺じさんが言う。

　事前の打ち合わせにもかかわらず、あたふたした様子。

「文化祭実行委員からのあいさつはこれでお終しまいです。かなり簡単ですいません。このあと急きゆう遽きよですが、エキシビション的なステージのご用意がありまして。ワタシのあいさつの時間をそちらに割きますので、聞いていただければ幸いです、はい」

　ナイス十乗寺さん。

　サンクス十乗寺さん。

　そこまでお膳立てしてくれれば十分。あとは僕の出番だ。

　あーあー、マイクチェック。軽くせき払い。





「みなさんこんにちは。生徒会の姫小路秋あき人とです」

　始める。

　後戻りはできない。するつもりもない。

「この場を借りて、ちょっと僕の話を聞いてほしいと思います。あ、ちなみに閉会式自体は事実上終わってるので。忙しい方、早く帰りたい方、僕の話なんて聞きたくないという方は、退場していただいてもまったく構いません。繰り返しますがこれは閉会式のプログラムではありません。むしろリリアナ祭の出し物のひとつです。見物するも自由、見物しないも自由。ただ、そこそこ面白いイベントにはなると思うので。よろしければぜひ、少しばかりお時間をください」





　──ひそひそ声。

　いったい何が始まるのか、誰もが測りかねている。どんな態度を取るべきなのかも。文化祭実行委員はとまどい、生徒たちは不審げなれど興味深々な様子、教師たちは基本的に生徒の自治と自主を犯さないし、この空気では来賓も顔を見合わせるばかり。

　まずは予定どおり。

　ここで〝観客〟に席を立たれちゃ、せっかくのショーが台無しだからね。退場するのは自由、なんて嘯うそぶいちゃいるけど、聞く相手がいなきゃ意味がないんだ。





「これからするのは僕の『告白』です。告白という言葉にはいろんなニュアンスがありますが、これから御ご開かい陳ちんいたしますのはあらゆる意味の『告白』だと考えてください。それってつまりどんな意味なのか？　ええ、すぐにわかりますのでまずは聞いてください。これから始まる、いわば『青年の主張』ってやつを」





　こほん。

　小さくせき払い。





「えーとまず初めに。僕には妹がいます。姫小路ひめのこうじ秋あき子こ。僕と同じくリリアナ学園に通う生徒で、僕と同じく生徒会に籍を置いている、双子の妹──ということになっていますが。彼女とは血が繋がってません
 」





　……。

　…………
 。

　………………
 。

　無反応。

　生徒たちも教師たちも、瞬まばたきさえ忘れて口をポカンと開けている。事情を知らない来賓たちは『何の話なんです？』とばかりに首をかしげている。

　一方で生徒会の面々は。

　会長さんはヒュウ、と口笛を吹いた。

　那な須す原はらさんと銀ぎん兵べ衛えは「んな──」と驚きよう愕がくの態。

　そして秋子は──うん、ある意味で見事だ。完全に表情を消しているね。内心で何を考えているのかまったく窺うかがい知しれない。あいつのあんな顔はたぶん初めて見る。





「さていきなりですが話は変わります。この話は大抵の人が事情の飲み込めない内容だと思うので、さくっと聞き流しちゃってください。僕も要点だけかいつまんでお伝えしますので。……えーとですね、僕はふたつの家と深い縁があります。ひとつは鷹たかノの宮みや家、もうひとつは有あり栖す川がわ家。いろいろ事情がありまして、僕の姫小路家は、ふたつの家に貸しを作ったり作られたり、頼ったり頼られたりしながら長年やってきたんですが──これまたいろいろ事情があって、僕はふたつの家の経済基盤を乗っ取っていました。具体的にどう乗っ取ったかは割愛しますが、僕が首を縦に振らないと両家の資産が自由に動かせないようになっていた──とだけ言っておきます」





　ざわり。

　今度は明確な反応があった。

　リリアナ学園は良家の子女が集う名門校。生徒会メンバーを始めとして、有あり栖す川がわと鷹たかノの宮みやの名前を知ってる層は多い。教師陣もまず知ってるだろうし、来賓クラスなら基礎知識だろう。

　でも反応してもらいたいのはここじゃない。

　僕は続ける。





「で、ここからが本題ですが。僕は、僕が掌握していた有栖川と鷹ノ宮の生殺与奪の権利をすべて放棄します
 。その気になれば両家の資産を横取りすることもできるし、なんならどちらの家も潰すことさえできるでしょうけど。もともとそんなものに興味はない、必要に迫られて拝借したまでのこと。きれいさっぱりお返しします。

　その代わり──と言ってはなんですが。両家には、姫小路ひめのこうじ家に過度な干渉をするのを止やめていただく。僕と妹は姫小路であり、有栖川でも鷹ノ宮でもない。あなた方の権力闘争やら面子めんつ争いに使われるのは真っ平ごめんだ。それでもなお、僕と、僕の妹に余計な手出しをするというなら──今度こそ僕はあなた方の敵に回る。まあ抑止力を放棄してしまえば、僕なんてただの小僧でしかありませんが。手を出すつもりならお覚悟の上で。今度は生き死にを賭けた戦いになると思いますから」





　──沈黙。

　無反応ゆえの静けさではない。

　むしろ僕の発言の意図をきちんと汲くみ取とってくれたがゆえの、無言だろう。

　それだけ多くのみんなが理解してくれた、ってことだ。冗談で言ってるわけじゃないことも、戦うだけの力があるってことも。





「でもってすいません。また話が変わります。この話もさくっと終わるので少しだけ聞いてください。僕は新藤光一郎です
 」





　またしても沈黙。

　もちろん狙いどおりだから問題ない。僕だって逆の立場だったら黙り込むしかないだろう──いきなり閉会式をジャックされた上、立て続けに新しい情報をぶち込まれ続けたら。





「僕こと姫小路ひめのこうじ秋あき人とは、新しん藤どう光こう一いち郎ろうのペンネームを持つ小説家として活動しています。これまで素性は隠してきましたがここで公表します。出版元にもお願いして、数日以内に公式発表もします。それと昨日のサイン会は申し訳ありませんでした。僕の不手際により、開催されるはずのサイン会が中止になってしまいました。楽しみにしてくれてた方々に、この場を借りてお詫わびいたします」





　頭を下げる。

　立ち土下座、というものがもし存在するなら、まさにこれがそれだ、と断言できるぐらい、僕は深々と頭こうべを垂れる。引き続き会場は沈黙。まあ僕が逆の立場なら以下略。





「そしてさらにさらにすいません。またしても話が変わります。この学園のアンチ生徒会派に言いたいことがある」





　僕は語気を変える。

　ついでに表情も変える。

　ここまでは努めて淡々と語ってきた。

　ここからは違う。ハッキリと恫どう喝かつを意図して語ることになる。





「生徒会に文句があるのはいい。誰からも好かれるとは思ってないし、あらゆる生徒に対して完璧な仕事をしてるとも思ってない。恨まれる筋だってきっとあるだろう。でも、それでもだ──僕ら生徒会は、非正規的な手段で引きずり下ろされるに値するほど無能でもなければ、支持されてないわけでもない。

　いいか？　これは大事なことだから声を大にして言うぞ？

　僕は、僕が所属している生徒会を気に入ってるんだ。

　どいつもこいつもスペックが高くて、何かと僕を振り回したりいじり倒したりする、はた迷惑だけど憎めない仲間たちが、僕は大好きなんだ。

　そんな生徒会の揚げ足を取って、陰謀めいた画策を張り巡らせるつもり──たとえそれがまるで勝ち目のない、お気楽で冗談じみている無謀な企たくらみであったとしても──いや、そうであるなら尚なお更さら。僕は絶対に許さない。

　クーデターを許さないって言ってるんじゃないぞ？

　ごっこ遊びに付き合わされるのがムカつくって言ってるんだ
 。

　やるなら殺すつもりで来い。本気かどうかもわからない、自己満足だか連帯感だか思い出づくりだか何だか知らないけど、適当なおためごかしで僕らの貴重な時間を使わせようとするな。迷惑だからマジで。向き合う価値がないんだよ。もしも本気だっていうなら遠慮なくかかってこい。全力で叩たたきつぶしてやるから。

　ていうか、僕らの生徒会以上に学園の運営ができるってんならやってみろ。二に階かい堂どう嵐あらしがいて、那な須す原はらアナスタシアがいて、猿渡さわたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみがいて、姫小路ひめのこうじ秋あき子こがいる──僕はともかくとして、そんな連中がそろってる生徒会が他にあるか？　ないだろ？　それでもまだ、潰しても潰しても湧いてくる夏の小バエみたいに僕らの周りをブンブン飛び回るってんなら──もう一度言うぞ？　殺すつもりで来い。お遊びに付き合わされる時間は、僕らには惜しすぎる」





　……しーん、と。会場は静まり返っている。

　おかしいな？　僕の計算だと、そろそろ罵倒やら怒声やらが飛んでくる頃合いなんだけど。もしかするとアレか、自分で考えてる以上に迫力が出てるのかもしれないな。ふふ、僕の貫かん禄ろくも捨てたもんじゃないってことか──ってもちろん冗談だけど。ていうか、これだけタンカを切って反応がないと、ちょっとばかり素に戻ってしまって照れくさくなってくるんだけど。そいつは困るんだ。こういう舞台は、後先考えず一気に突っ走ってこそ効果がある──





「いよッ！　言うじゃねえか！」





　その時。

　快活なヤジが会場の空気を切り裂いた。

　会長さんだ。二階堂嵐。その場にいる全員の視線を受けて微動だにしない、言いたい時に言いたいことを言う、文句があるならかかってこい、とばかりの獣じみた笑顔。さすがとしか言いようがない。必要なタイミングで最高のアシストをくれる。これぞまさしく助け船。ほんとありがとうございます。マジ抱かれてもいい。





「もっと言ってやりなさい！」

　さらに追撃。

　これはめずらしい那な須す原はらさんだ。いつもクールでむしろダウナーな彼女の大声って、初めて聞くんじゃないか？





「好きにやりたまえ！　最後まで聞き届けようじゃないか！」

　さらにさらに銀ぎん兵べ衛えまで。

　何だか活いき活いきしてるぞあいつ。痛快でたまらない、って顔だ。それと同時に信頼も感じる。『君の信じる道ならどこまでもついていこう！』っていう、言外の声が聞こえてきそうだ。あ、やば。ちょっと泣けてきた。





「お兄ちゃん！」

　秋あき子こも叫ぶ。

　ああ──彼女はわかってるな。

　僕がこの場に立っている意味。僕が口にした言葉の意味。あいつは正確に理解してる。

　彼女が掛けてくれた発破のおかげで僕がここに立っていることも、今日この瞬間を境にすべてが変わるってことも。

「お兄ちゃんかっこいい！　愛してます！」

　シンプルな声援ありがとう。

　会長さんも、那須原さんも、銀兵衛もありがとう。





「おいおい！　けっきょく何の話なんだよ!?
 」

　会場のどこかからヤジが飛んだ。

「全部仕込みか!?
 　出来レースじゃねえか！」

　別の誰かもヤジを飛ばす。

「ていうかそれで!?
 　結論は何が言いたいんだ！」「姫小路ひめのこうじ兄が新しん藤どう光こう一いち郎ろうってマジなのか!?
 」「妹と血が繋つながってない話はどうなったんだよ!?
 　説明しろ！」「話が飛びすぎだぞコラァ！」

　いいぞいいぞ。

　ちょっと予定とは違うけど最高の空気だ。ここまではいわば前座、あくまで僕の個人的な事情による、個人的な主張に過ぎない。僕がやりたいのは、自分を切り売りしたエンターテイメントなんだ。善よかれ悪あしかれ盛り上がってくれないと困るってものさ。














「うるせえ黙れ！　静聴ッ！」






　怒声が会場を圧した。

　会場の壁にヒビが入るんじゃないか、ってくらいの大音声は僕のものだ。なんせひとりだけマイクを使ってるからね。ヤジを打ち消し、聴衆の鼓膜にダメージを与えて黙らせるくらいは造作もない。





「もう少し話を聞け！　むしろ本番はここから！　この場を借りて皆に告白したいことがあるッ！」





　さあ退屈な前置きはここまでだ。

　なんだかワクワクしてきたぞ？　耐えに耐えてきたもの、理性の殻、社会的立場、世間の眼まな差ざし──そういったものに後ろ足で砂を掛ける行為は、こんなにも興奮を催すものだったのか。

　これぞ禁忌を犯す快楽。

　まあもしかすると、僕にＭっけがあるだけかもしれないけど。今となっちゃどうでもいいことだ。ここまで来たら突っ走る以外に道はない。無謀な暴走であろうと知ったことか。初志貫徹あるのみだ。

　この瞬間のためにあれこれ仕込んできたんだから。





「まずは会長さん、二に階かい堂どう嵐あらし！

　僕はあなたのことが好きです！

　だって美人だし！　すらっと背が高くて、胸がとても大きくて、なんだかいろいろ強そうで、強いだけじゃなくて柔らかさもある！　つまり美人っていうか美女！　ハリウッドでデビューしたらぜったい売れっ子になると思ってるのは僕だけじゃないはずだ！

　見た目がキレイなだけじゃないぞ!?
 　あなたはとにかく性格が豪快で面倒見がいい！　仕事もできるし頼りになる！　僕が困っていたらさりげなく手を差し伸べてくれるし、気づいたらいつもそばで支えてくれている！　英雄とか豪傑みたいなキャラだから最初は気づかなかったけど、実はあなた大和やまと撫子なでしこでしょう!?
 　ひそかに内助の功をこなせるあたりポイント高い！　あちこちで愛人を作ってるのはご愛あい敬きよう、あなたになら抱かれてもいいと僕は思ってる！　いやむしろ抱きたい！　いずれ抱くから覚悟しろ！」





「次に那な須す原はらさん！　僕の大切な相方！

　僕は君のことが好きだ！

　だって美人だし！　金髪碧へき眼がんで日本語ぺらぺらとかマジ反則！　初期設定からしてギャップ萌もえで勝利してる！　おまけに手も足も長いし顔は小さい！　そのうえ胸も大きいってなんですか!?
 　はい反則決定、証明完了！　一発レッドカード！　罰として抱っこしてもふもふ頭を撫なでさせて！　那須原さん可愛かわいい！

　可愛いだけじゃないぞ!?
 　大抵のことはこなせてしまうマルチ才能っぷりがいい！　だけど肝心なところで不器用なところとか、家事全般が実はまるっきりダメなところとか、ギャップがあって萌える！　そして絵に描いたようなクール＆ツンデレ！　たまにはわかりやすくデレてくれていいんだよ!?
 　常に行動が斜め上でこっちを振り回しまくってくるのは苦笑いだけど、君が相手だったら『まあ仕方ないか』で流せるね！　ただし抜き打ちでキスしてくるのはＮＧです！　今度は僕の方からスキを突いてキスをするから、首を洗って待ってろ！　スキがあるだけにキス！　上う手まいこと言ったな僕！」





「次に銀ぎん兵べ衛え！　僕の大事な親友！

　僕は君のことが好きだ！

　だって美人だし！　緑色の目に銀色の髪とか、魅力的を通り越していっそあざとい！　そして日本語もぺらぺらというギャップ萌え！　なんか誰かさんと同じだな!?
 　僕はそういうのウェルカムだから何の問題もないぞ！　それに君は子供っぽい見た目を気にしてるけど、むしろそういうところを気にしてる君こそが可愛いんだから安心しろ！　何ならこの先もずっと同じ体型でいてくれて構わない！　なぜなら僕はストライクゾーンが広いからね！

　もちろん君はただ可愛いだけじゃない！　才能がマルチなところは生徒会のお約束だけど、那須原さんとは逆で家事全般で無双できるところがいい！　特に君の料理はマジ最高！　リリアナ祭の料理イベントはコケたけど、君の料理の味をみんなに教える必要なんかこれっぽちもないね！　これからも美お味いしい料理をたくさん僕に食べさせてくれ！　それにしても、君が僕に抱いだいてる感情が、友情だけじゃなくて男と女のそれだってことを知った時は驚いたけど、よくよく考えたら何の問題もなかった！　だって君は魅力的な女性だから！　すぐに拗すねたりするところ、いざという時は武力と腕力に物を言わせるところ、正直面倒くさいけどそこが可愛い！　これから先もきっと数限りなくケンカするだろうけど、必ずそのたびに仲直りしような！　だって僕は君のことが好きだから！」





　一気に言い切った。

　始まりからここまで、せいぜい三分かそこら。

　途中で多少はヤジも飛んできたけど、もはや気にするものか。

　やってやったぜこんちくしょう。

　何がいいかって、那な須す原はらさんや銀ぎん兵べ衛えはもちろんのこと、会長さんまで顔を真っ赤にしているところだ。先制攻撃に始まり、徹底的に先手に回って雑音を封殺する戦術。見事に決まったね。

　ふふふ、それにしてもいい気味だ。

　どうだ、伝わったか僕の想おもいは？　僕だってたまには明快な意思を持って振り回すんだぞ？　何だかんだで僕だってさんざん振り回されてきたんだ。このくらいのお返しはして当然だと思いますよ？





　さてフィナーレだ。

　僕は秋あき子こに視線をやる。

　内心を悟らせない、静かな森の湖面のような表情をしている、僕の妹。

　彼女にも気持ちを伝えなければ。





「秋子！

　僕はお前のことが好きだ！

　妹として、家族としてじゃなく、ひとりの女の子として好きだ！

　今まで黙ってて、隠してて悪かった！　でも僕はもう決めた！　自分の気持ちに嘘うそをつくのはやめる！　これまでのいろんなしがらみを振り払って、新しい人生を築く！　作り上げる！　前に進む！　今は多くを言わない！　これからたくさん話し合おう！　これまで話せなかったこと全部！

　最後にもう一度！　大事なことだから二回言う！　秋子、大好きだ！
 」





　ふう。

　僕は大きく息をつく。

　汗が額をしたたり落ちる。疲労がずしりと肩にのしかかる。全力で突っ走りすぎて気づかなかったけど、百メートルダッシュを休みなし、十本連続で駆け抜けた気分だ。

　そのくらいの体力を消耗しなければできなかったんだ、こんなこと。

　ぜったい白髪が増えたと思う。なんならハゲさえできてるかも？

　だってそうだろ？

　この数分間で、一体どれだけのものを敵に回したと思う？　一体どれだけのものを切り捨てたか理解してもらえるか？

　でもそれだけのリスクを引き替えにした価値はあった。

　まばらだったヤジすら止やみ、静まり返った会場を見渡して、僕は確信する。

　世界は変わった。

　ひどくせまい、半径数メートル以内の世界ではあるけれど。今日を境にして確かに景色が一変したんだ。

　是非は問うまい。

　あるいはそれを評価できるのは、きっと何年も先のことになるだろうし。

　僕はただ、ちっぽけでささやかながら、自分で自分の道を切り開いたことに、誇りを持ちたいと思う。





「以上！　僕の言いたいこと終わり！　聞いてくれてありがとうございました！」





　一礼。

　例の立ち土下座だ。

　心からの感謝を表現したい時、人間の頭って勝手に下がるものらしい。





「あ、追加でひとつだけ。このあと新しん藤どう光こう一いち郎ろうのゲリラサイン会をやります。昨日中止になったサイン会に来てくれた人、よかったらもう一度来てね♥」






　　　　※







　……そんなこんなで。

　姫小路ひめのこうじ秋あき人との一世一代の舞台に、どうにか幕を下ろすことができたのだった。

　以下、超個人的な青年の主張大会を終えた後の反応がどうだったか。詳細は割愛する。

　どえらい大騒ぎになった、とだけ記すにとどめたい。





十月二日（リリアナ祭⑪）









　この物語は、





『とある事情でしばらく離れ離れになっていたものの、ゆえあって再び一つ屋根の下で暮らすようになったふたりの兄妹が、特に波乱もない平和な日常をのんべんだらりと送っていく様子を、これといった起承転結もなくつづっていくだけの単調な物語』





　……であるはずだった。

　公約違反を詫わびて久しいことは、すでに申し述べたとおり。





　さて。

　口ばかりの男じゃない、ってことを証明しにいこうか。






　　　　※







　後夜祭。

　ある意味、リリアナ祭のメインイベント。

　グラウンドの真ん中に巨大な焚たき火びを熾おこし、その周囲でフォークダンスなど踊りながら、祭りの成功を語り、祝い合う。

　フォークダンスなんて──と馬鹿にすることなかれ。

　トレンディーでもなければナウでもないが、お目当ての人と合法的に距離を縮める絶好のチャンス。むしろ斜に構えている連中こそ割を食う、お祭りなんだからこういう時ほど自在にハメを外すべし。それが人生を楽しむコツってものだ。

　時刻は午後八時。

　祭り始めの硬さもほどけ、マイムマイムなんぞが流れる中、生徒たちは踊り、語り、あるいは出店の残り物を胃袋にかき込んでいる。後夜祭に限っては飲食物の持ち込みも自由。飲めや歌えやの楽しげな時間がそこかしこで繰り広げられている。





「ええもんやねえ」





　しみじみ頷うなずいているのは鷹たかノの宮みや御み幸ゆき。

　僕がお世話になっていた鷹ノ宮玲れい一いち朗ろうの歳としの離れた妹で、鷹ノ宮ありさにとっては姉みたいな存在で──僕にとってはいわばお目付役に当たる人。

「これぞ青春。まさしくアオハル。いやー眩まぶしいわあ、心がキュンキュンするわあ。ウチもあとン歳若ければあの輪の中に入って──いやいや、もう無理やわな。『あとン歳若ければ』なんて考え方がもうアカン。たとえ異世界転生したってウチはあの輪の中に入れん自信があるわ」

「そうでもないでしょう」

　御幸さんの自己否定を、さらなる否定で僕は上書きする。

「その気になればあなたも青春まっただ中ですよ。見た目は若いし、実際に年齢も若いし──おまけにリリアナの制服まで着てるし。しかも似合ってるし。何だかんだで学園に溶け込んでますよ？　『あの可愛かわいい子だれ？』みたいな感じで、僕の隣にいるあなたを見てる連中もいましたし」

「え、ホンマに？」

「もちろんですよ。何なら紹介しましょうか、将来有望なイケメンを」

「ええ～？　ウチ困ってまうわあ。そない若い子紹介されてもぉ、年齢差が恋の障害になってまうしぃ。こう見えてウチ、ええとこのお嬢さんやしぃ」

「年齢も身分の差も関係ないでしょ。気持ちの問題だと思います」

「えええ～？　そない言われるとウチも迷ってまうわあ。どないしよ、ホンマに新しい恋が始まってまう？　ぴちぴちの高校生男子と？　嫌やわあ、照れるわあ」

「ところで御幸さん、実際は何歳でしたっけ？　自称二十歳だけど確か今年で三十二──」

「あはは。アキトはおもろい冗談を言うなあ」





　げしっ。

　すねを蹴られた。痛い。





「それにしてもやりおったねえ」

　ぷしゅっ。

　缶ビールを開けながら御幸さん。

「アンタは『気持ちの問題』なんて言うたけど。まさしく有言実行やわな。まったくもって見事なハーレム宣言やったで。ホンマやりおるわ」

「自分の気持ちに素直になっただけです。誰から何を言われようと、どんな結果になろうと、結局やりたいようにやるしかない──その覚悟ができたというか」

「その覚悟ができる男がどんだけおるか、って話や。いやーホンマおもろい見世物やった。会場の隅っこでアンタの大おお見み得えを聞いとったけど、ウチ、ガチで大ウケしたで。お腹なかがよじれすぎて床にうずくまってもうたし」

　にゃっはっはと笑いながらビールをあおる。

　ところで御み幸ゆきさん、この時間は確かに持ち込み自由ですが、アルコールの類は御法度ですからね？　バレても責任取りませんよ？

　ていうか学園の関係者以外の参加そのものが禁止なんですが？　まあどうせ上の方と話はつけてるんでしょうけど。





「……で？　けっきょく誰と結婚するん？」

「結婚の話なんてした覚えはありませんよ。そもそも法的に結婚できる年齢じゃありませんし、恋愛の帰結は必ずしも結婚じゃない。ていうかちゃんと人の話聞いてました？　結婚うんぬんを絡めないからこそのハーレム宣言ですよ？」

「あ、やっぱそゆこと？　まあええか、アンタの言いぐさではウチのありさも将来の候補から外れとるわけやなさそうやし。とりあえず、現状ではそのあたりで手を打っとくのが妥当っちゅうもんか」

「そんなことより御幸さん。鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわにはちゃんと報告して、上う手まいこと転がしてくださいよ？　こっちは最大限に譲歩した。もはやとやかく言われる筋合いはありません。さっきも宣言しましたが、妙な干渉をこれ以上してくるようならこっちも考えがありますから」

「まあそのへんは任しときーな。アンタが押さえとった首根っこ──鷹ノ宮と有栖川の資産については、これで処遇の方針が固まったわけやし。ここから先はウチの仕事や。面倒な話し合いはこの先もあるやろうけど、面倒なだけでこなせないタスクやない。ま、大船に乗った気でいてーな」





　事実だろう。

　放ほう蕩とうが過ぎるゆえ鼻つまみ者あつかいだが、御幸さんの対人交渉能力は頭ひとつぬけている。これで人望だけはある人なのだ、意外にも。だからこそありさも姉のように慕っているし、鷹ノ宮と有栖川の名代として選ばれもする。他ならぬ僕も、御幸さんが出で張ばってきたからこそいろいろ決断がついた、という側面もある。





「まあ一件落着とは言わんが、今よりはマシな方向へ動くやろ……ウチもわざわざ駆り出された甲か斐いがある、っちゅうもんやし」

「お願いしますよホントに。こっちは身銭切ってるんですから」

「心配しーなや。アンタが気前よく資産を手放してくれたおかげでどうとでもなる。まだ言質をもらっただけやけど」

「欲しくて押さえていたわけじゃありませんから、両家の資産は。まして今は、自分でも食っていく算段がある程度はついてます。いずれ返すつもりではありましたよ」

「そういやサイン会はどうやったん？　いきなりの『僕が新しん藤どう光こう一いち郎ろうです』宣言に、急きゆう遽きよのサイン会や。さぞかしバタバタしたやろうけど」





　おっしゃる通り。

　サイン会は絵に描いたような大わらわでした。

　それでもかろうじてイベントが成立したのは、事前の根回しが効いたのが大きかった。十じゆう乗じよう寺じさん、ああみえて部下はちゃんと統率できてるので。会場の設営やら運営やら、文化祭実行委員は迅速に行動してくれた。

　ちなみに彼らの中には、アンチ生徒会の旗振り役がけっこういたはずなんだけどね。『青年の主張』でさんざん彼らをクサした僕としては、微妙に居心地が悪かったんだけど（しかも僕は臨時で文化祭実行委員に所属していた）、彼らの態度はあっけらかんとしたものだった。

　いわく、

『リリアナ祭を盛り上げるのが最優先』

　とのこと。

　まったくもってスタッフの鑑かがみである。正直ちょっと見直した。

　聞けば彼らにとって突発事態は珍しいことではなく、常にイレギュラーに備えているそうで。歴代の先輩たちが練り上げてきたマニュアルもあり、それに従って行動したに過ぎない、とのこと。

　ほんと、なかなかやる
 。

　でも我らが生徒会だって、さすがの対応だったんだ。

　僕が新藤光一郎であることの是非は問わず、場の流れを汲くんで、素早くサイン会のスタッフに加わりサポートしてくれた。それもあの『青年の主張』の直後にである。さすがは僕が好きになった人たち。あとで根掘り葉掘り聞かれたり、小突き回されながら糾弾されたりするだろうけど、そのくらいは必要経費。甘んじて受けますとも。





　さらにちなみに。

　突発サイン会に集まってくれたのは、ファンが数人、新しん藤どう光こう一いち郎ろうの名前だけは知っていた人が十数人、冷やかし半分が百人以上でした。つまり大盛況ってこと。昨日のサイン会に来てくれた学外のファンの人たちからはクレームが来るかもだけど、今後は顔出しして積極的にいろいろ営業していきますので。あしからずご了承ください。





「ほな、ぼちぼち邪魔者は消えるとしまひょか」

　缶ビールを飲み干し、御み幸ゆきさんは盛大にげっぷをする。

「アンタはまだ大仕事が残っとる。ウチがおったらやりづらいやろ？」

「はい。空気読んでくれて助かります」

「ウチの仕事はむしろこれからやしな。もうちょい遊びたいとこやけど、さっそく鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわに渡りをつけなあかん」

「はい。そこはもう全面的にお任せします。信頼もしてますんで」

「まかしとき。アンタがあそこまでやったんや、ウチも応えなあかん──せやけど忘れんといてな？　欲の皮が突っ張ってないとは言わんけど、鷹ノ宮も有栖川も根本的にはアンタのことが心配やねん。アンタのご両親とも浅からず縁があった人らやし、むしろ本来の立場は姫小路ひめのこうじの後見人なんや」

　わかってますとも。

　ま、完全に関係が断てるとは思ってないし。

　ありさは身内だと思ってるし、目の前にいる酒飲みおばさんだって他人とは思っちゃいない。いちど結ばれた縁は、解こうとしたって簡単に解けるものじゃないんだ。

　もちろん今後は立場が変わるけど、そのへんはまた追々。

　今は他にやることがある。





「ほんじゃバイナラ～。あんじょう気張りいや？」

　手を振り、御幸さんが去っていく。

　後夜祭はこれからが佳境。あちこちから聞こえる生徒たちのはしゃぎ声。途切れることのないマイムマイム。闇を払う焚たき火びの明かり。

　中庭に並ぶ木立の一角に陣取っている僕。周囲は一定の間隔を置いて、親密な関係の生徒たちが語らい合っている。

　すなわち恋仲の男女。

　あるいはこれから恋仲になる男女。





「お兄ちゃん」





　振り向く。

　秋あき子こがいた。

　いること自体は当然だ。ここに呼び出し、ここで待ち合わせたのだから。

「お、お待たせしました」

「いいや全然。待ってないよ。むしろ時間どおりでしょ？」

「は、はい、そうなんですが」

「お務めは終わった？」

「はい一応。途中で切り上げてきました。他のみなさんにお任せして……」





　お務めとは何か？

　リリアナ学園生徒会の、後夜祭における恒例の行事である。

　基本、うちの学校において生徒会メンバーは人気者だ。ゆえに後夜祭ともなれば、方々からのお誘いが引きも切らない。すべてに応えることはできないにせよ、公の場に姿を現して生徒と交流を深めるのは、ある種の公務なのだ。

　会長さん、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛えの三人は、その公務の真っ最中。

　つまり空気を読んでくれた、ということだ。感謝あるのみです。





「ちょっと歩こうか。けっきょくリリアナ祭じゃ、秋子とふたりで何かする時間は取れなかったし」

「いえそんな。何かと事情のあることですから。ぜんぜん気にしてません」

「それとサイン会はありがとな。いきなりのことだったのに、的確にあれこれ音頭を取ってもらって」

「あ、いえ、わたしはわたしにできることをやっただけで……お兄ちゃんが覚悟の上で決めたことだとすぐにわかりましたし……それに事情を話したら神じん野のさんがすぐに飛んできてくれて……」

「うん。あれは助かった。大目玉も食らったけどね、目を回しながらも最大限のことをしてくれたよ神野さんは。担当編集の鑑かがみだね、いやほんとに」

「はい、とても助かりました。お兄ちゃん＝新しん藤どう光こう一いち郎ろうだってことを疑ってる人も、神じん野のさんのおかげで疑いを晴らしてくれましたし。サイン会におけるプロモーションの側面も、きちんと担ってくれました。本当に急な話だったのにすごいことだと思います。普段はちょっと頼りなさそうなところもある人ですけど、実際は優秀な編集さんなんですね」

「伊だ達てに社長のお気に入りじゃないってことだよね。それにあの人ってリリアナの卒業生だしさ」

「はい。そういえばそうでした」

「ていうか歩こう。立ち話も何だし」

「は、はい、お兄ちゃんがそう言うなら」

「じゃ、行こか」

「はい」

「手、繋つなごうか」

「あひゃふぁ!?
 」





　ヘンな声をあげる秋あき子こだった。

　周囲の人たちが一斉にこちらを見る。

　見るけどすぐに視線を逸そらす。

　不文律ってわけじゃないけど、ここにいる連中は『そういう人たち』だから。お互いがすぐ近くにいても、お互いの存在を目に入れないようにしている。まるでカップルが集まる夜の公園みたいに。





「やめとく？　手を繋ぐの」

「い、いえ、そういうわけじゃ。むしろ大歓迎といいますか」

「じゃ、繋ごう」

「は、はい、ええと、でも心の準備がといいますか、いきなりの展開すぎてなんともかんともと言いますか」

「そうだね。今日はいろいろあったからね。まあいろいろやったのは僕なんだけど」

「ホントですよ！　お兄ちゃんは何をするにしてもいきなりすぎるんです！　しかもやることが極端だし、相談もしてくれないし……本当の本当に、心臓が止まるくらい驚いたんですから！」

「その割には冷静だったように見えたけど」

「冷静になるしかなかったんですっ！　何が起きるかわからないし、一字一句も聞き逃したくないし、わたしが慌あわてふためいて取り乱したら、せっかくのお兄ちゃんの演説も台無しになってしまうし……実際すぐにサイン会ってことになって、考える暇も問い詰める暇もなくて……」

「ごめん。いろいろ話すよ。これまで話さなかったこと、秋あき子こにたくさん聞かせなきゃいけないから」





　僕らは歩いた。

　夜の学園を、後夜祭の只ただ中なかを、生徒たちの談笑の間を──兄妹が歩んできた道のりをひとつずつ辿たどるように歩み、語っていった。





　まだ両親が生きていた頃から、僕と秋子の間に血の繋つながりがないことに、僕は気づいていたこと。僕が気づいたことに、両親は気づいていたということ。

　血の繋がりがないのは僕の方であること。両親から秋子のことをくれぐれも、と頼まれたこと。なのに力足りず、兄妹が離れ離れになってしまったこと。

　引き取られた先の鷹たかノの宮みや家で味わった苦労と苦悩のこと。

　お世辞にも褒ほめられたやり方ではない手段で、ふたたび兄妹ふたりで暮らせる環境を整えたこと。

　そこから今日までざっと半年、僕なりに自制して過ごしてきたこと。

　秋子を大事にしつつも、あくまで兄と妹としての立場を崩さないように心を砕いてきたこと。

　ずっと昔から、秋子をひとりの女性として見ていたこと。





「……はふぅ」

　駆け足ではあるけれど、ざっとかいつまんで話し終えて。

　秋子はなんともいえないため息をついた。

　呆あきれているような、感心しているような、ホッとしているような、怒っているような、喜んでいるような、悲しんでいるような、脱力しているような──感情がごった煮になった、スープみたいなため息。

「お兄ちゃん」

「はい」

「お兄ちゃんは悪い人です」

「自覚はあります」

「ああもうなんて言うか、言いたいことがありすぎて……考えがまとまらない……ああ……どうコメントしたらいいんでしょう……」

「今はコメントしなくていいんじゃないかな。いったん落ち着いて、考えがまとまって、言いたいことを整理して、それから話してくれれば」

「それはそうなんですけど！　どの口でそれを言うかという話で！」

「ですよねすいません」

「ああもう……いえ、いいんです、お兄ちゃんがそういう人だってことは百も承知なんです、承知の上でずっと好きなんです……だからいいんですけど……ハァ」

　再びため息。

　何度でもついてくれ。

　それだけのことをお前は言われてると思う。ゆっくり時間をかけて腑ふに落としてほしい。やっぱり僕が言うなという話だけど。

「わかりました。とにかくわかりました」

　片手でおでこを押さえ、もう片方の手のひらを僕に向けながら、秋あき子こは言う。

「細かいことを言い出したらキリがないので、いったん飲み込みます。とにもかくにもまずはお疲れ様でした。まだ何も終わってませんけど、いろんなことの方針が決まったというか、区切りがついたと思います。大変なストレスとカロリーが掛かった仕事だと思いますけど、さすがはお兄ちゃんです。お見事でした」

「ありがとう。そう言ってくれるとうれしい」

「もっとも、言葉を換えると単なるハーレム宣言なわけで、わたしとしては必ずしも歓迎できる事態じゃないんですけど。というかお兄ちゃんの大演説の中には、聞き捨てならない内容も含まれていたんですけど」

「特に言い逃れするつもりもないから、必要な時に必要に応じて追及してください。聞かれた話にはぜんぶ答えるから」

「……まな板の上の鯉こい、というわけですね。そこまで生殺与奪を預けられては、わたしも鬼のような態度を取れないです。そういうのも諸もろ々もろ込みで、いったん保留ということで」

「助かります」

　いや本当に助かる。

　ある程度は予想も期待もしていたけど。ここまで寛容な態度を示してもらえるとは。この先、一生頭が上がらないかもなあ。

「それにしても──」

　秋子は笑う。

　苦笑いに近い笑いだ。

　いたずらっ子を見つけた母親のような──いやむしろ、母親がいたずらっ子を見つけた時のような。





「わたしぜんぜん気づきませんでした。知ってたんですね、お兄ちゃんも
 」





　……え？

　青せい天てんの霹へき靂れき。

　妹が口にした言葉の意味を咀そ嚼しやくして、僕はようやく声を出す。

「知ってたって……え？　何が？」

「わたしとお兄ちゃんが本当の兄妹じゃないことを、です」

「…………
 」





　これは呆ほうけるしかないだろう。

　僕は目をぱちくり、口をあんぐり。すぐには二の句を継げない。

「……マジで？」

「はい。マジです」

「いつから？」

「もう十年ぐらい前。まだお父さんとお母さんが生きていた頃から」

　うっそ。

　……と、口に出したつもりが声にならない。

　あかん。これダメなやつや。完全な奇襲。スタン麻痺状態。機能停止。対応不能。

「まあいろいろありまして。気づいたんですよねわたし、お兄ちゃんとわたしの本当の関係に。それでお父さんとお母さんを問い詰めたんですけど──」





　秋あき子この話によればこうだ。

　父さんと母さんは、割とあっさりゲロしたらしい。

　むしろ褒ほめ称たたえたとさえいう。小学校に上がるか上がらないかの子供が、家族の血縁に疑問を持ち、あくまで冷静に状況証拠を挙げ、『姫小路ひめのこうじ秋あき人とは本当の兄じゃない』という結論を導き出したこと──『さすが秋子』『さすが我々の娘』みたいな感じで、小躍りしながら喜んだのだとか。

　そういうところなんだよな、ウチの両親あの人たちって。

　ノリが普通と違うのだ。誤解を恐れずに言えば変人だった。

　なんなら姫小路ひめのこうじの伝統なのかもしれない。秋あき子こしかり、そしておそらくこの僕、血縁のない姫小路秋あき人とですらしかり。





「お兄ちゃんをくれぐれもよろしくと」

　秋子は続ける、

「お父さんとお母さんは頭を下げてました」

「頭を下げるって、秋子に？」

「はいわたしに。まだほんの子供である実の娘に」

「……想像するだに変な絵え面づらだ」

「あのふたりはこうも言ってました。『秋人が血の繋つながりのないことにコンプレックスを抱かないよう、黙っておいてやってくれ』と」





　……やるなあ！

　思わず感心してしまった。

　うちの両親、かなりのやり手だったことは知ってるけど。なんというか、ぶっ飛んでいるのにそつがない。気配り半端ない。子供を上う手まくコントロールする術すべにも長たけている。それでいて誰も傷つかないよう、方々を丸く収める知恵が効いている。

　まあ僕に関しては後年、鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわの横っ面をしたたかに引っぱたく行為に出るわけだけど。それは両親が死んだ後だしなあ。

　ていうか父さん母さん……とんだタヌキだな！

　僕は覚えてるぞ？『秋子に対しては血縁の秘密を完璧に秘ひ匿とくしている、何ならマインドコントロールまでしてるし、それ以外にもいろいろ手を打ってるし、絶対に明るみには出ない』みたいなこと言ってなかったか!?






「にしても……気づいたんだな秋子」

「わたしたちに血の繋がりがないことを？」

「うん」

「気づきますよ、どれだけカモフラージュしたって。他の人たちは気づかなくても、わたしたちは家族で兄妹ですもん。実際お兄ちゃんだって気づいたでしょう？」

　お説ごもっともである。

　そっかー。そりゃそうかー。

　底抜けに明るいからたまに忘れるけど、秋あき子こって賢いもんなー。

　やれやれとんだ間抜けだ。僕ら兄妹、お互いが気づいてることに、お互い気づかなかったとは……でも、だからこそ僕らの関係はこれまで続いてきたんだな。

　薄氷を踏むような、微妙で絶妙で奇妙な兄妹の関係。

　お互いがお互いを想おもい、想うがゆえに一線は踏み込まなかった、これまでの僕ら。

　でもこれからは変わる。





「じゃあぼちぼち本題に入るか」

「はい。本題、ですね」

　僕らは立ち止まる。

　ぐるりと学園を回り、再び戻ってきた中庭。

　グラウンドの大焚たき火びに照らし出される木立の間。

　鳴なり止やまないマイムマイム。年とし甲が斐いもなくはしゃぎ踊る生徒たち。





「秋子は僕のことが好きだと思う」

「はい。もちろんです」

「僕も秋子のことが好きだ」

「はい」

「妹としてじゃなく、恋愛の対象として好きだ」

「は、はい……うひ」

「口がニヤけてるよ。変な声も出してる」

「し、仕方ないじゃないですかっ。これでもがんばって我慢してるんです、本当は踊り出したい気分なんです」

「いいよ踊ってくれても。何ならフォークダンスの輪に加わってもいい。遠慮なく喜んでくれたら、僕はその方がうれしい。その方が秋子らしいしさ」

「でも、もしかするとぬか喜びかも、っていう気持ちがまだあって。だってこんな素敵な話があるなんて出来すぎじゃないですか。わたしはお兄ちゃんのことを昔から恋愛対象として見てましたけど、お父さんとお母さんに言われていたこともあるし、鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわの手前もあるし、何よりお兄ちゃんにその気がないと思ってましたから。だからお兄ちゃんと本当は血が繋つながってないことは、一生ずっと自分の中だけに納めておくつもりで……それがまさかの大逆転で、夢みたいで……はっ!?
 　まさかこれって本当に夢!?
 　さっそくほっぺたをつねってみましょう！」

「夢じゃないよ。何なら僕がほっぺたをつねってやってもいい」

「ドッキリってこともないですよね？」

「ないよ。その企画はある意味もう済んだ」

「もしかすると新手の詐欺だったり？　オレオレ詐欺ならぬ、妹のことが好き好き詐欺みたいな」

「どんな詐欺だよそれ。とにかく本当だよ、嘘うそでもないし騙だましてもいない。実はそういう意味の好きじゃありませんでした、みたいなオチもない。僕は秋あき子このことを恋愛対象として好きだ。何度でも言うぞ？　僕は秋子のことを恋愛対象として好きだ」

「……うひぁ」

「また気持ち悪い笑いになってるよ」

「もう諦めました。こんな状況で百点満点の優等生な笑い方なんて、できっこありません。感情の限界を超えちゃってるんです。なんだか現実感がなくて」

「じゃあキスでもしてみるか？　嫌でも現実に戻ってこれる」

「そんなことされたら、夢見心地すぎて天国から戻って来れなくなりますよ……ちなみにほっぺたにですよね？」

「いいや。唇と唇、マウス・トゥ・マウスで」

「あひゃぅぁ」





　今日一番の変な声が出た。

　どうやって出してるんだろうな、こんな声……生身の声帯では無理な気がするんだけど。さすがは僕の妹、妙なところでも才能を発揮するやつだ。





「いやいや本当ですか？　本当にですか？　本当の本当にですか？」

「そんなに信じられないか？」

「信じるか信じないかで言えば、信じたいし実際信じてもいるけど信じられない、という感じです。なにせぬか喜びの多い人生でしたので」

「僕の不徳だ。ごめんな」

「いえそんな。お兄ちゃんが謝ることなんて。……でもしつこいようですが、本当に？　本当にいいんですか？」

「むしろ不意を突かれて那な須す原はらさんからキスされてしまったので。秋子ともしないと帳尻が合わないというか」

「はぐぅっ!?
 　夢にまで見た幸せ状況に、一点の曇りあり……その話、今は追及しないでおこうと心に決めていたのですが。こういう流れになってはスルーするわけにもいかず！」

「したよ。那な須す原はらさんとキス」

「……ちゃらら～♪　ちゃらららら
 んら～♪」





　唐突にメロディを口ずさむ秋あき子こだった。

　これはバッハの『トッカータとフーガ　ニ短調』か？　衝撃的な展開の時に使われがちなバロック音楽の名作。





「つまり秋子はショックを受けている？」

「当たり前です！　うぐあぐ……考えたくないけど考えざるを得ないこの事実……一体どう受け止めれば……」

「まあキスしたというか、されたんだけどね。隙をつかれて」

「ですよね！　事故ですよね！」

「でも絶対に逃れられない隙かといえば、そうじゃなかった。未必の故意ってやつだよ。僕は避けられるはずのことを避けなかった。つまりそういうこと」

「問題発言！　問題発言ですよそれは!?
 」

「ちなみに銀ぎん兵べ衛えとも、会長さんとも、なんならありさとも……いずれすることになるかもしれない。いやきっとすると思う」

「そして悪びれない!?
 　堂々たるハーレム宣言！　秋子ショック！」

「幸いなことに僕は今、誰もがうらやむ立場にいる。でも将来はどうなるかわからないよ？　僕が全員にフラれて終わる未来だってあるかもしれない。それでも僕は、いつ来るか分からない未来に振り回されるより、今をわがままにやりきると決めたんだよ。二に兎とを追う者は一いつ兎とをも得ず、って言うけど、僕は二兎も三さん兎ともきっちり手に入れる」

「……本気、なんですね？」

「もちろん」

　上目遣いの秋子の確認。

　僕は即座に頷うなずいてみせる。

「ちなみにだけど。僕がいちばん好きなのは秋子だから」

「はうあ」

「さらにちなみに、このことは他のみんなに伝えてある。僕は秋子がいちばん好きで、他のみんなのことは二番目に好きだって。僕の中であらかじめ序列をつけた。失礼かつ身勝手なのは承知の上でね」

「……あっひゃわー」





　また秋あき子この変な声。

　あれだな、もはやどんなリアクションを取ればいいかわからない、って感じだな。

　だけど僕は気にしない。

　わがままにやりきる。そう宣言したばかりなのに、ここで手を抜いたら二枚舌だ。





「さて現実に戻ろう。僕はお前とキスをする」

「断定!?
 　断定なんですか!?
 　さっきまでは『キスしてみるか？』だったのに！」

「わがままにやりきると決めてるんで」

「それは極端ではないでしょうか!?
 」

「だよね。でも知らん。僕はお前とキスをする。今ここで」

「周りにたくさん人がいますよ!?
 　割とみんなに見られてるかもですよ!?
 　それにここは学校だし、わたしたちは生徒会ですよ!?
 」

「知ってる。でも関係ないね」

「いやいや関係ないわけなくて！　お兄ちゃんちょっとやけくそになってます!?
 」

「やけくそなもんか。単に僕は極端なだけ、やると決めたことは徹底的にやる人間ってだけだよ。それに、遅かれ早かれ僕と秋子はキスすることになると思う。いつかやることなら、早くやった方がいいじゃないか」

「その理屈はおかしいような！　というか、もう少しムードとかタイミングとかを考えた方がいいのでは!?
 」

「タイミングは完璧だよ。決断からの行動は早ければ早いほどいいからね。それにムードだって最高だと思うよ。リリアナ祭をやり遂げた後夜祭で、夜で、焚たき火びで、周りは雰囲気たっぷりの連中ばかりだ。むしろ今しかないと断言できる」

「いえいえいえおかしいです。やっぱりおかしいですよ。仮にお兄ちゃんの主張を全面的に認めるとしても、こういう時は何かしらの邪魔が入ると相場が決まってるんです。生徒会長はともかくとして、那な須す原はらさんとか銀ぎん兵べ衛えさんとか……場合によっては十じゆう乗じよう寺じさんとか。あるいは人とも限りません、いきなりの落雷とか突風とかによって妨害される可能性は常にありますし、場合によってはこの瞬間に戦争が始まったり、核爆弾が落ちてきたり、もしかするとＵＦＯが降りてきて中から宇宙人が出てきて『ワレワレハ　ウチュウジンダ　オマエタチヲ　アブダクション　スル』とか言ってきたりして──」





　黙らせた。

　もちろん唇と唇で。

　言うまでもないけど僕の唇で、秋あき子この唇をふさいで、だ。

　ついでに抱き寄せた。

　柔らかくて温かい、愛いとしい人の身体。

　さすがに心臓が高鳴った。何だかんだで秋子とスキンシップはとってきたけど、ここまで目的を明確にしたものは初めてなんじゃないかな。

　いやはや。

　やばいですねこれ。

　胸とか腰とか、あちこち当たってるのはもちろん、なんせ匂いが良いです、匂いが。

　麻薬ですよこれ。

　脳がしびれる。

　何も考えずにこの先まで進みたくなる。

　いやさすがに。さすがの僕も自制。我慢我慢、今はまだ。





「……昔から思ってたけど」
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　身体を離して。

　身体だけじゃなく時間まで硬直している秋あき子こに、僕は言う。

「お前は押しが強いくせに、押されるのにはとことん弱いよなあ」

「…………
 」

　どすっ。

　腹パンされた。痛い。

「痛いじゃないか」

「天てん誅ちゆうです」

　ごんっ。

　今度は僕の胸に頭突き。

　ごりごり。

　そのまま胸に顔を埋めてくる。

「それも痛いぞ」

「知りません。天誅ですから」

「ところでその体勢だと顔が見えない。人と話す時は顔を見て話そう」

「嫌です」

「なんで」

「嫌なものは嫌です」

「わかった。真っ赤になってる顔を見られるのが恥ずかしくて、それで僕の胸に顔を埋めてごまかしてるんだな」

　ごんっ。

　また胸に頭突き。

「図星を突いてくる人は嫌いです」

「怒るなよ。僕だって今は普通じゃないんだ」

　ごんっ。

　ごんっ。

　二連発。

　気の済むまでやってもらおう。それに値するだけのことを、彼女はされた。こっちは甘んじて受けるのみだ。





　それからしばし。

　鳴なり止やまないマイムマイム、まだまだ続く後夜祭、焚たき火びの明かり。

　頭突きをやめた秋あき子こが距離を取る。

　取るといっても身体ひとつ分もない。髪の匂いはもちろんのこと、体温まで感じ取れそうな距離。うつむいた赤い顔。

　手を握る。ぎゅっと。

　逃がさない。僕も逃げない。





「さて一歩は踏み出した。今日はこのへんにしとくけど、これからはもっと先へ進む」

「……お兄ちゃんはペースが速いです」

「一度決めたらそうする。さっきも言ったけど」

「確認なんですが」

「どうぞ」

「お兄ちゃんはわたしのことを、つまり、そういう目で見てくれてるんですか……？」

「めっちゃ見てる。キス以上のこともしたい」

「……ひぅぇっ」

「さっきからずっと思ってたけど、お前は事あるごとにおかしな声を出すなあ」

「お兄ちゃんがおかしなことを言うからです！　いちいち呼吸が止まって、肺から変な空気が出て、どこかの部族の楽器みたいな音が出るじゃないですか！」

「でもそういうところも可愛かわいいよ」

「そういうセリフにはもう騙だまされません」

「騙してないよ。本気」

「だめです。騙されません」

「秋子さん」

「なんですか」

「顔がニヤついてますよ」

「また頭突きを食らいたいんですか？」

「食らいたくない。その前に対抗措置として先制攻撃をする」





　抱き寄せた。

　くっくっく。こうすれば頭突きもできまいて。そして当然ながらこんなことをすれば秋子はフリーズ。でも気にしない。あとで反撃されそうだけど気にしない。

　いやはや。

　我ながらいちゃついている。

　浮かれてるね明らかに。でもご容よう赦しやください。こんなことできるのは今だけかもしれないし。今しかできないなら可能な限り今やるし。

　それが僕なりの誠実。





「……お兄ちゃん」

「なんでしょう」

「わたし、こんなに幸せでいいんでしょうか」

「いいに決まってるよもちろん。秋あき子こはこれまで我慢ばかりしてきた。父さんと母さんが早死にしたことに耐えて、有あり栖す川がわに引き取られた先で耐えて、僕と血が繋つながってないことを黙っていることでも耐えてきた。そろそろ遠慮なく幸せになっていいターンだと思う。他の誰が許さなくても僕が許す。思う存分幸せになってくれ」

「うれしい。夢を見てるみたいです」

「そう言ってくれるなら僕もうれしい」

「でも夢じゃないんですね？　信じていいんですね？」

「もちろん」

「ドッキリではなく？」

「それはさっきも確認した。そもそもキスまでしといてドッキリも何もあるか」

「……ひゃぇゅっ」

「また出た変な音」

「そこはもうスルーしてください。……では、わたしとお兄ちゃんが結ばれる日も近いということでしょうか？」

「そういうこともあるかも」

「……やっぱり夢を見てるみたいです」





　秋子が僕を見上げる。

　潤んだ瞳。期待の色。

　もはや確信を持った様子で、だけど確認せずにはいられないといった風に。

　彼女はそっと、その言葉を口にする。





「ではいずれ、わたしとお兄ちゃんが結婚することも……？」

「いや。それはない」





　……。

　…………
 。

　………………
 。





　妙な間が開いた。

　秋あき子こは目をぱちくりさせている。

　ん？　僕そんなおかしなこと言ったか？





「ええと……いずれわたしとお兄ちゃんが結婚することも……？」

「いや。それはないよ」

「わたし、お兄ちゃんと結婚することを夢見てきたんですが。それが実際に夢じゃないという話の流れだったと思うんですが」

「いいや？　確かにお前が何度もそういうセリフを口にしてたのは覚えてる。でもその度に僕は言ってきたはずだ。そういうのはないって」

「え、でもわたしにキスしてくれましたよね？」

「したよ。マウス・トゥ・マウスで」

「わたしのことを恋愛対象として見ていると」

「見ているよ。確かにそう言ったし、間違いなくそう思ってる」

「わたしとお兄ちゃんが結ばれる日も近いと──」

「近いね。僕と秋子が身体の関係を結ぶのは時間の問題だと思ってるし、タイミングさえ合えば明日にでも」

「ぁへぅきゃ。……いえ奇声を発している場合ではなく。え？　そこまで言ってくれるのに？　結婚はしない？」

「しないよ。なぜなら──」

　僕は言う。

　僕にとっては言うまでもないことを。





「秋子は僕の妹だから」

「…………
 」





　ぽっか─────
 ん。

　そんな擬音が聞こえてきそうな有様で、秋子は口を開ける。

　人間ってこんな風に口が開くんだな。大丈夫か？　あごが外れてないか？





「おーい。秋あき子こ？　秋子～？」

「……はっ。思わず意識を外宇宙にまで飛ばしてしまいました。えっ、いえそれはもちろん、わたしはお兄ちゃんの愛する妹ではありますが。あるのですが。えっ？　でもわたしたち、血は繋つながってないですよね？」

「繋がってないよ。父さんと母さんは、あの手この手でその事実が明るみに出ないように段取りしてくれたみたいだけど、ＤＮＡ鑑定でもやってみれば一発でわかることだ。僕と秋子は血が繋がってない兄妹だよ」

「ですよね？　そうですよね？」

「うん。間違いなくそう」

「なのに結婚はしない？」

「うん。しない」

「今はしない、という意味ではなく、将来にわたってずっと？」

「うん。将来にわたってずっと」

「わたしたちって、戸籍を訂正すれば、法的には問題なく結婚できるはずですよね？　そのことはご存じで？」

「ご存じだよ。でも結婚はしない」

「え、お兄ちゃんいつの間にか出家とかしてました？　宗教的な戒律で結婚できないとか？　そういうオチで？」

「今も昔も僕は無神論者だよ」

「ちなみに他の人たちは？　那な須す原はらさんとか銀ぎん兵べ衛えさんとかありさちゃんとか会長さんとか、なんなら十じゆう乗じよう寺じさんとか──そのあたりの人たちと結婚する可能性はあります？」

「将来のことは断言できないけどね。あると思うよ」

「わたしとは？」

「ないです」

「…………
 」

　口元をひきつらせている秋子。

　そして。











　叫んだ。

　さすがに周りのみんながこちらを見る。

　秋あき子こは気にもとめず僕に詰め寄る。

「おかしくないですか!?
 　おかしいですよね!?
 　正直ちょっと意味がわからないんですが！」

「そんなにおかしいか？　兄妹が結婚しないのは当たり前のことだろ」

「そうですけど！　そうなんですけど！　でもわたしたちは血が繋つながってませんし！　お互いのことを恋愛対象として見てますし！」

「それはそれ、これはこれ。いくら好きだろうと、法的には問題なかろうと、たとえ身体の関係があろうと、兄妹は結婚しない。こんなの常識じゃないか」

「今のお兄ちゃんに常識を説かれるのは極めて理不尽だと思うんですが!?
 」

　いやいや。

　何を言ってるのかね。

　ていうか困ったな。小さな子供から『どうして人を殺してはいけないのか』と素朴な疑問を投げかけられてるみたいな気分。説明はできるんだけど伝わらない、なんだか別の国の人としゃべっているような……まあ秋子って割とそんなキャラではあったけど。

「いえいえ！　おかしいですから！　まるで被害者みたいな顔してますけど、お兄ちゃんの感覚って絶対おかしいですから！」

「何と言われようと僕は考えを変えないよ。恋愛はともかく妹とは結婚しない。これが結論。ファイナルアンサー」

「じゃあ籍を抜きます！　そうすればわたしは妹じゃなくなりますよね!?
 」

「籍を抜けば兄妹じゃなくなる、なんてことはないよ。僕らは生まれてこの方、兄妹として生きてきたんだ。法的な登録をどうこうした程度で十数年の関係が変わるもんか。おかしいなあ、どうしてこんな単純な理屈がわかってもらえないのか……」

「理屈の根本がおかしいからです！　というか素朴な疑問なんですけど、お兄ちゃんは自分の考えがおかしいとは思わないんですか!?
 」

「前提が間違ってるよ秋子。おかしいとかおかしくないとかは論じても意味がない。僕はそう思っている
 、それがすべてだろ？　だってこれは僕の考えで、僕自身の問題なんだから。誰がどう思うとか、常識とか法律がどうとか、関係ないじゃないか」

「──不・可・解！　理解不能！」

　頭を抱える秋子。

　僕は困惑する。通じ合ってるはずの兄妹なのに、こういうところは通じ合わない。まったくもって不思議なものだけど、これが恋愛、これが人生。ままならないから面白い、簡単に終始したら味も素っ気もないだろう。

　紆う余よ曲きよく折せつを経て、さんざん悩んで苦労して、間違いだらけの道を歩んで──ようやくここまでたどり着いた。

　それでもまた苦難に次ぐ苦難。

　よろしい、立ち向かおうじゃないか。

　茨いばらの道は承知の上。こうなりゃとことんやってやる。

　それが『我を通す』ということ──傷だらけになろうと、後ろ指さされようと、決してブレない、揺るがない。僕こと姫小路ひめのこうじ秋あき人との進む未来。

「なんだかイイ話風にまとめないでください！　何と言おうとおかしいですからお兄ちゃんは！　ええい納得いきませんよ！　紆余曲折を経て、ようやくお兄ちゃんと結ばれる瞬間が来たと思ったらこの有様！　神の不在を今日ほど嘆いたことはありません！　ああもうなんというか、なんていうか、あああもう、もう──」

　ぐしゃぐしゃぐしゃ。

　両手で髪をかき乱し、まるで古いアニメのヒロインみたいに頭を抱え、秋あき子こは天に向かって吼ほえるのだった。





「どうして、どうしてこうなるの──────
 !?
 　ばかー！　あほー！　うわーん！」






　　　　※







　……以上。

　様々な、本当に様々なことが起きたリリアナ祭の顛てん末まつは、おおむねこんな感じである。

　顛末というか、これが結末だ。

　公約違反を詫わびて久しい僕が、





『とある事情でしばらく離れ離れになっていたものの、ゆえあって再び一つ屋根の下で暮らすようになったふたりの兄妹が、特に波乱もない平和な日常をのんべんだらりと送っていく様子を、これといった起承転結もなくつづっていくだけの単調な物語』





　──を取り戻そうとした一部始終。

　公約を守ったというより、むしろ大幅に破ってしまったかもだけど。何だかんだで収めるべきところに収めたんじゃないだろうか。

　糾弾は甘んじて受けます。

　だけど堂々と胸を張れる。

　少なくとも僕は、僕にできることをやりきった。その点は満足だし、誰にも文句は言わせないと声を大にして言おう。

　覚悟さえ決めてしまえば一瞬でした。まったくもって不徳の致すところ、申し訳ない。

　でもそういうものだよね？

　大変なのは最初の一歩だけ。

　まあその一歩が本当に大変なんだし、簡単に踏み出せれば苦労はしないんだけど。とはいえみんな、いつかは踏み出さなきゃいけない『何か』なんだ。どれだけ足が重くても、道が険しくても、あるいはどんな邪魔が入っても。僕らはその一歩を、全身全霊をかけて踏み出さなきゃいけない。

　それが生きるということ。

　姫小路ひめのこうじ秋あき人とという奇妙な境遇に生まれた僕の、これまでとこれからの全てなんだ。






　　　　※







　……さて。

　主だった話はこれにて以上だ。

　この先はあるいは蛇足かもしれない。語るべきを僕なりに語った今、エピローグと呼ぶのもおこがましい、カステラの裏っ側にくっついている紙とか、カップラーメンの容器の底に溜たまった麺の切れ端とか──普通なら捨てられてしまう部分に当たるかもしれない。

　でもちょっと待った。

　そういう部分にこそ、えてして旨うまみが詰まってたりするものじゃないか？

　というかそもそも、長いエピローグを語ることこそ、この物語の本意だったはずでは？





　なので僕は語る。

　できる限りの範囲で区切りをつけた僕たちの、その後の話を少しばかり。

　もはやどんでん返しはないのでご安心を。せっかく本筋に戻ったのにそっちに触れないんじゃ、画が竜りよう点てん睛せいを欠く──いましばし、お付き合いのほどを。





十二月二十五日（エピローグという名の本編）









　クリスマスといえば鍋である。

　僕らはその日、みんなそろって鍋を囲んだ。






　　　　※







「クリスマスといえば鍋だよなあ！」





　こんなことを言い出すのは仲間内にひとりしかいない。

　二に階かい堂どう嵐あらし。

　リリアナ学園の生徒会長にして、僕らのちょっと困りものな、だけど頼れるリーダーだ。

「じゃあやりますか鍋」

　僕はすぐさま応じる。

「タラ鍋、カキ鍋、牛鍋、豚鍋、鳥鍋──メインに据すえる候補はいろいろありますけど」

「そうだねェ、あたしとしちゃ何でもござれの寄せ鍋が希望だねェ。スープも塩味から始まって、しょうゆ、みそ、キムチ、と味を変えていくのがいい。なんせあたしは欲張りな女だからサ」

「わかりました。じゃあさっそくみんなで用意しましょうか」

「おうよ、そうしようさね。……ところで姫小路ひめのこうじ秋あき人とよ」

「なんですか」

「ツッコミはないのかい？　クリスマスといえばケーキとか七面鳥でしょ普通は！　ビシッ！　みたいな感じで胸のあたりにチョップを入れてくるのが、お前さんの行動パターンだと思うんだが」

「そろそろ会長が何か言い出すころかな、と思ってたんで。あらかじめ心の準備はできてたんです。鍋をしようと言い出すのも想定の範囲内だし」

「なるほど。学習してきたねえ」

「人は成長する生き物ですから」

「てことは、あたしの最終的な狙いがノーパンしゃぶしゃぶ鍋にある、ってこともお見通しってわけか。いやはやさすがはあたしが見込んだ男！」

「いや予想してませんよそんなモノ。ていうか何ですかそれ本当に実在する鍋なんですか、っていうか絶対やりませんからね言っときますけど」





　というわけで鍋である。

　ひとつの鍋をつつくのが醍だい醐ご味みなれど、いろんな味を試したいのもまた人情。会長さんが提案したカメレオン鍋（あれこれ味が変わることから命名）をはじめ、いくつかの鍋を用意することになった。どんな味に変化していくことやら、興味深くてとてもよい。





　参加者はいつもの面子めんつ。

　姫小路ひめのこうじ秋あき子こ。

　那な須す原はらアナスタシア。

　猿渡さわたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみ。

　鷹たかノの宮みやありさ。

　その他、せっかくのクリスマス鍋なので、豪華ゲスト多数。





　フットワークの軽さとユーティリティーの高さがウリの僕らだ。

　何だかんだで席の用意はたちまち整い、宴うたげの始まりとなった。






　　　　※







「第一回チキチキ！　今年を振り返りながら鍋を囲むのも乙なモノでっしゃろい大会～」

　どんどんぱふぱふー。

　うぇいうぇいぱちぱちー。

　そんなお囃はや子しが聞こえてきそうなセリフを口にしたのは、これまたやはり会長さんこと二に階かい堂どう嵐あらしだった。

「というわけで語ろうぜ。まずは姫小路秋あき人と、お前さんからよろしく」

「語ろうと思えばいくらでも語れますけど、僕は後回しにした方がいいんじゃ？　たぶん今年いちばんフル回転したのは僕だと思うんで」

「それもそうだねェ。じゃあ姫小路秋子、お前さんからだ」

「わたしですか？」

　鍋からタラの白身を取り出しつつ秋子。

「まあ……色々ありましたね、本当の本当に色々と」

「中でもいちばん印象に残った出来事は何よ？」

「それだってひとつに絞るのは難しいですよ。それでもあえて挙げるなら──お兄ちゃんとまたこうして一緒に暮らせるようになったこと。それに尽きるんじゃないでしょうか」





　そう。

　すべてはそこから始まったと言っていい。

　紆う余よ曲きよく折せつを経て──と簡単にまとめるのが憚はばかられるほど、本当に様々なあれこれを経て、僕と秋あき子こは本来あるべき姿を取り戻した。兄妹がひとつ屋根の下に暮らすという、当たり前すぎるありかたを。

　思えば短い蜜月だった。

　三月から四月にかけて、期間で言えばたった一ヶ月にも満たない、おんぼろ学生寮における兄妹ふたりきりの暮らし。

　あの時は夢にも思わなかったなあ。

　長年の苦労を経てようやく手に入れた幸せが、まさかあれほどあっという間に終わってしまうなんて。





「まさかだったよなー」

　鍋のあく
 を取りながら僕はボヤく。

「僕的にはハッピーエンドだと思ってたのに、実はただのプロローグだったなんてさ。『終わりよければすべてよし』とは言うけれど、『始まりよければすべてよし』にはならないってことを、身をもって体験した気分だよ」

「ぬか喜びとはあのことでしたよね」

　ほくほくに煮えたタラを頬ほお張ばりながら、秋子もため息。

「お兄ちゃんとようやくふたりきりで暮らせると思いきや、後からわんさかとお邪魔虫さんたちがやってきて……まったくもっていい迷惑でした。というか今でも迷惑です。善行を積むのに遅すぎることはないと言いますし、わたしとお兄ちゃん以外のみなさんは明日にでも引っ越し先を探すのがいいのではないでしょうか」

「無駄にして無意味な嘆きね」

　熱々のお豆腐を皿に取り分けながら呆あきれたのは、那な須す原はらさんだ。

「取り壊しの予定があったとはいえ、ここはそもそもリリアナ学園の学生寮。姫小路ひめのこうじ兄妹がふたりで占拠している方が不自然でしょう。多た士し済せい々せいの様相を呈したのは、あっきーがリリアナ学園に転校してくることが決まった時点ですでに定まっていた未来と言えるのではないかしら」





　極論だけど事実だろう。

　もし仮にだけど、僕がリリアナ学園ではなく別の高校に転入していたら。生徒会のみんなとは出会わず、学生寮に今日の面子めんつが集まることもなかった。

　とはいえその場合、僕と秋あき子こは学生寮に入らず、別の住処すみかを探さなければならなかったわけで。あの当時にそんな決断ができたかどうかはかなり怪しい。短期間でずいぶん状況は変わったけど、作家として食べていける算段はまだ微妙だったしね。格安で入居できる学生寮の存在は、まさしく渡りに船だったんだ。





「兄妹の乱れた私生活を見過ごすわけにはいかないもの」

　お豆腐をふーふーして冷ましながら、那な須す原はらさん。

「わたくしたちが学生寮に押しかけたのは必然の成り行きと言えるでしょう。全ての出来事は起こるべくして起こる、偶然に起こる出来事なんて何ひとつないのだわ」

「うんうん。至言だねえ」

　頷うなずく会長さん。

「じゃあ副会長、次はお前さんの番だ。今年いちばん印象に残った出来事は？」

「あっきーと出会ったこと」

　お豆腐をふーふーしながら那須原さんが言う。

「その一点に尽きるわね。奇跡の出会いと初めての恋。ひとつ屋根の下で暮らすぬくもりと喜び。漫才コンビの結成から次第に育まれていく愛──あえて言うならば、今年というすべてがわたくしの人生におけるハイライトだったわ」

「ほほう？　ずいぶん素直な感想じゃねえか」

「厳然たる事実に対して素直もへったくれもないでしょう。あっきーと出会うことによってわたくしは変わった、変わらざるを得なかった。おかげさまで激動の年になったわね。こうなれば是が非でも責任を取ってもらわねば帳尻が合わないというものよ」

「……那須原さん」

「何かしら、あっきー」

「ちらちら僕の方を見ながらプレッシャーかけてくるの、やめてくれる？」

「言いがかりはやめて頂戴。わたくしはただ、好きな殿方の横顔をいつだって視界に収めていたいだけよ」

「熱烈な告白はとてもうれしいんだけど、プレッシャーであることには変わりないっす」

「そんなことよりわたくしのことはアナと呼んでほしいと、かねてから何度も何度も何度も繰り返し言ってるでしょう。これ以上わたくしの要請を無視して、他人行儀な那な須す原はら呼ばわりを続けるなら──」

「続けるなら？」

「泣くわ」

「シンプルな脅しだ!?
 」





　思わず大声をあげてしまった。

　さすがは『アナとあっきー』のボケ担当、上手にツッコミ魂を刺激してくるぜ。

　ていうか久しぶりに出たなこのネタ。久しぶりすぎてつい突っ込んでしまった感は正直かなりあるな。

　それから那須原さん、いまだにお豆腐をふーふーしてるけど……さすがにそろそろ冷めてるんじゃない？　冷ましすぎると鍋料理じゃなくて冷ひや奴やつこになっちゃうよ？





「じゃあ次はぎんぎん。よろしく頼むぜ」

「僕かい？」

　会長さんに促され、銀ぎん兵べ衛えが考え込む。

「今年の振り返りか……年末のこの時期にふさわしい話題ではあるけれど、あまりにも多くのことがありすぎて迷ってしまうな」

「悩むこたねえさ、しょせんは宴会の余興だからな。思いついたことをそのまま言ってくれりゃそれでいい」

「ふむ」

　鍋のスープをすすりながら銀兵衛は考える。

　律儀で真面目な彼女らしい。こういうところを適当に流さないあたりが、猿渡さわたり銀兵衛春はる臣おみたるゆえんだろう。

「そうだな……ひとつ挙げるとするなら、僕は夏の合宿を選ぶだろうね」

「ほほう。いいじゃねえか夏の思い出。人生が充実しているヤツほど、夏のアバンチュールは記憶に焼き付いてるもんだ」

「アバンチュールかどうかはともかくとして、僕にとって今年の夏は人生の大きな転換期だったから」

　しみじみ言う銀兵衛だった。

　確かに今年の夏はいろいろあった。

　海の家の住み込みバイトを兼ねた、生徒会の夏合宿。

　長年にわたって親友の関係を築き上げてきた僕と銀ぎん兵べ衛えは、あの頃を境にして急に距離を縮めたんだっけ。

　那な須す原はらさんと初めて漫才を披露したのもあの頃だった。

　僕＝新しん藤どう光こう一いち郎ろうだってことが秋あき子こにバレたのも、夏合宿がきっかけだった。

　うん。

　まさしく大転換期。

　あのイベントがあったからこそ、停滞が打ち破られ、現在があるわけだ。

　といっても生きた心地がしなかったけどなあの頃は。修羅場の連続すぎて、思い出すだけでも寒気がする……あの頃からの無理が祟たたって、最終的には十じゆう乗じよう寺じさんとの朝帰り事件にまで繋つながっていくんだよな……あ、なんか本当に頭がくらくらしてきた。





「ところでぎんぎんよ」

　よく煮えた白菜をお箸でつまみながら、会長さんが話を向ける。

「お前さん、姫小路ひめのこうじ秋あき人ととキスしなくていいのかい？」

「は？　藪やぶから棒ぼうに何の話を──」

「いやサ、今になったからわかることだけどよ。リリアナ祭で姫小路秋人とキスしてたわけだよな、ウチの副会長と書記さんはよ」

　なんて気楽に爆弾を落とす人なんだろう。

　一瞬で場の空気がおかしくなってしまった。

「言ってみりゃ、ぎんぎんは出遅れてる、ってことにならァな」

　会長さんは平然と白菜を咀そ嚼しやくして、

「友情が恋情に変わるのもいい、絆きずなとやらを深め合うのも悪くねえだろう。しかしよ、しょせん世の中で物を言うのは即物性よ。お題目や理想を掲げたところで、実践が伴ってなけりゃ意味がねえ──さて改めて問おうかぎんぎん。お前さんは姫小路秋人とキスしなくていいのかい？」

「そ、そういう会長さんはどうなんだい!?
 」

　顔を真っ赤にして反撃に出る銀兵衛。

「貴女あなただって秋人とは何もしていないじゃないか。ずいぶん昔から彼のことを愛人にしたいとかなんとか言って、けっきょく実践が伴っていないのはどこの誰なんだい？　僕に言わせれば一体どの口が言うのか、という話だよ」

「んー？　あたしゃいつでもヤれるからなあ」





　と言って、会長さんはキスをした。

　もちろん僕にだ。

　当然ながらほっぺにではない。くちびるとくちびるで。

　だけでなく、思いっきり舌も入れてきた。ほとんど性行為と呼んで差し支えないような、たっぷり濃厚なやつだった。

　誰も身動きが取れない。

　まさしく奇襲。隣に座っていたのが運の尽き。





「──ん。じゃあ次はぎんぎんの番な」

　時間にすれば恐らくほんの数秒。

　始まった時と同じくあっさり僕から離れ、会長さんは鍋に箸を入れる。

「な、な、な、な」

　固まったのは全員。

　真っ先に席を立ったのは銀ぎん兵べ衛えだ。

「なにをしてるんだ会長さん!?
 」

「見ての通りキスだよ。今さらうろたえるもんじゃねえぜ、ぼちぼち順番が回ってきた、ってだけのこった」

「順番とは何だい順番とは！　こういうことはそういうものじゃないだろう!?
 」

「いいやそういうものサ」

　会長さん、即座に否定。

「もとより姫小路ひめのこうじ秋あき人ととのコンセンサスは成立していたし、これまでやらなかったのは単にあたしが美お味いしいタイミングを測ってた、ってだけ。むしろぎんぎんが美味しくお膳立てしてくれたから今キスできた、とも言えるわな。いやーホント美味しいタイミングで標的ターゲツトを食うことができて満足だぜ。あ、もちろん本番はまだこの先に取っておいてあるけどな？　その時は、姫小路秋人があたし抜きでは生きていけない身体になる、ってことをここに宣言しておこうじゃねえか」

「──異議あり！」





　得意げな会長さんを制する声。

　銀兵衛ではない。黙って鍋奉行に徹していた鷹たかノの宮みやありさの声だ。





「みなさんズルいと思います！　ヘタレな銀ぎん兵べ衛えねえさまはともかく、みんなして秋あき人とにいさまとその、素敵なことをして……ありさだけ仲間はずれなのは間違っていると思います！　声を大にして異議を唱えます！」

「……だ、そうだけどよ」

　僕に話を振る会長さん。

「姫小路ひめのこうじ秋人、どうなんだいお前さんの意見は？」

「あ、その点について僕の方針は一貫してまして」

　僕だってまだ固まってるけど、話を振られたら応えないわけにもいかない。こんな大事な話だったらなおさらだ。

「僕にとっての恋愛対象は、割とせまい範囲に限られてまして。会長さんは見境なく全方位に手を出してますけど、僕はストライクゾーンに限って、なおかつ自分からぐいぐい行くというよりは来る者拒まずの精神で、ささやかながらもハーレムを作ってるつもりなんですよ、憚はばかりながら」

「分かりやすく言うと？」

「ロリはＮＧです」

「銀兵衛ねえさまは!?
 」

　ありさが抗議する、

「銀兵衛ねえさまはありさよりも子供っぽいですけど!?
 」

「見た目は子供でも僕と同い年だよ。冷静に考えてみてくれ、子供かそうでないかを判断する基準は、法的な範囲に限っては年齢しかないんだ。子供にしかみえない大人と付き合っても法的に問題ないけど、大人っぽい子供と付き合ったら問題がある。やりたい放題やらせてもらってる僕だから、法律ぐらいは守ってないと仁義が通らない」

「でもでも、ありさは十二歳で、にいさまは十六歳ですから！　十年後は二十二歳と二十六歳ですから！　とっても適齢期だと思いませんか!?
 　世の中には二十歳と四十歳で結婚している人もいて、二十年前に遡ると〇歳と二十歳です！　それに比べれば、ありさとにいさまはとても健全だと思います！」

「そんな風に考える向きもあるかもだけど、僕はそういう考え方をしないので。見た目と中身じゃなくて、年齢的に大人になってから出直してください」

「……むうぅぅぅぅぅ
 っ！」

　ちょうちんみたいにほっぺを膨らませるありさ。

　涙目になって叫ぶ、

「そんなこと言ってられるのも今のうちですよ、にいさま！　ありさが大人になったらそんなこと言ってられなくなりますから！　ぜったいの、ぜったいにですから！　覚悟しておいてください！」

「覚悟はとっくにしてるよ。今だってありさは可愛かわいいんだ、将来はとんでもない美人になるに決まってる。何年後かはわからないけど、そうなったらまたおいで。その時は恋愛対象としてありさを見るから」

「……むぬぬぬぬ
 ぅ！」

　言葉を返せないありさだった。

　反論できない悔しさ。

　数年後には恋愛対象として見られることが保証された安あん堵ど。

　げに複雑なるは女心かな。喜びやら悲しみやら不安やら期待やら、いろんな感情が入り交じった、いかにもありさらしい顔だ。こういうところが彼女の良さなんだよな。素直で、それでいて聡さとくて。年齢の問題さえなければ果たしてどう転んでいたか。





「……というかだね。僕は何気に、ありさくんからヘタレ呼ばわりされたことにショックを受けているんだが……まあそのへんはぎりぎり目をつむるとしても、ありさくんの目から見ても僕は子供に見えるのか……そうか……」





　銀ぎん兵べ衛えだけがひとりで割を食ってるけど、あえて気にしないでおこう。がんばれ銀兵衛、負けるな銀兵衛。君はちゃんと恋愛対象だから安心してくれ。合法ロリだと割り切ってしまえば、きっと咲く花もあるはずさ。





「ところで会長さんは？」

　流れを変える意味も込めて僕は話を変える。

「言い出しっぺの人も語ってくださいよ、今年の総括ってやつを」

「ん？　あたしもかい？」

「当然です。僕のくちびるを強引に奪っていったからには、とびきり上等な話を聞かせてくれますよね？」

「幸せでしたよ」

　シンプルに会長さんは言った。

　言葉の内容よりも語り口におどろいた。

　いつものべらんめえ口調じゃない。二に階かい堂どう嵐あらしのもうひとつの側面──長い歴史をもつ武家のご令嬢の顔、いざという時だけ表に出る別の顔。

「今年の春から今日にかけて、とても楽しい日々を過ごさせていただきました。ここにいるみなさんとのかけがえのない時間──青春の一ページにまたとなくふさわしい、素敵な毎日だったと思います。みなさんとこうして出会えた幸運、それがわたくしにとって今年という一年そのものと言っていいでしょう。今もこうして楽しく食卓を囲めること、その幸せを噛かみしめているところです」

　皆、呆あつ気けにとられている。

　秋あき子こも、那な須す原はらさんも、銀ぎん兵べ衛えも、ありさも。

　そうか。僕は何度か見ているけど、みんな慣れてないんだろうな、会長さんのこのバージョンに。いきなりやられるとびびるんだよなー。普段よりもむしろ板についてるように見えるからなおさら。

「わたくしにとって、今年は高校生活最後の一年でした」

　ひとりひとりの顔を見渡して、会長さんは言う。

「あと三ヶ月で、慣れ親しんだリリアナ学園とも、この学生寮ともお別れです。その最後をみなさんと過ごせることを光栄に思います。わたくしの人生に彩りを与えてくださり、あらためて御礼申し上げます」





　ずるいぜ。

　感心半分、呆あきれ半分で思う。

　最後にいいところ持ってくんだよな、この人って。

　いつもの手だとはわかっていても、タイミングよくこういうのを出してくるから、思わず感動しちゃうじゃないか。いきなり空気変えてくれちゃって……ありさなんか早くも涙目だし、秋子や銀兵衛も時間の問題だろう。那須原さんですら、このまま会長さんのスピーチが続いたら無表情を保っていられるかどうか。





「──さて。話のついでと言っちゃなんだが、ちょっくらここで報告があるぜ」

　聴衆の心がひとつ方向に向いた瞬間、さらに空気を変える。

　常じよう套とう手しゆ段だんなんだろうけど、わかってても手のひらの上で転がされてしまうのがこの人の上う手まいところだ。

　いつものノリに戻って会長さんはこう言った。





「姫小路ひめのこうじ秋あき人と。お前さんを次期生徒会長に指名する」





　……。

　…………
 。

　………………
 。

　いやいや。

　いきなりなに言ってくれちゃってるの、この人──





「あ、わたし賛成です」

　と思ったら、あっさり手を挙げた人物がいた。

　秋あき子こだ。リリアナ学園の生徒会書記。

「お兄ちゃん割と向いてると思います、生徒会長に」

「条件付きながら僕も賛成だね」

　さらに同意する人物がいた。

　生徒会会計、猿渡さわたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみ。

　おいおい、君までなんてことを──

「まあ生徒会長に向いてるというより、どちらかといえば扇動家に向いてるんだけどね。リリアナ祭における一連の行動がそれを証明している。他人を振り回す才能は、ひいては人の上に立つ才能に繋つながるものさ。たったいま現生徒会長がやってくれたようにね。足りないところは周りがサポートすればいい」

「わたくしは反対よ」

　ひとりだけ異論が出た。

　生徒会副会長、那な須す原はらアナスタシア。

「適性はともかくとして、あっきーに生徒会長を務める気があるとは思えないわ。いくら適性があってもやる気がなければ、仕事ぶりは凡才にも劣るでしょう。それにあっきーは副業として作家活動も務めねばならないし、なにより『アナとあっきー』のツッコミ担当としてお笑い業界を席せつ巻けんするという本業もあるのよ。これ以上生徒会の業務に関わらせるのは賛成できないわね」

「しかしよ副会長」

　会長さんが横よこ槍やりを入れる、

「何事も『芸の肥やし』ってやつでよ、いろんな経験をしてた方がお笑いにもいい影響が出るんじゃないのかい？　それに『名門校の現役生徒会長』で『有名な小説家』がお笑い業界を席巻した方が、ネタとしても美お味いしいと思うんだがよ？」

「それもそうね。わたくしもあっきーが生徒会長になるのに賛成よ」

　そしてあっさり意見を翻ひるがえした。

　那な須す原はらさん、相変わらずその場のノリで生きてるな……まあボケ担当としてはこの上ない資質なのかもだけど……いやそもそも僕、お笑いを将来にわたって続けるつもりはないんだけど？　那須原さん、そのあたりなし崩しにどうにかしようとしてない？





「というわけで決まりだな！」

　箸を振るいながら、会長さんは上機嫌だ。

「来年のリリアナ学園をよろしく頼むぜ、姫小路ひめのこうじ秋あき人と。生徒会長が指名すれば必ずしも選挙に勝てるってわけじゃねえけどよ、鉄板の有利は動かねえ。ここにいる連中も手を貸してくれるだろうし、なあに上う手まくやれるさお前さんなら」

「いやいや勘弁してくださいよ……僕に向いてる仕事とは思えないし、他にもやることがいろいろありましてですね……」

「むしろ責任を取ってくれ、って感じなんだぜ？」

　ニヤニヤ笑いながら会長さん、

「お前さん、リリアナ祭であれこれ活躍したのはいいが、『ジュエル・オブ・リリアナ』を獲とるのは見事に失敗しやがったからなあ。けっきょく生徒会の面子めんつを保つっていうミッションは半ば失敗してるわけだし」





　そうなのだ。

　さんざんあれこれ奔ほん走そうし、（主目的ではなくて副産物的なものだったけど）獲得を狙ったジュエル・オブ・リリアナは、見事に僕の手をすり抜けていったんだ。

　いやー。

　活躍した＝目立っていたという意味では、間違いなく僕は一番だったと思うんだけど。『やみくもにリリアナ祭を引っかき回した』という評価の方が、有権者のみなさんの間では強かったらしいんだよね。そしてその評価に対して何も反論できない僕である。盛り上げはしたし事件にもなったけど、マイナスの印象も少なからず与えていただろうし。

　むしろ冷静な判断を下した有権者＝リリアナの生徒たちの英断に、拍手を送るべきなんじゃなかろうか。落選の憂き目を見た僕が言うのもなんだけど。

　ちなみに栄えあるジュエル・オブ・リリアナの栄冠に輝いたのは、文化祭実行委員長の十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かという人でした。想定外のアクシデント（主に僕のことだ）にも動じず、リリアナ祭を大成功に導いた実績が評価されたらしい。

　いやー。

　十じゆう乗じよう寺じさんってホントそういう人だよなー。見事に横から掻かっさらっていきましたよ。

　あれでまったく計算が入ってない天然なのがすごい。クーデターを起こして彼女を生徒会長に据すえよう、って動きがあったのも理解できる。

　ていうか？

　僕が生徒会長に推されるとしたら、十乗寺さんとの一騎打ちってことになったり？

　なんかもう、考えるだにトホホな未来だなあ！





「わかりました。わかりましたよ」

　僕はため息をつく、

「とりあえずその話は持ち帰らせてください。考えさせてもらいますから」

「おうよ。お前さんが生徒会長になれば、残った宿題も果たせるってもんだ。生徒会のこと、リリアナ学園のこと、よろしく頼んだぜ？　だいじょうぶお前さんならできる」

　いやいや。

　まだ決めたわけじゃないんだけど？　考えさせてもらう、って言ったよね？

　とはいえ会長さんにはいろいろ借りがある。リリアナ祭の後も方ほう々ぼうを駆け回って、僕の不始末を丸く収めてくれたし。そんな人にやれって言われたら断りづらいよな。できれば断りたいんだけどな。





「そうと決まれば今日はパーティーだ！」

　会長さんが音頭を取る、

「飲めや歌えやのどんちゃん騒ぎといこうじゃねえか！　今日はあたしのお疲れ様会も兼ねてるし、誰にも文句は言わせねえぜ？　さあさあ食い物も飲み物もじゃんじゃん持ってきな！」






　　　　※







「──やあやあどうも、盛り上がっとるねえ」

　ほどなくして現れたのは鷹たかノの宮みや御み幸ゆきさんだった。

「本日はお招きにあずかりましてホンマおおきに。遠慮なくご相伴にあずからせてもらいますわ。いやーええね、クリスマスにあえての鍋！　ウチお腹なかすいてるんでガンガン食べちゃう的な？　ああもちろん差し入れは持ってきたで──肉に野菜に、野菜にケーキに──え、なんやて？　そない持ってきても食べきれへん？　若いモンがそないなこと気にしいなや、余ったら残して冷蔵庫に入れといたらええねん。さあさあ酒や酒、今夜は徹底的に飲むで～？　クリスマスを一緒に過ごす男もおらへんし、醜態さらしても困ることあらへんしな、あはははは
 ！」

　そして最初からテンションＭＡＸだった。

　なぜなら缶ビール片手の登場であり、しかも既にしこたま飲んできた顔をしていた。いい歳としこいて独り身の悲しみよ……ここへ来る前もきっと散々やらかしてきたはずだ。

　だけど僕ら学生寮の面子めんつは気にしない。

　なぜなら僕らのテンションもＭＡＸだったから。





「いよっ、待ってました御み幸ゆきねえさん！　不肖・この二に階かい堂どう嵐あらし、全身全霊であなたを歓迎しますぜ！」

「ねえさま～、御幸ねえさま～、ありさも歓迎します、まずはお鍋などいかがですか？　ありさがよそってさしあげます」

「やあやあ鷹たかノの宮みや御幸さん、こうして面と向かってちゃんと話す機会を設けられて嬉うれしく思うよ。僕は猿渡さわたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみ、気軽にぎんぎんと呼んでくれたまえ。さあさ、まずは一献。今夜は無礼講だからね、好きなだけ飲んだくれるといいさ。──那な須す原はらくん、こちらの方にまずはお酌を」

「お酌をしようにもお酒がないわ、なぜならここは学生寮なのだから。……姫小路ひめのこうじさん、こちらのゲストに何か飲み物を」

「あ、ちょっと待ってくださいね。お菓子を作る時に使うラム酒がどこかに──」





　いそいそ歓迎する我らがメンバー。

　まんざらでもなさそうな御幸さん。

「ええね、ええね。端はなっから盛り上がってて大いに結構！　ウチみたいなおばさん──もとい、みんなよりちょっとだけ年上のお姉さんをそこまでウェルカムしてくれて、感謝感激の雨あられやわあ──え、お鍋をどうぞ？　うんうん食べる食べる、そらもちろん食べさせてもらいますがな。ビールばっか飲んでて実はお腹なかへってるんや、遠慮なくいただきまーす……ぶほっ!?
 」

　むせた。

　よそってもらった鍋をひとくち食べた瞬間。げほっ、ごほっと咳せき込こんでしまう。

「ちょ、なんやこれ!?
 　こら秋あき人と！　秋人ー！」

「はいはい何ですか」

「なんやねんこれ!?
 」

「なんやねんと言われても、僕らが食べてるお鍋ですが」

「いやいや！　これってちょっとアルコール成分がキツすぎへんか!?
 」

「ん、そうですか？　確かに料理酒
 が入ってますけどね。ちょっと多めに
 」

「いやいや多めって、えええ？」

「お口に合いませんでしたかね？　今日のお鍋は」

「いや美お味いしい。これだけアルコール成分がキツかったら味のバランスが崩れそうなもんやのに、なぜか美味しい。さてはこの中に天才シェフがおる？」

「いますね。おかげでこのお鍋は、完膚無きまでに料理として成立しているんです。というわけでどうぞ召し上がってください。お代わりはたくさんありますから」

「ところで参考までに聞くんやけど」

「何でしょう？」

「自分らこのお鍋、しこたま食べてる？」

「ええ食べてますね」

「スープもたくさん飲んどる？」

「鍋の命はスープですからね。飲まなくてどうするんですか」

「ううむ……」

　御み幸ゆきさんは眉間にしわを寄せて、手元の食器に盛りつけられたお鍋料理を見つめる。

　ずずずっ。スープをすする。

「──うんっ、美味しい！」

　ひざをポンと叩たたく、

「どうみてもこれは料理！　つまりセーフ！」

「理解が早くて助かります。ささどうぞ、もっと召し上がってください。なあに遠慮なんて要りませんとも」





　そういうことになった。

　陽気な酔っぱらいを加えて、宴うたげはいよいよ盛り上がっていく。





「こんばんは～。まだお鍋残ってます？」

「邪魔するぞ。まあ鍋が残ってなくても問題ない、いろいろ差し入れは持ってきた」

　ほどなくして、さらにふたりの人物が訪れた。

　神じん野の薫かおる子こさん。僕の担当編集者。

　冴さえ木き静しず香か先生。リリアナ学園二年Ａ組副担任。

　リリアナ学園卒業生の美人コンビだ。

「ていうか……なんだか不穏なニオイがするんだけど？」

「ああそうだな。実に尋常ならぬ臭気が立ちこめている」

　ふたりの視線がこちらに向く。

　僕以外の連中はどんちゃん騒ぎの真っ最中。玄関に来客を出迎えたのは僕ひとりだ。

「ねえ静香」

「何かな薫かおる子こ」

「この場は任せるわ。わたしは部外者だから」

「任された。……というわけで姫小路ひめのこうじ兄」

「なんでしょう？」

「状況を説明しろ」

「鷹たかノの宮みや御み幸ゆきさんという人がしこたまお酒を飲んでます」

「それだけじゃ説明がつかん」

「鍋料理の隠し味に料理酒を入れました」

「それでもやはり説明がつかん。教師として見逃すわけにはいかんな」

「ところで話は変わるんですが。冴木先生も神じん野のさんもリリアナの卒業生で、この学生寮の出身だそうですね？」

「それがどうした」

「こんなこともあろうかと以前、ウチの卒業生の方から証言を取っておいたんですが。学生寮では時おりハメを外す寮生が現れるのだとか。寮母さんの目をごまかして門限を破ったり、深夜にこっそり外出したり、内緒で部外者を連れ込んだり──あとは、アルコールの類を隠し持っていたりとか」

「ほう、そんなこともあったのか。わたしも薫子も模範的な寮生だったから、まるであずかり知らぬ話だな」

「ちなみに当時、よからぬことを働いていた人物の実名リストがあります。何なら理事会にそのリストを持ち込んでもいいんですが、どうしましょうか？　時効とはいえ、現役のリリアナ学園教諭が未成年飲酒を働いていた事実が知れ渡ったら、困ることになるかもしれませんね。いえまあ、これはあくまでも仮にの話です。僕らに模範を示すべき先生が非行を働いていたなんて、そんなことあるはずもありませんし」

「姫小路兄」

「なんでしょう？」

「立ち話も何だから中に入らないか？　ちなみに今日はプライベートな立場でここへ来ているので、細かいことは気にしないと約束しよう。そんなことよりわたしも料理酒のたっぷり入った鍋を食べてみたい。食べればそれこそ、細かいことは忘れてしまうに違いないからな」

　そういうことになった。

　持つべきは話のわかる教師と卒業生だ。

「ところで姫小路ひめのこうじ兄」

「なんでしょう」

「お前のちゃっかりしたところ、生徒会長に向いてると思うぞ？　選挙に立候補してみる気はないか？」

「大きなお世話です。さあ中へどうぞ、早いとこ共犯者になってくださ──もとい、冷めないうちにお鍋を召し上がれ」






　　　　†








　宴うたげは続く。





「いよーし！　そろそろ脱ぐかねぇ！　宴会といえばやっぱり脱ぎだからな！」

　会長さんが上機嫌に息を巻く。





「生徒会長の裸を見たところで今さら感動はないわ。そんなことよりお鍋が足りないのではないかしら。じゃんじゃん持ってきて頂戴」

　那な須す原はらさんがあくまでクールにくだを巻く。





「鍋の具材はさすがに品切れさ。冷蔵庫の残り物で適当な鍋をでっち上げてもいいが、材料不足の感は否めないな。……というかだね、相変わらずみんなして僕を女あつかいしてない気がするのだよ。僕だけ子供っぽいから秋あき人ととキスできないと高をくくってないか？　いいやそんなことはない、僕はやる時はやる女だぞ？　そう、僕はこれでも女の端くれなんだ。ここまで虚こ仮けにされて黙っていられるか。今日という今日こそは秋人と──いや待て、それにしたってタイミングが必要──」

　銀ぎん兵べ衛えは相変わらずの長ちよう広こう舌ぜつでぶつぶつ言っている。





「ありさは何だかとても心地よい気分です。地に足がついてないようで、全体的にふわふわしています。なので脱ぎます。会長ねえさまが脱ぐのであれば、ありさが続かなくてどうするのですか。お鍋？　そんなのは食べられる物さえ入れていれば何とかなります。クリスマスケーキがまだ丸ごと残ってるので、それを入れたらいいんじゃないでしょうか」

　ありさはいつも通りに見えるが発言の内容があやしい。





「いやー今日はええ日やなあ！　ええ男はおらんけど、ええ女はおる！　初対面でこんなに呑のめる子に会うのは久しぶりやで！」

「いえいえ、御み幸ゆきさんの方こそ素敵な飲みっぷりで……ええ、ええ、わたしたちクリスマスを独り身で過ごす、しょんぼり女子ですもの。お酒ぐらい飲まなくてはやさぐれてしまうというものです。ねえ静しず香か？」

「薫かおる子こもたまにはいいことを言う。さあさあどうぞ一献、今こ宵よいは飲み明かしましょう」

　成年女子三人はすっかり打ち解けている。

　御幸さんってコミュ力だけはある人だし、大人同士でしっぽりやってくれるなら何よりだ。しこたま飲んで、ついでに記憶も飛ばしてくれればこの上ないのだが。
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「あのう、お邪魔しまーす。玄関で何度呼んでも誰も出てくれなかったので、勝手ながら上がらせていただきました、十じゆう乗じよう寺じ君きみ佳かです──って、何ですかこのニオイ!?
 」

　そして最期に駆けつけた文化祭実行委員長は、完全に出遅れていた。相変わらず間の悪い人である。

「まあまあ、とりあえずお鍋でもどない？」

「お鍋って、それ本当にお鍋なんですか!?
 　一般的にお鍋と呼べる範囲を超えてる何かに見えるんですけど!?
 」

　さっそく大人たちに絡まれているが、見て見ぬふりをしよう。弱肉強食は世の常、酒の池に溺れるか肉の林に惑うかは、すべて個人の才覚次第である。こうして虎口に入ったからには自己責任でなんとかしてもらおう。え、無責任だって？　まあいいじゃないですか、こういうのもたまには。





　宴うたげは続く。

　座も温まってきた。

　あちこち飛び交っている布きれは、何度目をこらしても下着の類に見える。誰が何を始めたかはなるべく気にしないようにしよう。今夜のことは門外不出かつ、みんなで忘れたフリをするのが無言のコンセンサスになっている。追及は野や暮ぼというものだ。

　笑声。

　あるいは罵声。

　飛び交うのは下着だけじゃない。エクストリーム鍋料理が運ばれてくるたび、空になった杯も飛び交う。冬なのに、あるいは冬だからこそ、熱気で湯気が立ちこめる。

　盛況はどこまでも高くのぼっていく。





　やや過ごした。

　少し気分を変えるべく縁側に出ると、十二月の冷気が火照った体温を引きしめてくれる。

　空は快晴。まばらに星。

　ホワイトクリスマスにはならないだろうけど、とてもいい夜だ。

「いい夜ですね」

　後ろから声がした。

　驚きはない。なんとなく来る気はしていた。

「隣、いいですか？　お兄ちゃん」

「どうぞどうぞ」

　僕の並びに秋あき子こは腰を下ろす。

　そしてすかさず肩を寄せてくる。

「大胆だね」

「今夜はクリスマスですから」

「それにお鍋もたくさん食べている？」

「えへへ、そういうことです。言い訳がたくさんあるので昔より大胆になれます」

　ぎゅっ。

　腕を絡めてきながら彼女は言う。

「それに、今はこういうことをしても拒否られないですから。思い切りもよくなろうというものです」

「結婚はしないぞ？」

「大丈夫です。今はそもそも年齢制限的に結婚できませんから。数年先を見み据すえて今からあれこれ策を練っていけば済む話ですし」

「何十年先になろうと、僕の考えは変わらないよ」

「ポーズだと受け取っておきます。どのみち何十年先のことなんて誰にも分かりませんし。あと、段々わたし分かってきたので」

「何が？」

「わたしと結婚しないって言ってる理由。お兄ちゃんらしいバランス感覚なんですね。欲しいモノはぜんぶ手に入れる──二に兎とを追って二兎を得るための、リスキーだけど魅力的な賭け。ともすれば妥協にも見えるけど、ぎりぎりのラインまで攻めに攻めた選択。わたしへの『恋人だけど妹』宣言も、ほとんど全権を掌握してた鷹たかノの宮みやと有あり栖す川がわにあっさり全権を返すのも、その最たる例だと思うんですが。ちがいますか？」

「…………
 」

　僕は答えない。

　答えない代わりに反撃してみる。

「なあ秋子」

「なんでしょう」

「リリアナ祭の初日、新しん藤どう光こう一いち郎ろうのサイン会。僕は不覚にも何者かに薬を盛られて、サイン会は中止になった」

「ありましたねそんなことも。今では懐かしい思い出です」

「問い詰める機会もあまりなかったし、そもそも大して気にもしてないから黙ってたけど。あれの犯人ってお前だよな
 ？」

「あ、バレちゃいました？」

　自分で自分の頭をポカリと叩たたき、ぺろりと舌を出す秋あき子こ。

　まるで悪びれない様子だ。まあ実際、悪びれる必要もないんだけど。そして今となっては隠す必要もなくなったんだろうけど。

「でもどうしてバレたんです？　協力してくれた人たち──神じん野のさんも、生徒会長も、御み幸ゆきさんも、口は堅い方だと思うんですが」

「証拠があるわけじゃないよ。ただ想像しただけだ。新しん藤どう光こう一いち郎ろうのサイン会が中止になって、もっとも利益を得るのは誰なのか」

「誰なんですかそれは？」

「僕だよ
 」





　そう姫小路ひめのこうじ秋あき人と。

　他ならぬこの僕こそが、あのサイン会が中止になって誰よりも得をした人間なんだ。

　なぜならリリアナ祭の初日、僕はまだフラフラ揺れ動いてた。僕が新藤光一郎であると公表すること、それに伴っていろんな事実が明らかになってしまうこと──僕が秋子のことを異性として意識していることとか──に、まだ迷いがあった。

　必要に迫られ、にっちもさっちもいかなくなり（僕の背中を強引に押したのも秋子だ）、サイン会の件を承諾したけれど。今にしてみればハッキリわかる。あの時点で公表していてもいい成果は得られなかった。他ならぬこの僕の覚悟が足りなかったゆえに。

　結果としてリリアナ祭二日目に、僕は一切合切を洗いざらいブチまけることになるんだけど……その一日の差はあまりにも大きかった。むしろ初日の失態があったからこそ踏ん切りがついたとさえ言える。

　さておき、僕を利することで最も利益を得るのは誰か？

　睡眠薬を盛るというかなりきわどい方法まで使って、新藤光一郎のサイン会を中止させるメリットがあったのは？





「秋子。お前は周りの人間が考えているより遙はるかにしたたか
 だ。だからこそ僕も公衆の面前ですべてを明かそうと決断できたんだよ。お前は名よりも実を取ってくれると確信していたからね。その結果として今日がある。誰もが百パーセントの納得をしてるわけじゃないだろうけど、まずまず満足してくれたんじゃないかと胸を張れる今夜がある。でなきゃこんなに人が集まってくれて、こんなに盛り上がってくれることもない──そうは思わないか？」

「うーん、なるほど！」

　秋あき子こはひどく嬉うれしそうに納得した。

　それからぺこりと頭を下げる。

「ごめんなさいお兄ちゃん。今さらですが、あれはわたしがやりました」

「うん。やっぱそうだよな」

「あっ、でもでも！　ちゃんと安全は確保してましたから！　万一の場合に備えてお医者さんの手配とか！」

「うん、そうだろうと思ってたよ。お前はお兄ちゃん想おもいの妹だから」

「許してもらえますか？」

「いいや許さない」





　罰として僕はキスをする。

　我ながらこう言っちゃなんだが、最近はずいぶん手慣れたものだ。

　有無を言わせず距離を詰めること三十センチ、触れるか触れないかのソフトタッチで　ヒットアンドアウェイ。この間わずか三秒。





「……まっ」

　両手で頬ほおを押さえる秋子。

　顔を赤くして、

「まだ、慣れないですね、これはー！　っはぁ！」

「そうか？　僕は慣れた」

「慣れずにいきましょう！　倦けん怠たいにつながるルーチンこそが恋の大敵です！」

「いつまでも新鮮ってわけにはいかないだろ？　恋人同士になるなら尚なお更さらだし、その先に夫婦関係を見み据すえるならもっと尚更だ」

「結婚してくれるんですか!?
 」

「物のたとえだ早とちりするな。この話はもうおしまい」

「待ってくださいもう一回！　もう一回熱いベーゼをお願いします！」

「お願いします、と言われればやぶさかじゃないけど──」

「それをもって事実上の婚約、という形で！」

「やぶさかじゃないけどそういうことなら断る。何度も言ってるだろ、僕とお前は恋人同士だけど結婚はしない。それでバランスは取れてる、って秋子も言ってたじゃないか」

「言いましたけど、納得してるとは言ってません！」

「困ったやつだな。そういうのをダブルスタンダード、って呼ぶんだぞ？」

「お兄ちゃんからその呼ばれ方をするのは心外です！　ダブルどころかトリプル、クアドラプル、それ以上のスタンダードでハーレムを作ってるのがお兄ちゃんじゃないですか！　厳重に抗議します！　そしてお詫わびとして婚約届にサインしてもらいます！　それからついでにもう一回熱いベーゼを！」





　サインは御免こうむるけど、ベーゼは大賛成だ。

　秋あき子こを抱き寄せる。彼女は「あっ……」と言ってされるがままになり、濡ぬれた眼まな差ざしで僕を見上げてくる。

　瞬時に高まるムード。

　次はソフトタッチなんかじゃ済まない。もはやキスとは呼べないような、その先の一線を越えることを想起させる何かが、きっと起こってしまうのではないかという、予感というよりはもはや確信。

　ぎゅっと腕に力を込める。

　ぎゅっと秋子も応じ返してくる。

　近づく十センチ。

　さらに十センチ。

　秋子が目を閉じる。僕も目を閉じ、残った十センチの距離をゼロまで近づけて──





「そうは問屋が卸さねえぜヘーイ！」





　そうは問屋が卸しませんでした。

　僕らの背後、会長さんがニヤニヤ笑いで仁王立ち。

　会長さんだけじゃなく、那な須す原はらさんが、銀ぎん兵べ衛えが。

　さらにはありさが、御み幸ゆきさんが、神じん野のさんが、冴さえ木き先生が、十じゆう乗じよう寺じさんが──つまりは今夜の面子めんつ全員がそろっていて。

「不本意だわ、あっきー。姫小路ひめのこうじ妹ばかり優遇されること、甚だしすぎるのではなくて？　わたくしリリアナ祭のあの日以来、口づけなどしてもらってないのだけど」

「それを言ったら僕はどうなるんだい？　キスどころか手さえろくに握ってないこの僕は？　付き合いの長さでいったら僕が断トツのはずなのにこれはおかしい。理不尽だ。ようし決めたぞ、今日こそ大人の階段をのぼる。秋あき人と、僕はもはや覚悟を決めた、さっそくしてくれたまえ！」

「ほいじゃウチもついでに！　よろしゅう頼むで秋あき人と！」

「御み幸ゆきさんはさすがに調子に乗りすぎじゃないですか？　彼は我が社の大事な作家さんなんです、お手つきは困ります」

「薫かおる子この言う通りだ。わたしもリリアナの教師として、淫行がなされるのをむざむざ見逃すわけにはいかんな。生徒同士の恋愛に関しては、当人同士の自己責任に委ねるところだが──」

「あのう先生？　教師とおっしゃるからには、今夜のご乱行の責任を取ってもらえる、という理解でいいのでしょうか？　いえその、ワタシも文化祭実行委員長として割と責任ある立場なので、さすがに今夜のことは胸に秘めておけないといいますか……いえまあ最終的には秘めておくしかないんですが……秋人神しんさんも主犯格なので……というか！　というかですよ!?
 　不ふ憫びんな立場にあるのはワタシも同じだと思うので！　キスということであればワタシも是非お仲間に！　順番は最後で構いませんから！」

　やいのやいの。

　うんたらかんたら。

　外野のみなさんの騒がしいこと騒がしいこと。

　いやまあ、僕はみなさんの好意におんぶに抱っこしてる身ですから。とやかく言う立場でもないんですが。





「ええい！　みなさん静まってください！　静まれい、静まれい！」





　そこで颯さつ爽そうと登場。

　秋あき子こが両手を腰に当てて胸を張る。

　表情には自信と確信、そして優越。





「みなさん未いまだにお気づきじゃないようなので、ここでハッキリ教えて差し上げましょう！　いいですか、事実上の勝負はもうついてるんですよ！　なぜならわたしは妹にして恋人！　世にも希まれなるポジションを獲得した、まさしく選ばれし者！　これまでお兄ちゃんと培ってきた絆きずながもっとも深く、共に過ごした時間がもっとも長く、現時点でもっとも愛されているのがこのわたし、姫小路ひめのこうじ秋子なんです！　浮気されようと愛人を作られようと、愛は不変にして不朽にして不滅！　つまりわたし最高！　わたし大勝利！　ええい控えい控えい皆の者！　頭が高いぞよ！　もっとわたしのことを敬いつつ、わたしのことは秋子神さんと呼んでくれても構わないですよ!?
 　へへーん！」
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　いやあ、すごいな。

　まさしく絵に描いたようなドヤ顔。

　こんな挑発をかましてタダで済むわけもなく、

「あっはっは、言いやがるねえ！」

「チッ、神をも恐れぬ不敬とはこのこと──」

「異議あり！　大勝利など笑止千万、今でこそ一時の優勢を得ているかもしれないが、秋あき子こくんは将来にわたって秋あき人とと結婚できないことが確定しているわけで、すなわち本当に有利と言えるのは──」

　聞き取れたのはここまで。非ひ難なん囂ごう々ごうが巻き起こり、秋子はアンチに回った連中から一斉に取り囲まれる。その様はまるで国会、法案を強行採決した与党に群がる殺気立った野党のごとし。

　こうなっては簡単には収まるまい。

　今夜は血染めのブラツデイクリスマスになるかもしれないけど、そこは舌禍を招いた当人に責任を取ってもらうとして。僕はこっそりその場から離れるのだった。






　　　　※







　……さて。

　うすうす気づいてるとは思いますが、あらためて謝罪を。

　やっぱり守れませんでした、公約。

　物語をあるべき姿に戻したいという固い意志はありましたが、ミックスジュースからオレンジジュースだけを取り出すのが無理なのと同じく、





『とある事情でしばらく離れ離れになっていたものの、ゆえあって再び一つ屋根の下で暮らすようになったふたりの兄妹が、特に波乱もない平和な日常をのんべんだらりと送っていく様子を、これといった起承転結もなくつづっていくだけの単調な物語』





　──に回帰することは、残念ながら最後まで叶かないませんでした。

　かくなる上は時間を遡航するぐらいしか公約を果たす術すべがないけれど、できないことを目指したところで詮せん方かたない。いさぎよく敗北を認め、ここに頭を下げる次第であります。

　だけどある種の決着はついたと思う。

　七転八倒の四苦八苦、どうにかここまでたどり着いた成果をもってご容よう赦しや願いたい。

　ここから先、生徒会長に祭り上げられた僕の奮闘記とか、学園を卒業した会長さんの意外な身の振り方とか、那な須す原はらさんとふたりきりのお笑い武者修行ツアーとか、銀ぎん兵べ衛えとの初めてのキスとか、いろいろなエピソードはあるのだけど。さしあたりそれらはすべて割愛。いずれ訪れるかもしれない機会を気長に待つとしよう。

　たとえ機会は来ずとも、僕らは相変わらず世界の片隅で物語を紡ぎ続ける。そのことだけはきっとこの先も変わらないだろうから。





　それではご縁があれば、また。






あとがき











　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。『お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ』の十二巻をお届けいたします。





　前巻から四年も経っているので少し近況を。

　ハイペースで進めていたお酒の収集癖は、ほぼ完全にストップしました。理由は相場が高すぎるため。四年前に比べて体感、倍ぐらいのお値段になってしまったので、さすがにもう手が出ません。この先の人生は、手元に残っているお酒をちまちま飲みながら過ごしていくことになりそうです。





　ゲームの話。モバマスはログインのみ、艦これは引退。現在はＦＧＯとグラブルを進めています。課金にも少し手を出しました。

　将棋。四年前に再開して、免状だけ三段まで取ってそこで頭打ちでしたが、最近は団体戦なんかにも出させてもらってます。実力は相変わらず頭打ちですが、末永く続けていきたいです。





　四年の間にいろいろ変わりました。

『おにあい』のキャラたちもいろいろ変わった──かと思いきや相変わらずのようで、しかし相変わらずでありながらも彼らなりの決着をつけてくれました。作者は変わってもキャラたちが変わらなかったことは大いに喜ばしいことです。彼らが選んだ終着点をぜひ、みなさんの目で確かめてやってください。






　　　　※







　ひとつ区切りのついたところで新しいスタートも切ります。

　２０１９年２月に新シリーズが始まりますので、ぜひお手に取って頂ければ。あとがきの後にいろいろ情報が載っていますので、よろしければご一読のほどお願い致します。

　それではまた、近いうちにお目にかかれることを祈りつつ。






２０１８年吉日　鈴木大輔
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電子書籍特典　新作試し読み


『宮本サクラが可愛いだけの小説。』










※本文は制作中の物です。内容が変更となる場合がありますので、ご了承ください。





序









　この物語は、主人公が三人の美少女とお風呂に入っているところから始まる。






　　　　†








　……何を言ってるのか分からない？

　確かにごもっとも。では少し説明を。






　　　　†








　舞台は日本。東京某所。

　主人公は大神ヒカル（おおじんひかる）。高校二年生。北欧神話の主神・オーディンの生まれ変わり。





　女の子ひとりめ。

　大神珂子（かこ）。高校三年生。女神・ノルン三姉妹の長女、ウルドの生まれ変わり。





　女の子ふたりめ。

　大神依真（いま）。高校二年生。女神・ノルン三姉妹の次女、ベルダンディの生まれ変わり。





　女の子さんにんめ。

　大神美來（みらい）。高校一年生。女神・ノルン三姉妹の三女・スクルドの生まれ変わり。





　以上四名。

　この物語は、ひょんなことから現世で再会した彼らが、ヴァルハラにもアースガルズにもユグドラシルにも関心を持たず、神話世界のしがらみをことごとく無視して、ひたすらイチャコラするだけのラブコメディである。






　　　　†








　……やっぱり何を言ってるのか分からない？

　わからなくていい。感じよう。これはそういう物語だ。

　何はなくともまずはお風呂シーンを。肌色満載のけしからんシーンを楽しんで、すべてはそこから考えればいい。ラグナロク（終末戦争）がとっくに終わった今、彼らにとってそれがもっとも健全な道であるはずだから。





第一話









「いつもすまないねえ、みんな」





　都内某所。

　平凡な住宅街の、平凡な一軒家のお風呂場で。

　大神ヒカルは感謝の言葉を口にする。

「今日も三人から身体を洗ってもらって、僕は幸せ者だよ──あ、そこ気持ちいい。相変わらず洗うのが上手だね、珂子姉さん」

「あらお上手ね」





　そう微笑むのは長女の珂子。

　三姉妹の中でもっとも年上キャラの彼女は、ヒカルの右腕をやさしく洗いながら、母性あふれる声で言う。

「お世辞でもうれしいわ。ヒカルさんに褒められたからには、お姉さんもっとがんばっちゃう。どこか痒いところはある？」

「うーんそうだなあ……じゃあ、二の腕あたりをもう少し」

「このあたり？」

「うん、そこそこ。あー気持ちいい～」





「──ヒカル様。お背中の具合はいかがでしょう？」





　次に問いかけてきたのは次女の依真だ。

　三姉妹の中でもっともお嬢さまキャラの彼女は、ヒカルの背中をていねいに洗いながら、透明感あふれる声で言う。

「わたくしだってヒカル様に褒めてもらいたいです。誠心誠意ご奉仕いたしますので、リクエストがあればどんどん言ってくださいまし」

「ありがとう依真さん。じゃあ背中の真ん中あたりをちょっと強めに」

「こうですか？」

「そう、そんな感じ。うん、力加減が上手だね。とても気持ちいい」





「ヒカルお兄ちゃん！　こっちはどうかなっ？」





　最後に聞いてきたのは三女の美來だ。

　三姉妹の中でもっとも妹キャラの彼女は、ヒカルの左腕を元気よく洗いながら、はきはきした声で言う。

「お兄ちゃんの身体を洗うのは、ぼくがいちばん上手だし！　ほらほらこうでしょ、こんな感じがいいんでしょ～？」

「おっ、おっ──うん、確かにこれは気持ちいい。さすが美來ちゃん、洗い方のツボがわかってるね」





　大神家のありふれた光景である。

　もちろん大神ヒカルは自分で身体を洗えないわけではない。

　自分ひとりでお風呂に入るのが面倒、なわけでもない。

　だが『お風呂は全員いっしょに！』というのが三姉妹の強い主張なのである。

　そして『だったらまあ、いいか』と受け入れるのが大神ヒカルという少年なのだ。

　だって洗ってくれるって言うんだから。洗ってもらった方がいいじゃない。





「ヒカルさん。こんな感じはどうかしら？」

　ごしごし、むにゅんむにゅん。

　珂子が熱心に右腕を洗う。１００㎝のサイズを誇るド級の胸で。





「ヒカル様。もう少し強めに洗った方がよろしいでしょうか？」

　ごしごし、ぷるるんぷるるん。

　依真が丹念に背中を洗う。サイズでは姉に及ばないが、Ｇカップの張りのある胸で。





「ヒカルお兄ちゃん。ぼくだってテクニックじゃ負けてないでしょ？」

　ごしごし、ほよよんほよよん。

　美來が無邪気に左腕を洗う。将来性を感じさせる、ほどよくふくらんだ胸で。





「いやあ困ったなあ」

　眉をハの字にしてヒカルは言う。

　身体を洗ってくれるのはいいが、スポンジじゃなくて胸で洗うのはどうなんだ。ＰＴＡとか教育委員会に見つかったら一発でアウトじゃないか。

　でも仕方がない。

　だって洗ってくれるんだから。





「困った、困った」

　ちなみに当然のことながら。

　泡で隠れている股間がどうなってるかは、ちょっとお目にかけられない。それをお目に掛けると十八禁のマークが張られてしまう。





「ねえみんな。こういうのってよくないと思うんだな、僕は」

「あら、何の問題があるのですかヒカルさん？　わたしたち三姉妹はただ、あなたのお役に立ちたいだけなのに」

「珂子姉さまの言う通りですよヒカル様。お身体ぐらいわたくしたちに洗わせてくださいまし」

「そーだそーだー。ヒカルお兄ちゃんはなーんにも考えなくていいの、ぼくたちに全部まかせてくれればおーるおっけー！」

「うーん困ったなあ」





　股間を大変な状態にしながら、本当に困ってるのか困ってないのかわからない顔でヒカルは言う。いや本当に困っているのだが、態度が自然すぎてぜんぜん困ってるように見えないというか。

　そして困ってるように見えないから、三姉妹も調子に乗る。





「さて。両腕と背中を洗うのはこのくらいにしておいて」





　ぽん、と手を叩いて珂子が楽しげに言う。

「そろそろ本番かしら」

「ええ本番ですわね」

「うんうん本番だよね」

「いやー。困るよみんな。本番は」

「あら、そういうわけにはいきませんよヒカルさん。ちゃんとやることはやらないと」

「珂子姉さまの言う通りですわ。途中でやめてしまうのはよくないことです」

「そうそう。いちど始めたからには最後までやらないと、だよっ」





　本番とは？

　まさか高校生にあるまじき不健全な行為を？

　ご安心いただきたい。彼女らも分別はある。この場で生殖行為に及んだりせぬ。

　少しだけ洗う場所を変えるだけだ。

　背中から股間へと。





「じゃあ僭越ながら、ここは長姉であるわたしが」

「待ってください珂子姉さま。わたくしもここは譲れません」

「お姉ちゃんたちばっかりずるーい！　ぼくだってヒカルお兄ちゃんのお股を洗ーらーいーたーいー！」

「いやー。困るんだけどなー、さすがに股間は」





　ヒカルはやんわりと主張する。

　三姉妹はさらりとスルーする。





「うーん……じゃあ勝負で決める？」

「仕方ありませんわね。勝負で決めましょう」

「わーい！　勝負だ勝負だー！」





　ひとしきり盛り上がってから。

　三姉妹はそろって目を閉じた。

　広くもない風呂場に、男一人、女三人。

　全員泡だらけの丸裸。「ここで逃げたら怒るんだよなあ……」ひとりボヤいているヒカル。かなりシュールな光景だ。





　そのまま十秒ほど経って。

　三姉妹が同時に目を開き、「ぷはーっ！」と息をつく。





「負けました」

「負けてしまいましたわ」

「わーい、勝った勝ったー！」





　珂子と依真はしょんぼり。

　美來ひとりがはしゃいでいる。





　説明しよう。

　珂子（かこ）。

　依真（いま）。

　美來（みらい）。

　彼女たちはそれぞれ北欧神話の女神・ノルン三姉妹の生まれ変わりである。

　彼女たち三人には、意見が対立した時はアストラル体を仮想ラグナロク空間に飛ばし、人間世界に換算して数百年におよぶ大バトルをくり広げ、その勝者の意見を採用する──というルールがあるのだ。

　三姉妹が目を閉じていた十秒は、実際には数百年に及ぶ死闘だったという衝撃の事実。

　……何を言ってるのかわからない？　まあでもそういう話だとご理解ください。





　ちなみに三姉妹いわく、大神ヒカルは大神オーディンの生まれ変わりであるらしい。

　それで彼女たちは大神家に押しかけてきて、両親が海外で仕事をしてるのをいいことに、大神家に居着いてしまったという流れ。

　ただし当人にまったく自覚はない。まあ『あなたは神の生まれ変わりです』といきなり言われて『そうだったのか！』と納得するヤツはいないだろう。

　いないのだが、何だかんだで三姉妹の強引さに押し切られて、いつの間にかみんなでお風呂に入って、身体を洗ってもらうのが日常になってしまったという……世の中には恐ろしいこともあるものだ。





「ずるいわ美來」

「本当です。美來はずるいわ」

「えー？　ぼくの何がずるいの？」

「だって美來は女神であるだけじゃなくて、ヴァルキリーでもあるじゃない？」

「ヴァルキリーは戦うのが仕事だもの。わたくしや珂子姉さまとはちがうわ」

「えー。でもおねえちゃんたち、何だかんだで強いもん。それに二人で手を組んでぼくをやっつけようとするし、むしろその方がずるくない？」

「そうかしら」

「そうかしらねえ」

「そもそもさ、お兄ちゃんのお股を洗うのはぼくの方が向いてるよ？　だってぼくがいちばん年下でちっこいから。おねえちゃんふたりは見た目が大人だから、わりとシャレにならないんじゃないかなあ？」

「あらそれは逆よ。姉妹三人の中でいちばん見た目が幼いあなたこそ、見る人が見れば事案になるのでは？」

「近ごろは規制も厳しいという話だし、珂子姉さまとわたくしの方がヒカル様のお股を洗うのにふさわしいのではなくて？」





　もめている。

（うーん……これは困ったぞ？）

　ヒカルは悪い予感がしている。

　経験上、この流れはとてもまずい。

　なぜならノルン三姉妹は三人で一柱の女神であり、人格は別でも根っこは同じだったりする。同じなのでとにかく仲がいい。

　ということはつまり？





「じゃあこうしようよ！　みんなでお兄ちゃんのお股を洗おう！」

「あら。素敵な考えだわ」

「わたくしも賛成です」

「いや。僕はどうかと思うんだけど」





　ひかえめに反対するヒカル。

　三姉妹は黙殺。

「ケンカするぐらいならみんなで仲良く洗った方がいいよね～」

「みっつの手でお股を洗った方が、ヒカル様も気持ちいいですわよね」

「せっかくだからみんなで両手を使いましょう。２×３＝６の方が、きっとヒカルさんも気持ちいいでしょうし」





　いかん。

　これはいかんぞ。

　ヒカルはいよいよ困惑する。

　彼よりもずっと生まれ変わりの影響が強い三姉妹は、人間世界の倫理観などお構いなし。神が往々にしてそうであるように、人間では理解できない思考方法でなにかと行動しがちなのだ。





　具体的に言うと、４Ｐとか重婚とか近親相姦とかお手の物。

　人間社会的には、歩くわいせつ物陳列罪。

　まあでも仕方ない。相手は神だし。





（いやいや。いかんだろうこれは。困った、困った……）





　真剣に悩む大神ヒカル。





「じゃあみんな平等に」

「ええ平等に」

「せーの、でお股に手を伸ばそうね！」





　ヒカルにお構いなしで盛り上がる三姉妹。





　無抵抗（？）な青少年に、破廉恥の魔の手が迫る──！





「ちょっと待てえええええええええ
 い！」





　その時。

　風呂場のドアを蹴り開けて、新たな登場人物の姿が。

「ヒカルから離れなさいエロ姉妹！　神の生まれ変わりだか何だか知らないけど、人間様の世界じゃそういう破廉恥は許されないのよッ！」





　野暮ったい三つ編みに眼鏡。化粧っ気のない顔。

　スタイルはいいのだが、し○むらで適当に買った服のおかげで台無し。

　宮本サクラ。

　典型的な『ちょっと口うるさいお隣の幼なじみキャラ』だ。





「あらサクラちゃん。いらっしゃい」

　長女の珂子がにこやかに出迎える。

「今、お夕食前にみんなでお風呂に入ってるところなの。これが終わったらサクラちゃんもいっしょにごはん食べていく？」

「食べません！　ていうか股間をまさぐろうとする手をどけて！　今すぐヒカルから離れなさい！」





「まあまあサクラさん、落ち着いて頂戴」

　次女の依真がやんわりとたしなめる。

「そんな風に怒ると、せっかくの可愛い顔が台無しですわよ？　それにいくら親しい仲とはいえ、よそ様のお風呂に乱入するのははしたないことですわ。ヒカル様を横取りされて気が立っているのはわかりますが……」

「隣の家だから聞こえてくるのよッ、あんたたちの破廉恥なやりとりが！　真面目に宿題やってるところにエロ動画みたいな声で気を散らされたら、殴り込みのひとつもされたって文句言えないでしょ!?
 　ていうかヒカルを横取りされて気が立ってるわけじゃないから！　そしてあんたも股間まさぐろうとする手をどける！」





「だいじょうぶだよっ、サクラおねえちゃん！」

　三女の美來が無邪気に笑う

「ぼくたち女神って、基本的にやさしいから！　ヒカルお兄ちゃんを取り合う相手がひとり増えたってぜんぜん気にしないし！　だからサクラおねえちゃんもいっしょにお風呂、はいろ？」

「誰が入るか！　ヒカルとは子供のころさんざんお風呂に入ったから、高校生になった今はもう結構です！　ていうかあんた、さりげなく股間をごしごし洗ってるわよね!?
 　通報するわよ本気で！」





　……うーん、困った。

　ヒカルは難しい顔をして腕を組む。　経験上、こういう状況で口を出しても逆効果だ。

　菩薩のごとく心涼やかに、成り行きに任せるに限る。オーディンの生まれ変わりが菩薩というのも妙な話だが。





「とにかく！　みんなお風呂から出て！　ちゃんと服を着なさい！　ヒカルも困った顔ばかりしてないでもう少し抵抗する！　あんたの心が広すぎるから三姉妹も調子に乗るんだから！」

「はーい」





　一方、がみがみと説教されてる三姉妹は。

「サクラちゃんはお堅いわねえ」

「お堅いですわ」

「そーだそーだ、お堅いお堅ーい」

「なのでお姉さん、いいアイデアを思いついちゃったんだけど」

「奇遇ですわね。わたくしもです」

「はーい、ぼくもぼくも！」





　にんまり笑う三姉妹。

　みんなそろってサクラの方を見る。





「えっ……ちょっと何？　何なのその笑いは？」

「サクラちゃん。お風呂に入りましょう」

「は？」

「みんなで仲良くお風呂に入れば、人類みな平和ですわ」

「え、ちょ──」

「入ろー入ろー、さあお姉ちゃん脱いで脱いで」





　ターゲット変更。

　三姉妹がサクラにぴたりとまとわりつく。





「ささ、脱いで脱いで」

「ちょ、冗談でしょ!?
 」

「あら、色気のない下着ですわねぇ。今度いっしょに新しいのを買いに行きましょう」

「余計なお世話よ！　ていうか脱がすな！　手足を拘束するな！」

「いえーい、みんなですっぽんぽんだー。ひゃっほーい」

「待って、やめ、ヒカルが見てる前で──」





　……うーん、困った。

　お風呂椅子に座ったまま腕組みして、ヒカルはうなる。

　だんだん肌色の面積が多くなっていく幼なじみを、せっかくの機会だからまじまじと眺めながら（脱ぐとキレイなのだ）、心の中で敬礼。

　ありがとうサクラ。

　お前が生贄になってくれたおかげで、僕の股間の平和は守られたぞ。





「いやいや嘘でしょ、三姉妹そろって顔が本気なんですけど？　一枚ずつ脱がされてくし、手足はがっちり固められて動かせないし、ヒカルのアホは見てるだけだし──いやちょっと、パンツはやばいって、倫理的にあかんって、本気でこれ、ちょ、待、やめてやめ──だからマジでやめろつってんでしょうがゴルァ!?
 」






　　　　†








　怒号と悲鳴と嬌声がひびきわたるこんなのが、大神家＋一名の日常。

　細かい事情はまた次回。





第二話









「頭おかしいと思う」





　スプーンを振るいながら、宮本サクラは断言する。





「神の生まれ変わりだとか言って他人の家に押しかける。そのまま居候する。お風呂に一緒に入って公序良俗を乱しまくる。あげくの果てに、止めに入った親切な隣人まで毒牙に掛けようとする。この際だからハッキリ言うけど、どうかしてます。隣に住んでる人間として、大神家と付き合いのある者として、ヒカルの幼なじみとして──わたしは断固として抗議します」

「まあ普通ではないわよねえ」

　納得顔をしているのは、三姉妹の長女・珂子だ。

「だって、一応これでも女神だもの。考え方が人間とズレてるのは、仕方のないことだと思うのよ」

「お姉さまの意見にわたくしも賛成です」

　すぐさま支持を表明するのは次女の依真。

「神には神の、人には人の生き方がありますわ。お互いに理解はし合えても、根本的には異なる存在ですし……時に衝突するのは無理もないこと」

「うんうん、仕方のないことだよねっ」

　三女の美來も、元気よくあとに続く。

「ぼくたち神様って、人間から見るとなに考えてるかよくわからないところあるし。でも何だかんだで、神様と人間は最後には解り合えるパターンも多いし。長い目で見守ってくれるとうれしいなっ」





「やかましい」





　どんっ。

　テーブルを拳で叩き、サクラは女神どもの意見を一蹴する。

「日本に来た留学生が異文化になじめない、みたいなレベルの話にするな。百歩譲ってそうだとしても、郷に入りては郷に従え、って言葉があるでしょ？」

「まあまあサクラ」

　やんわり割って入るヒカル。

「みんな反省してると思うし。ここは穏便に」

「あんたは黙ってろ」

「ハイ」

　そして光の速度で退場。ヒカルだけに。





　大神家のリビング、お風呂の後。

　五人で夕食のテーブルを囲んでいるところ。

　メニューはカレーライス。誰もが幸せになれる魔法の食事。





「そもそもヒカルが悪い」

　カレーのじゃがいもを突きながら、サクラは矛先を変える。

「あんたが甘いから三姉妹がつけあがるのよ。男らしくビシッとしなさいビシッと」

「なるほど。ビシッと」

「年ごろの男と女がいっしょにお風呂に入るのは間違ってる、まして四人いっしょになんてもってのほか、今すぐ荷物をまとめて家を出て行け──って言ってやりなさいよ」

「いやーそこまでは。三人とも路頭に迷っちゃうし」

「家を追い出されただけで路頭に迷う女神がどこにいるかっ」

　テーブルどんっ。

「ヒカル。正直に言いなさい」

「え、何を？」

「欲望に負けてるだけよね？」

「ぎくっ」

「口では『困った、困った』って言ってるけど──まあ実際に困ってることもあるでしょうけど──その一方では、可愛い三姉妹にたっぷりサービスされてイチャコラされて、最高にラッキーだと思ってるのよね？」

「ははは、まさかそんな」

「ちょっとヘンなところはあるけど、あんたが普通の男子高校生だってことはわかってんのよ。いっしょにお風呂に入って身体も洗ってもらったら、うれしく思うわよね？」

「いやいや思いません。ほんとだよ？」

「白状しなさい。今なら許す」

「正直、めっちゃおいしいポジションだと思ってます」

「やっぱり。これは罰が必要ね」

「そんな!?
 　許すって言ったのに！　うそつき！」

「うそつきだなんて人聞きの悪い。ちゃんと許してるわよ。罰も与えるってだけで」

　そう言って、サクラはカレーライスに入っているニンジンをヒカルの皿へ。

「これを食べなさい。それで今回はチャラにしてあげる」

「サクラは相変わらずニンジンが苦手だね」

「勘違いしないで。これは親切よ。ニンジンはとっても栄養があるんだから」

「僕はニンジン好きだからぜんぜんオッケーだよ。これだけで許してくれるなんて、サクラは心が広いなあ」

「ふん。お世辞を言ってもだめよ」

　鼻を鳴らすサクラ。

　だけど言葉とは裏腹に、態度はまんざらでもなさそうだ。

「とにかく、エロ三姉妹のいる大神家はとっても不健全だから、これからもあたしがしっかり監視していきます。目に余る行為があったら速攻で乱入するから、そのつもりで。まったく……ヒカルはあたしがついてないとホントにダメなんだから」

「ツンデレねえ」

　カレーに福神漬けを乗せながら、珂子が茶々を入れる。

「青春ですわね」

　カレーに温泉玉子を載せながら、依真も茶々を入れる。

「とっても可愛いよねっ」

　カレーにらっきょを乗せながら、美來も茶々を入れる。

「誤解すな！」

　テーブルどんっ。

　反論するサクラだが、顔が赤い。

「誤解じゃないわよねえ」

「検証可能な事実ですわ」

「好きじゃなかったら、わざわざ隣の家まで怒鳴り込んでこないよー」

「むしろわたしたち三姉妹をダシにしてる気さえするの」

「大神家に来る口実にしてますわよね、わたくしたちを」

「ツンデレだから素直に遊びに来れないんだよね、サクラおねえちゃんは」

「なんだかんだでカレーもお呼ばれしてるし」

「しかもニンジンはヒカル様に食べさせていますわ」

「尻に敷くタイプだよね、サクラおねえちゃんって」

「でもツンデレなのよね」

「素直になればよろしいですのに」

「さっさと告白して付き合っちゃいなよ～」

　三姉妹が畳みかける。

　三方向からサラウンドで。

「あーもーウザいしうるさいし！」

　サクラがわめく。

「三人いっぺんにしゃべられると頭痛くなる！　ひとりにまとめて！」

「あら。じゃあそうする？」

「そういたしましょう」

「りょうかーい」

　そういうことになった。

　三姉妹はテーブルの真ん中に向けて手をかざす。

　それから三人そろって唱和する。





「「「へんし～ん！」」」





　まばゆい光が場を包んだのは一瞬。

　もとの明るさが戻ると三姉妹の姿はなく、ギャルっぽい見た目の美少女がひとり。





　──説明しよう。

　珂子・依真・美來の三姉妹──すなわちウルド・ベルダンディ・スクルドの三女神は、合体すると運命の女神・ノルンになるのだ。

　サクラが三人分の話を聞くのが面倒な時、あるいは三姉妹の気が向いた時などに、このモードに変わる。

　ちなみに本来、手をかざす必要もなければ「「「へんし～ん！」」」と声を出す必要もない。三姉妹の単なるノリである。





「ほら。変わってあげたし？」

　ギャル美少女──女神ノルンは、三皿分のカレーを引き寄せながらニヤニヤする。

「サクラはこっちの方がいいんしょ？　何か言いたいことがあるなら聞くし？」

「……別に言いたいことはないわよ。ウザいからひとりにまとめて、って言っただけ」

「まー確かに？　三人からツッコまれるよりか、ウチひとりからイヂめられる方がマシ的な？　そういうことっしょ？」

「…………
 」

　サクラは無視。

　カレーライスをもっしゃもっしゃとかき込んでいる。

「サクラっち、わかりやすすぎ。立場が悪くなったり言いたくないことがあると、すぐに黙り込む的な？」

「……勘違いしないでよね。カレーを食べるのにいそがしいから黙ってるだけよ。もぐもぐ、もしゃもしゃ」

「はいはい、そういうことにしといたげるし。ウチはサクラっちにやさしいから、ツッコミもほどほどにしといてあげるし」

「やははひい、ほれはへおはっはらひっひりひろふろふへるはは」

「『やかましい、これ食べ終わったらしっかり白黒つけるから？』──はいはい、わかったから食事に集中するし。カレーを口いっぱい詰め込んだまましゃべっても、何言ってるかわからない的な」

　けらけら笑って、自分もカレーを頬張る女神ノルン。

「ところでヒカルっち、まだ腹減ってるっしょ？　カレーのお代わりする？　ていうかしちゃいな？　食べ盛りなんだからしっかり食べるし」

「あ、うん、ありがとう。いただこうかな」

「ヒカルっちは福神漬け山盛りが好みっしょ？　よかったら粉チーズなんかも入れる？　ヒカルっちの好きなパルメジャーノをたくさん削って」

「あ、それおいしそう。お願いします」

「ういうい、ウチに任せなし」

　席を立って台所に向かいながら、ノルンはにやり。

「サクラっち、こういうところっしょ？　見た目は肉食ギャルで、中身は気遣いのできる良妻賢母。ギャップの演出が現代のトレンド的な？」

「やかましい。そういうあざといのはお呼びじゃないのよ。……ていうかあたしだって、ヒカルの好みぐらいわかってるし……わざとらしく振る舞うのが趣味じゃないだけで、その気になれば……」

「サクラっち？　小声でぶつぶつ言っても聞こえないし？」

「聞こえなくていいから。さっさとカレーのお代わりを持ってきなさいよ。……あ、ついでにあたしのもお願い。大盛りで」

「はいはーい」

　ノルンは笑って了解。

　何だかんだあってもギスギスしない、大神家の食卓。





「うまいうまい」

「美味しいっしょ？」

「まあ悪くないわね」





　三人（あるいは五人）で、わいわいやりながらカレーを食べる。

　ヴァルハラにもアースガルズにもユグドラシルにも関心を持たず、神話世界のしがらみをことごとく無視して、ひたすらイチャコラするだけのラブコメディ。

　それが彼らの日常。

　ラグナロク（終末戦争）がとっくに終わった今、彼らにとってもっとも健全な現実。

　みんなでお風呂に入るのもその一環だ。みんな裸でみんな仲良し。ラブ＆ピース。女神たちが身をもって表現する、理想の世界。

　たぶん。きっと。そのはず。





「単刀直入に聞くわ」

　スプーンをテーブルに置いて、サクラが言う。

「あんたたち三姉妹の目的は何？　ヒカルに近づいて、なし崩しに居候して、毎日エロいことばっかりして。いったい何を考えてるの？」

「えー？」

　ノルンはくちびるを尖らせる。

「そんなこと言われてもウチら何も考えてない的な？　ヒカルっちが好きで、ヒカルっちと仲良くしたくて、それでスキンシップしてるだけ、みたいな？」

「嘘ね」

「嘘じゃないしぃ。めっちゃマジのマジマジだしぃ」

「あたしそういうの信じないから。こう見えて勘の鋭さには自信があるのよね。あんたたちは頭おかしいけど、根っこは馬鹿じゃない。間違いなく何か企んでる。この場で白状しなさい、ヒカルだって真実を知りたいはずだから」





　いや。

　別にいいんだけどなあ、僕は。

　声に出さずにヒカルは考える。

　だって、見るがいいこのカレーライスを。

　福神漬けとパルメジャーノをたっぷり乗せたカレーライスは、絶品のひとこと。三姉妹は基本的にどんな料理も上手で、朝昼晩の三食をマメに作ってくれるのだ。





　おいしいごはんが毎日食べられる。

　これ以上の幸せがあるだろうか？





　その幸せを運んでくれる三姉妹には感謝こそすれ、疑うことなど何もない。もし仮に騙されているのであれば、それは幸せの対価というもの。何をいくら支払ったところで惜しくはない。

　三姉妹が自分を騙しているなんて、万に一つ、億に一つもないと確信しているけど。





「……くっくっく。バレてるなら仕方ないし」





　ところがどっこい。

　サクラに追及されたノルンが、何やら悪そうな笑みを浮かべているではないか。

「ウチら三姉妹の企みを見抜くなんて、さすがはサクラっちだし。こうなったらお望み通りこの場で白状するし」

「なっ……やっぱりそうだったのね!?
 　いったい何を企んでるの!?
 」

「くっくっく。聞いて驚くなし」





　カレーで黄色くなったスプーンを振るいながら、悪役顔で熱弁するノルン。





「実はヒカルっちに毎日エロいことしてるのは、壮大な計画があるから的な話っしょ。サクラっちには想像もつかない的な？」

「ううっ……悔しいけど確かに想像つかないわ。壮大な計画とは一体？」

「知っての通り、ヒカルっちはウチらの主神・オーディン様の生まれ変わりなんだけど。その自覚がぜんぜんないっていうか、ぶっちゃけフツーの人間と変わらないっていうか。まあこのままでも余裕でオッケーなんだけど、どうせならちゃんと復活したオーディン様も見てみたい的な」

「ふむ。そのへんは分からなくもないわね」

「たぶんだけど、オーディン様は何かしらの原因で、ヒカルっちの中に封印されてる的な？　でもってその封印を解く鍵は、ヒカルっちの煩悩と連動してるっぽい、ってウチら三姉妹は予想してるわけ」

「んん？　どゆこと？」

「ほらヒカルっちって、エロいことが好きは好きなんだけど、ちょっと菩薩みたいなところあるっしょ？　エロいことされてもデレデレしてるだけで、男の本性をあらわしてルパンダイブしてこないっしょ？　それってちょっとヘンっしょ？」

「うーん。確かに」

「だからウチらはヒカルっちにエロいことしてる的な。ヒカルっちがウチらのエロに負けて煩悩を解放した時、オーディン様は復活するってハナシ」





　な、なんだってー？

　声に出さず驚くヒカル。

　そっかー。そうだったのかー。

　ま、それはそれでいいか。幸せの対価ってことで。





「そしてオーディン様が復活した時！」

　両手を天に掲げて叫ぶノルン。

「我らがかつて在った神話世界もまた現世に蘇り、人の世は終焉を迎えるであろう！　聞け人間どもよ！　鳴り響くギャッラルホルンの音を！　恐れよ人間どもよ！　再びラグナロクが到来するその時を！　神々の異能の前にひれ伏し、己の矮小さに嘆き悲しむがよい！　あーっはっはっはっは！」

　そして高笑い。

　それを見て呆れるサクラ。

「ノルンさー。そういうのって肩凝らない？」

「うん。肩凝る。ウチこういうの向いてない」

　素に戻り、またカレーを食べ始めるノルン。

「まあ神話世界がどうこうは置いといて。オーディン様って、いろいろ言われてるけど何だかんだでいい神様だし。復活したら世の中少しはマシになるかも的な？　人類的にも決して損にはならない的な？」

「うーん……まあ確かに悪さはしそうにないけど。元がヒカルだし」

「ってなワケでさー。サクラっちもエロいこと、しよ？」

「はあ!?
 　なんでそうなる!?
 」





　妙な流れになってきた、とヒカルは思う。

　これはつまり、これから先もエロいことが増えるってこと？

　困るなあ。それはとっても困るぞ。いやホントに。





「いーじゃんいーじゃん。いっしょにヒカルっちにエロいことして、オーディン様の復活を手伝って的な？」

「やらないから！　絶対！」

「えー？　でもサクラっちだって、エロいこと好きっしょ？」

「好きじゃないわよ別に！」

「嘘はよくないし。健全な高校生がエロに興味なかったら、他の何に興味を持つんだって話だし。サクラっちは健全な高校生っしょ？」

「そ、そりゃまあそうだけど……！」

「ちょっとぐらいは興味あるっしょ？」

「ない、とは！　言わないけど！　ほんの少しだけど！」

「ウチら三姉妹とエロ同盟を結んでくれるなら、大神家にもたくさん来れて、ヒカルっちともたくさん一緒にいられるようになるし、悪いことないっしょ？」

「べ、別にヒカルと一緒にいたいわけじゃ……ごにょごにょ」

「あーもー、サクラっちめんどくさーい。あんまり素直になれないようなら、女神の権能で素直にしてあげてもいい的な？　エロいことしか考えられない身体にすれば、さすがのサクラっちも素直になるっしょ？　そうすれば毎晩ヒカルっちに夜這いをかける、どこに出しても恥ずかしくない痴女になれる的な？」

「ちょ、ぜったいやめろよそれ!?
 　やったらまじでぶっ飛ばすから！」






　　　　†








　三姉妹をひとりにまとめても、やっぱり騒がしい大神家。

　オーディンの復活という大義名分を手に入れて、これから先どんなエロいことが起きてしまうのか？

　それともサクラが抑止力を効かせて、エロいことを遠ざけていくのか？

　物語が大きな転機を迎える中、カギを握る大神ヒカルは特に緊張感もなく、のんびりした声で言うのだった。





「ところで今日のカレーはとっても美味しいね。もう一回お代わりください！」













お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ⑫






鈴木大輔
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